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様式１－１－１ 中期目標管理法人（労働安全衛生総合研究所） 年度評価 評価の概要様式

１．評価対象に関する事項

法人名 独立行政法人労働安全衛生総合研究所

評価対象中期目

標期間

年度評価 平成２７年度（第２期）

中期目標期間 平成２３～２７年度

２．評価の実施者に関する事項

主務大臣 厚生労働大臣

法人所管部局 労働基準局安全衛生部 担当課、責任者 計画課長 富田 望

評価点検部局 政策統括官 担当課、責任者 政策評価官 玉川 淳

主務大臣

法人所管部局 担当課、責任者

評価点検部局 担当課、責任者

３．評価の実施に関する事項

４．その他評価に関する重要事項
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様式１－１－２ 中期目標管理法人（労働安全衛生総合研究所） 年度評価 総合評定

１．全体の評定

評定

（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）

（参考）本中期目標期間における過年度の総合評定の状況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

Ａ Ａ Ａ Ａ

評定に至った理由

２．法人全体に対する評価

法人全体の評価

全体の評定を行う上で

特に考慮すべき事項

３．項目別評価における主要な課題、改善事項など

項目別評定で指摘した

課題、改善事項

その他改善事項

主務大臣による改善命

令を検討すべき事項

４．その他事項

監事等からの意見

その他特記事項
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様式１－１－３ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定総括表

中期計画（中期目標） 年度評価
項目別

調書№
備考

中期計画（中期目標） 年度評価
項目別

調書№
備考２３

年度

２４

年度

２５

年度

２６

年度

２７

年度

２３

年度

２４

年度

２５

年度

２６

年度

２７

年度

Ⅰ．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 Ⅱ．業務運営の効率化に関する事項

労働現場のニーズの把握と業務

への積極的な反映
Ａ Ａ Ａ Ｂ １－１ P 4

機動的かつ効率的な業務運営及

びそれに伴う経費削減 Ａ Ａ Ａ Ｂ ２ P44労働現場のニーズ及び厚生労働

省の政策課題を踏まえた重点的

な研究の実施

Ａ Ａ Ａ Ａ

○ １－２ P 8

研究評価の実施及び評価結果の

公表
Ａ Ａ Ａ Ｂ １－３ P13

成果の積極的な普及・活用 １－４

労働安全衛生に関する法令、

国内外の基準制定・改定への

科学技術的貢献

Ａ Ａ Ｓ Ａ
１－４－１ P17

学会発表等の促進 Ａ Ａ Ａ Ａ １－４－２ P20 Ⅲ．財務内容の改善に関する事項

インターネット等による調査

及び研究成果情報の発信
Ｓ Ｓ Ｓ Ａ １－４－３ P22 運営費交付金以外の収入の拡大

及び経費の節減を見込んだ予算

による業務運営の実施

Ａ Ａ Ａ Ｂ ３
P56

講演会等の開催 Ａ Ａ Ｂ Ｂ １－４－４ P26

知的財産の活用促進 Ｂ Ａ Ａ Ｂ １－４－５ P29

労働災害の原因の調査等の実施 Ａ Ｓ Ｓ Ａ １－５ P31 Ⅳ．その他業務運営に関する重要事項

国内外の労働安全衛生関係機関

との協力の推進
１－６

人事、施設及び設備に関する事

項及び公正で適切な業務運営に

向けた取組

Ａ Ａ Ａ Ｂ
４

P61
労働安全衛生分野の研究の振

興
Ａ Ａ Ａ Ａ １－６－１ P34

労働安全衛生分野における国

内外の若手研究者等の育成へ

の貢献

Ａ Ａ Ａ Ｂ
１－６－２ P38

研究協力の促進 Ａ Ａ Ｓ Ａ １－６－３ P41

※重要度を「高」と設定している項目については各評語の横に「○」を付す

難易度を「高」と設定している項目については各評語に下線を引く。
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―１ 労働現場のニーズの把握と業務への積極的な反映

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

独立行政法人労働者健康安全機構法（以下「法」という。）

第 3 条（機構の目的）、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

① 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ② 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値（前中

期標期間平均

値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

プロジェクト

研究新規課題

数

― 3.6 課題 5課題 4課題 3課題 2課題 0課題 予算額（千円） ― ― ― ― ―

国内学会へ

の参加人数
― 231 人 277 人 267 人 270 人 273 人 250 人 決算額（千円） ― ― ― ― ―

国外学会へ

の参加人数
― 58 人 31 人 40 人 48 人 59 人 41 人 経常費用（千円） ― ― ― ― ―

学会参加人

数（国内外合

計）

― 289 人 308 人 307 人 318 人 332 人 291 人 経常利益（千円） ― ― ― ― ―

行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

第 1 (省略)

第 2 国民に対して提

供するサービスその

他の業務の質の向上

に関する事項

1 労働現場のニー

ズ、実態の把握

労働現場における

負傷、疾病等の労働

災害の防止に必要な

科学技術的ニーズや

実態に対応した研

究、技術支援等をよ

り積極的に実施する

ため、業界団体や企

業内の安全衛生スタ

ッフ等との間で情報

交換を行う､

研究所の業務に関す

る要望、意見等を傾

聴する等にとどまら

ず、研究員自らがよ

り積極的に実際の労

働現場に赴き、現場

の抱える喫緊の課題

や問題点、職場環境

を見聞し、さらには、

労災の臨床例、業務

上疾病例等も活用す

るなどにより、労働

現場のニーズや実態

を的確に把握するこ

と。

第 1 国民に対して

提供するサービス

その他の業務の質

の向上に関する事

項

1 労働現場のニー

ズの把握と業務へ

の積極的な反映

ア 労働安全衛生

分野における我が

国の中核的研究機

関として社会から

要請されている公

共性の高い業務を

適切に実施するた

め、労働現場のニ

ーズを的確に把握

し、業務へ積極的

に反映させること

を目的として、業

界団体や第一線の

産業安全、労働衛

生に携わる関係者

等から意見や要望

等を聞くととも

に、研究員自らが

より積極的に労働

現場に赴き、現場

の抱える喫緊の課

題や職場環境の把

握に努める。

第 1 国民に対して

提供するサービス

その他の業務の質

の向上に関する措

置

1 労働現場のニー

ズの把握と業務へ

の積極的な反映

ア 研究所が主催

する講演会や業界

団体の研究所視察

等の機会を活用

し、また、研究員

自らが労働現場に

赴くよう努めるこ

とにより、調査研

究に係る労働現場

のニーズや関係者

の意見を積極的に

把握する。

労働災害又は職

業性疾病の発生を

端緒とする調査研

究や労働現場にお

ける調査を伴う研

究の企画・立案を

積極的に進める。

研究課題の評価に

おいては、労働現

場のニーズを踏ま

えたものになって

いるかどうか等を

重点的に審査す

る。

＜主な量的指標＞

プロジェクト研究

課題数、国内外学

会への参加人数

＜その他の指標＞

なし

＜評価の視点＞

・労働安全衛生に

関するニーズの把

握のため業界団

体、行政等の実務

担当者、有識者、

一般国民等との会

合、情報交換会等

を行っているか。

また、研究員自

ら労働現場に赴

き、現場の抱える

課題や職場環境を

把握しているか。

・当該会合等で把

握したニーズを調

査研究業務に反映

させているか。

また、労災の臨

床例や業務上疾病

例等を入手し活用

しているか。

・労働安全衛生分

野に関連した国内

外の学会等に参加

し、将来生じうる

労働現場のニーズ

＜主要な業務実績＞

第 1 国民に対して提供するサービスその他の

業務の質の向上に関する措置

1 労働現場のニーズの把握と業務への積極的

な反映

ア 労働現場のニーズの把握

・研究所主催による｢安全衛生技術講演会｣や企

業、団体等による研究所見学、業界・事業者団

体が開催する講演会、シンポジウム及び研究会

への参加、個別事業場訪問などあらゆる機会を

利用して調査研究に係る労働現場のニーズや

関係者の意見を把握した。なお、研究員が自ら

情報収集等のために赴いた現場数は 211 であ

った。

・平成 27 年度は、労働現場で把握した実態を

基に政府からの受託研究として「過労死等の実

態解明と防止対策に関する総合的な労働安全

衛生研究」を開始した。

また、災害調査事案（塩素系有機溶剤ばく露

と胆管がん、ベリリウムばく露と健康障害）を

反映して、平成 27 年度にも「校正印刷過程で

使用される洗浄剤含有物質による生体影響と

活性代謝物の解明」と「ベリリウム化合物粒子

のばく露による毒性に関する研究」を進めた。

さらに、労働現場における調査を伴う研究と

して、引き続き、「労働災害防止のための中小

規模事業場向けリスク管理支援方策の開発・普

及」を実施するとともに、「建設業における職

業コホートの設定と労働者の健康障害に関す

る追跡調査研究」を実施した。

・研究課題の内部、外部評価に当たって、労働

現場のニーズを踏まえたものになっているか

＜評定と根拠＞

評定：Ｂ

・関係業界団体、安全衛生関係団体、厚生労働

省等との意見・情報交換会を通じて、労働安全

衛生に関するニーズの把握に努めた。

研究員自ら情報収集等のために赴いた現場

数は、211 現場に上るなど、積極的な情報収集

に努めた。

・内部・外部評価委員会において、業界団体や

行政等からの調査研究要望を踏まえた研究と

なっているかの観点からの評価を実施し、労働

者健康安全機構との統合後のプロジェクト研

究課題の策定に反映させた。

・多数の役職員が労働安全衛生分野に関連した

国内外の学会等に積極的に参加し、労働現場の

ニーズの把握に努めた。

以上のように、研究所主催の講演会、企業、

団体等による研究所見学、業界・事業者団体等

の講演会、シンポジウム及び研究会への参加、

個別事業場訪問、行政との連絡会議などあらゆ

る機会を利用して労働場のニーズや関係者の

意見を積極的に把握した。

これらを踏まえ、Ｂと評価する。

＜課題と対応＞

なし。

評定

＜評定に至った理由＞
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イ 行政施策の実

施に必要な調査研

究の内容について

行政との連絡会議

等で把握し、調査

研究業務に反映さ

せる。また、関係

機関から労災の臨

床例や業務上疾病

例等を積極的に入

手し、その活用に

務める。

ウ 産業安全・労

働衛生分野に関連

した国内外の学

会、会議等に積極

的に参加し、最新

の研究動向や将来

生じうる労働現場

のニーズの把握に

努める。

イ 厚生労働省安

全衛生部との間で

連絡会議を開催

し、行政施策の実

施のために必要と

なる調査研究のテ

ーマ等について意

見・情報交換を行

う。

労災病院等の関

係機関から提供さ

れた労働災害事例

や業務上疾病事例

の調査研究への活

用及び連携を図

る。

ウ 国内外の学

会、会議等へ積極

的に参加するとと

もに、業界団体や

企業内の安全衛生

スタッフ等の実務

者、客員研究員等

との交流会等を開

催し、労働現場の

ニーズや最新の研

究動向等について

意見・情報交換を

行う。

産業医科大学と

の研究交流会を開

催し、最新の研究

成果について相互

に発表を行う。

を把握している

か。

についても重点的に審査した。

イ 行政との連絡会議等

・厚生労働省安全衛生部の実務者と研究所研究

員との間で日常的に意見・情報交換を行い、安

全衛生行政上の課題把握に努めた。また、12

月に厚生労働省の実務者と研究所研究員との

間で会議を開催し、行政施策の展開の実施に必

要な調査研究テーマについて検討を行った。

・岡山労災病院と共同で石綿関連疾患の迅速診

断を目的とした基盤的研究「透過電子顕微鏡に

よる迅速な石綿繊維計測法の開発」を平成 26

年 11 月に開始し、引き続き実施した。

・行政からの要請を受けて、法令、構造規格、

通達等の改廃に必要な基礎資料を提供するこ

とを目的として、11 課題の調査研究を実施し

た。

ウ 国内外の学会、会議等への積極的参加

・労働安全衛生に関連した国内外の学会、会議

等に研究員が積極的に参加し、将来生じうる労

働現場のニーズの把握に努めた。

・平成 28 年 2 月に客員研究員・フェロー研究

員交流会を開催し、研究所の現状を報告すると

ともに、平成 28 年度から開始される重点研究

5 課題のうち、過労死等、メンタルヘルス、ア

スベスト、産業中毒の 4種類について岡山労災

病院及び東京労災病院などから講演者を招い

て研究動向等について情報交換を行った。

・産業医科大学との研究交流会を平成 27 年 11

月に産業医科大学で開催し、施設見学会、研究

発表会、討論、意見交換を行った。

・日本機械工業連合会、日本電機制御機器工業

会、建設業労働災害防止協会、日本建設業連合

会、仮設工業会、日本トンネル技術協会、住宅

生産団体連合会、全国低層住宅労務安全協議

会、日本水道施設協会、日本スーパーマーケッ

ト協会、日本パレット協会、日本溶接協会、日

本保安用品協会、中央労働災害防止協会、日本

作業環境測定協会、労働者健康福祉機構をはじ
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めとする業界団体等との間で、労働安全衛生に

関する調査研究について、意見・情報交換を行

った。

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―２ 労働現場のニーズ及び厚生労働省の政策課題を踏まえた重点的な研究の実施

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場づく

りを推進すること

当該事業実施に係る根拠

（個別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度

重要度：「高」：近年、我が国において過労死等が多発し、大きな社会問題となっていること等から議員

立法による「過労死等防止対策推進法」（平成 26 年法律第 100 号）が平成 26 年６月に成立した。本法

において、過労死等の防止のための対策は、過労死等に関する調査研究を行うことにより過労死等に関

する実態を明らかにし、その成果を過労死等の効果的な防止のための取組に生かすこと等により行われ

なければならないとされた。同対策で、国は過労死等に関する実態の調査、過労死等の効果的な防止に

関する研究等の調査研究等を行うものとされ、過労死等の実態解明と防止対策に関する総合的な労働安

全衛生研究等を行う労働安全衛生総合研究所が主要な役割を担うこととされているため。また、東日本

大震災の災害復旧工事を対象とした調査研究では、労働安全衛生総合研究所が重要な役割を担うことが

期待されているため。

関連する政策評価・行政事

業レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

① 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ② 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値（前中

期目標期間平

均値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

プロジェク
ト研究課題
数（計画）

― 13 課題 13 課題 12 課題 11 課題 8課題 予算額（千円） ― ― ― ― ―

同上（実績） ― 11.6 課題 13 課題 13 課題 12 課題 11 課題 8課題 決算額（千円） ― ― ― ― ―

同上（達成
度）

― 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 経常費用（千円） ― ― ― ― ―

基盤的研究
課題数（計
画）

36 課題 34 課題 33 課題 40 課題 44 課題 経常利益（千円） ― ― ― ― ―

同上（実績） 65 課題 37 課題 41 課題 37 課題 48 課題 49 課題
行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

同上（達成
度）

102.8％ 120.6％ 112.1％ 120.0％ 111.4％ 従事人員数（人） ― ― ― ― ―

行政要請研

究課題数
13 課題 10 課題 7課題 8課題 9課題 11 課題

論文・学会発
表数あたり
プロジェク
ト研究費

137 万円 52 万円 61 万円 65 万円 60 万円 70 万円

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費は共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であることから「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

2 労働現場のニーズ

及び厚生労働省の政

策課題を踏まえた重

点的な研究の実施

上記 1 により把握

した現場のニーズや

実態及び行政課題を

踏まえて、研究課

題・テーマの選定へ

の反映を的確に行う

とともに、研究所の

社会的使命を果たす

ため、次に掲げる研

究の業務を確実に実

施すること。

研究業務の実施に

当たっては、労働現

場のニーズや実態、

社会的・経済的意義

等の観点から基盤的

研究課題を精査した

上で必要性の高いも

のに限定し、プロジ

ェクト研究により一

層重点化を図るこ

と。その際には、基

盤的研究の位置付け

について、将来に向

けての創造的、萌芽

的研究としての戦略

的なバランスを検討

した上で、外部有識

者を活用するなどに

より業務内容を厳選

すること。

また、より効果

2 労働現場のニー

ズ及び厚生労働省

の政策課題を踏ま

えた重点的な研究

の実施

上記 1 により把

握した現場のニー

ズや行政課題、さ

らには労働安全衛

生重点研究推進協

議会が取りまとめ

た労働安全衛生研

究戦略(平成 22 年

10 月)等を踏まえ

つつ、以下の調査

研究を実施する。

なお、研究業務

の実施に当たって

は、基盤的研究の

戦略的なバランス

を検討した上で、

外部有識者の意見

等も参考にして、

将来の研究ニーズ

に向けたチャレン

ジ性やプロジェク

ト研究への発展性

等を重視して厳選

することにより、

プロジェクト研究

への一層の重点化

を図る。

また、下記 3 に示

2 労働現場のニー

ズ及び行政ニーズ

に沿った調査及び

研究の実施

労働現場のニー

ズ等に沿った以下

の調査研究業務を

実施する。

また、産業安全

分野、労働衛生分

野それぞれの知見

を活かした総合的

かつ学際的な研究

を積極的に実施す

る。

＜主な量的指標＞

研究課題数

＜その他の指標＞

なし

＜評価の視点＞

・行政ニーズ及び

社会的ニーズを明

確にした上で、適

切な対応を行って

いるか。

＜主要な業務実績＞

2 労働現場のニーズ及び行政ニーズに沿った調

査及び研究業務の実施

・業界団体や行政等からの調査研究要望を踏ま

えて、プロジェクト研究課題等の研究計画に反

映させて次のとおり調査研究を実施した。

・過労死等防止対策推進法(平成 26 年 6 月 27 日

公布、同年 11 月 1 日施行)の制定を踏まえ、平

成 26 年 11 月 1 日に設置した過労死等調査研究

センターにおいて、平成 27 年度から政府からの

受託研究として「過労死等の実態解明と防止対

策に関する総合的な労働安全衛生研究」に取り

組んだ。

＜評定と根拠＞

評定：A

・行政ニーズや社会的ニーズが明確になった

研究に積極的に取り組んだ。

・行政ニーズを踏まえ、過労死等調査研究セ

ンターを設置し、平成 27 年度から政府から

の受託研究として「過労死等の実態解明と防

止対策に関する総合的な労働安全衛生研究」

に取り組んだ。

評定

＜評定に至った理由＞
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的・効率的な調査研

究を実施する観点か

ら、他の研究機関等

の行う研究との重複

の排除を行うととも

に、産業安全分野、

労働衛生分野それぞ

れの知見を活かした

総合的かつ学際的な

研究を積極的に実施

するよう努めるこ

と。

(1) プロジェクト

研究

次に示す研究の方

向に沿って、プロジ

ェクト研究(研究の

方向及び明確な到達

目標を定めて、重点

的に研究資金及び研

究要員を配する研究

をいう。)を実施する

こと。

なお、中期目標期

間中に社会的要請の

変化等により、早急

に対応する必要があ

ると認められるプロ

ジェクト研究課題が

発生した場合には、

当該課題に対応する

研究についても、機

動的に実施するこ

と。

す内部及び外部の

研究評価の実施等

を通じて、他の研

究機関等の行う研

究との重複を排除

するとともに、産

業安全分野、労働

衛生分野それぞれ

の知見を活かした

総合的かつ学際的

な研究を積極的に

実施するよう努め

る。

(1) プロジェクト

研究

中期目標におい

て示された研究の

方向性や現下の災

害発生状況等を踏

まえ、次に示すプ

ロジェクト研究を

順次実施するとと

もに、研究成果や

社会的要請の変化

等を踏まえ、これ

に対応するための

プロジェクト研究

を適宜立案し、又

は実施中のプロジ

ェクト研究を見直

し、下記 3 に示す

評価を受けて当該

研究を機動的に実

施する。

なお、プロジェ

クト研究の立案、

実施に当たって

は、可能な限り、

将来の労働災害の

減少度合い等の数

(1) プロジェクト

研究

中期計画に示し

たプロジェクト研

究課題のうち 8 課

題(別紙 1)を、研究

目的、実施事項、

到達目標等を記載

した研究計画書に

したがって実施す

る。この際、可能

な限り、将来の労

働災害の減少度合

い等の数値目標を

含む到達目標を定

める。

・プロジェクト研

究について、研究

の方向及び明確な

到達目標が定めら

れているか。

・プロジェクト研

究について、重点

的に研究資金及び

研究要員を投入し

ているか。

・各研究課題につ

いて適切な研究計

画が作成され、実

施されているか。

また、必要に応じ、

研究計画の見直し

が適切に行われて

いるか。

・プロジェクト研

究の立案、実施に

当たって、可能な

限り、将来の労働

災害の減少度合い

等の数値目標を含

む到達目標を定め

ているか。

(1) プロジェクト研究

・独立行政法人労働安全衛生総合研究所第二期

中期計画(以下「中期計画」という。) 及び平成

27 年度計画に基づいて、別添 1 のプロジェクト

研究 8課題を実施した。

・プロジェクト研究等については、研究計画

書を作成する段階において研究グループ内

で研究の方向及び到達目標を検討・設定する

とともに、内部・外部評価による事前評価結

果に基づき必要な見直しを加え、的確な目標

等を設定した上で研究を実施した。

・研究費総額に占めるプロジェクト研究等の

研究費が占める割合は 70%であり、これらの

研究に 85 人の研究員を投入した。

・プロジェクト研究、基盤的研究ともに、研

究実施の背景、研究目的、実施スケジュール

等を記載した研究計画書を作成することに

より適切な実施を図った。また、全ての研究

課題について、研究計画及び研究の進捗状況

等を内部評価委員会で評価し、その結果を

予算配分や研究計画の変更等に反映させた。
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ア 産業社会の変化

により生じる労働安

全衛生の課題に関す

る研究

(内容略)

イ 産業現場におけ

る危険・有害性に関

する研究

(内容略)

ウ 職場のリスク評

価とリスク管理に関

する研究

(内容略)

(2) 基盤的研究

将来生じ得る課題

にも迅速かつ的確に

対応できるよう、基

盤的な研究能力を継

続的に充実・向上さ

せるため、国内外に

おける労働災害、職

業性疾病、産業活動

等の動向を踏まえた

基盤的な研究を戦略

的に実施すること。

(3) 行政要請研究

厚生労働省からの

値目標を含む到達

目標を定める。

(研究課題略)

(2) 基盤的研究

科学技術の進

歩、労働環境の変

化、労働災害の発

生状況等の動向等

を踏まえ、また、

労働安全衛生研究

戦略で示された優

先22研究課題を参

考として、中長期

的視点から労働安

全衛生上必要とさ

れる基盤技術を高

度化するための研

究及び将来のプロ

ジェクト研究の基

盤となる萌芽的研

究等を実施する。

(3) 行政要請研

究

厚生労働省から

(2) 基盤的研究

研究所の研究基

盤を充実させるた

めの基礎的研究、

将来のプロジェク

ト研究等の基盤と

なる萌芽的研究等

44 課題(別紙 2)を

実施する。

(3) 行政要請研

究

厚生労働省から

・効率的な研究へ

の取り組みがなさ

れているか。

・基盤的研究は、

行政ニーズ及び社

会的ニーズに対応

できるよう、研究

所の研究基盤を充

実させるための基

礎的研究及び将来

のプロジェクト研

究の基盤となる萌

芽的研究として実

施されているか。

・行政要請研究に

ついて、迅速かつ

的確に実施し、適

基盤的研究

・年度途中から開始した課題を含め、49 課題の

基盤的研究を実施した。このうち 13 課題につい

ては、大学、民間企業等外部機関との共同研究

として実施した。

・基盤的研究についても、プロジェクト研究と

同様、研究実施の背景、研究目的、実施スケジ

ュール等を記載した研究計画書を作成すること

により適切な実施を図った。また、全ての研究

課題について、研究計画及び研究の進捗状況等

を内部評価会議で評価し、その結果を予算配分

や研究計画の変更等に反映させた。

＜添付資料 1 プロジェクト研究、基盤的研究課

題リスト＞

(3) 行政要請研究

・行政からの要請を受けて、「IEC-Ex の枠組み

を活用した防爆機器の型式検定」をはじめ 11 課

・基盤的研究についても、プロジェクト研究

と同様、研究実施の背景、研究目的、実施ス

ケジュール等を記載した研究計画書を作成

することにより適切な実施を図った。また、

全ての研究課題について、研究計画及び研究

の進捗状況等を内部評価会議で評価し、その

結果を予算配分や研究計画の変更等に反映

させた。

・平成 27 年度は、11 件の行政要請研究を実

施し、3 件について報告書を提出した。
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要請等に基づき、行

政施策に必要な緊急

性・重要性の高い課

題に関する調査研究

を実施すること。

の要請等に基づく

調査研究を迅速か

つ的確に実施し、

適宜、報告書等を

提出する。

の要請に基づく調

査研究を迅速かつ

的確に実施し、第

12 次労働災害防止

計画を踏まえて、

行政施策の科学的

根拠となる報告書

等を適宜提出す

る。

宜、報告書等を提

出しているか。

題についての調査研究を実施し、３件について

報告書を提出した。

以上のように、労働現場のニーズ及び行政

ニーズに沿った調査及び研究を実施してい

る。

特に、平成 26年 11 月 1日施行された過労死

等防止対策防止法における重要な柱である

調査研究業務を担うこととなり、政府からの

受諾研究として平成 27 年度から「過労死等

の実態解明と防止対策に関する総合的な労

働安全衛生研究」を開始した。

これらを踏まえ、Ａと評価する。

＜課題と対応＞

なし。

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―３ 研究評価の実施及び評価結果の公表

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

① 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ② 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値（前中期

標期間平均値

等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

総合業績優

秀研究員表

彰者数

― 原則 2 名 ２名 ２名 ４名 ２名 ３名 予算額（千円） ― ― ― ― ―

研究業績優

秀研究員表

彰者数

― 原則 2 名 ２名 ２名 ２名 ４名 ３名 決算額（千円） ― ― ― ― ―

若手総合業

績優秀研究

員表彰者数

― 原則 2 名 ２名 ２名 ２名 ３名 ２名 経常費用（千円） ― ― ― ― ―

外部研究評価

外部評価の結

果等の公表に

ついては、当

該評価結果の

報告を受けた

日から 3 ヶ月

以内に行う。

外部評価の結

果等の公表に

ついては、当

該評価結果の

報告を受けた

日から 3 ヶ月

以内に行う。

○ ○ ○ ○ ○ 経常利益（千円） ― ― ― ― ―

行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

3 研究評価の実施及

び評価結果の公表

研究業務を適切か

つ効率的に推進する

観点から、「国の研究

開発評価に関する大

綱的指針」(平成 20

年 10 月 31 日内閣総

理大臣決定)に基づ

き、研究課題につい

て第三者による評価

を実施し、評価結果

を研究業務に反映す

るとともに、評価結

果及びその研究業務

への反映内容を公表

すること。研究成果

の評価にあたって

は、労働安全衛生関

係法令や各種基準へ

の反映、労働災害減

少への貢献等につい

ても、研究の内容に

応じて具体的な数値

で目標を示すなど

し、その達成度を厳

格に評価すること。

なお、他の法人、

大学等との共同研究

については、研究所

の貢献度を明確にし

た上で厳格に評価す

ること。

3 研究評価の実施

及び評価結果の公

表

「国の研究開発

評価に関する大綱

的指針」(平成 20

年 10 月 31 日内閣

総理大臣決定)等

に基づき、次に示

す研究評価を実施

する。

なお、プロジェ

クト研究を対象と

して、労働安全衛

生関係法令や各種

基準への反映、労

働災害減少への貢

献等いわゆる研究

成果のアウトカム

について、追跡調

査による評価を新

たに実施する。

また、他の法人、

大学等との共同研

究については、研

究所の貢献度を明

確にした上で評価

する。

(1) 内部研究評価

の実施

研究業務を適切

に推進するため、

原則として、すべ

ての研究課題につ

いて、研究課題の

場合は中間評価)

3 研究評価の実施

「国の研究開発

評価に関する大綱

的指針」（平成 24

年 12月 6日内閣総

理大臣決定)に基

づき改正された

「研究評価規程」

により厳正に実施

する。

なお、評価に当

たっては、他の研

究機関等の行う研

究との重複の排除

に留意するととも

に、他の法人、大

学等との共同研究

については、研究

所の貢献度を明確

にした上でこれを

実施することとす

る。

(1) 内部研究評価

の実施

研究業務を適切

に推進するため、

原則として、すべ

ての研究課題を対

象として評価を行

う。評価結果につ

＜主な量的指標＞

・外部評価の結果

及びその研究への

反映に関する公表

については、当該

評価結果の報告を

受けた日から 3 ヶ

月以内に行う。

＜その他の指標＞

なし

＜評価の視点＞

・プロジェクト研

究を対象として、

労働安全衛生関係

法令や各種基準へ

の反映、労働災害

減少への貢献等に

ついて追跡調査に

よる評価を実施し

ているか。

・共同研究につい

て、研究所の貢献

度を明確にした上

で、評価している

か。

・研究業務を適切

に推進するため

に、すべての研究

課題について、内

部評価を行い、そ

の結果を研究管理

に反映させている

か。

＜主要な業務実績＞

3 研究評価の実施

・「国の研究開発評価に関する大綱的指針」(平

成 24年 12月 6日内閣総理大臣決定)に基づき改

正された内部評価規程及び外部評価規程により

厳正に評価を実施した。

・研究評価は、他の研究機関等の行う研究との

重複の排除及び大学等との共同研究における研

究所の貢献度を研究計画作成時に明確にさせた

上で実施した。

(1) 内部研究評価の実施

・平成 27年度計画に基づき、すべての研究課題

を対象として年 3 回の内部評価を行った。

・研究員について引き続き、①研究業績、②対

外貢献、③所内貢献(研究業務以外の業務を含む

貢献)の観点からの個人業績評価を行った。当該

業績評価は、公平かつ適正に行うため、研究員

の所属部長等、領域長及び役員による総合的な

＜評定と根拠＞

評定：B

・ 内部評価規程に基づき、次の研究について、

追跡評価を実施した。

＊プロジェクト研究

「災害復旧工事における労働災害の防止に関

する総合的研究」(21.4～24.3)

「メンタルヘルス対策のための健康職場モデ

ルに関する研究」（21.4～24.3）

「蓄積性化学物質のばく露による健康影響に

関する研究」（21.4～24.3）

「健康障害が懸念される化学物質の毒性評価

に関する研究」（21.4～24.3）

内部評価において、研究計画作成時に、研究の

重複の排除に留意した上で共同研究における

研究所の貢献度を明確に、さらに貢献度実績を

踏まえ研究評価を実施した。

・すべての研究課題を対象に内部評価を実施、

研究課題の採否、研究計画の修正、研究予算の

配分等に反映させた。

評定

＜評定に至った理由＞
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を実施し、評価結

果を研究管理・業

務運営へ反映させ

る。

(2) 外部研究評

価の実施

ア 研究業務を適

切に推進するた

め、プロジェクト

研究について、研

究課題の意義、研

究の達成目標、研

究計画の妥当性、

研究成果等に関す

る外部の第三者に

よる評価(事前・事

後評価及び必要な

いては、研究計画

等の修正、研究予

算の査定等の研究

管理に反映させ

る。

研 究 員 を 対 象

に、年度末に個人

業績評価を実施す

る。評価に当たっ

ては、客観性及び

公正性の確保に努

めるともに、評価

結果は、昇給・昇

格等の人事管理等

に適切に反映させ

る。

なお、引き続き追

跡評価を試行的に

実施するととも

に、平成 23年度か

ら実施してきた追

跡評価の結果を踏

まえ、平成 27 年度

以降の追跡評価の

あり方を検討す

る。

(2) 外部研究評

価の実施

ア 外部評価の実

施

労働安全衛生分野

の専門家及び労使

関係者等から構成

される第三者によ

る外部研究評価委

員会を開催し、プ

ロジェクト研究等

を対象について評

価を行う。評価結

・プロジェクト研

究課題について、

第三者(外部専門

家)による事前・中

間及び事後の評価

を実施し、その結

果を研究管理・業

務運営に反映して

いるか。

評価の仕組みの下で実施した。

・評価結果については、人事管理等に適切に反

映させるとともに、評価結果に基づく総合業績

優秀研究員(3 名) 、研究業績優秀研究員(3 名)

及び若手総合業績優秀研究員(2 名)を表彰し、研

究員のモチベーションの維持・向上に役立てた。

・研究課題について、公平性、透明性、中立性

の高い評価を実施するため、事前評価では、目

標設定、研究計画、研究成果の活用・公表、学

術的視点等 5 項目、中間評価では研究の進捗及

び今後の計画、行政的・社会的貢献度，研究成

果の公表、学術的貢献度等 5 項目、終了評価で

は目標達成度、行政的・社会的貢献度、研究成

果の公表、学術的貢献度等 5 項目について、そ

れぞれ 5 段階の評価を行い、その結果を研究計

画や予算配分等に反映した。また、追跡評価の

試行実施を行い、平成 28年度以降もすべてのプ

ロジェクト研究を対象として追跡評価を継続す

ることにした。

(2) 外部研究評価の実施

ア 外部評価の実施

・平成 27 年 12 月に開催した外部評価委員会に

おいては、平成 27年度に終了するプロジェクト

研究（4 課題)の終了評価、及び平成 28年度から

開始されるプロジェクト研究（6 課題）の事前評

価を行った。これらの評価では、公平性、透明

性、中立性の高い評価を実施するため、目標達

成度、行政的・社会的貢献度、研究成果の公表、

学術的貢献度等 5 項目についてそれぞれ 5 段階

の評価を行った。

さらに評価結果を踏まえ、研究計画の再精査

を行うなど研究管理、人事管理等に反映させた。

・プロジェクト研究について、第三者(外部専

門家)による終了評価及び事前評価を実施し、

その結果を踏まえて研究計画等の見直しを行

った。なお、中間評価の対象となる課題はなか

った。
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意義、研究の達成

目標、研究計画の

妥当性、研究成果

等に関する評価を

定期的に実施し、

評価結果を研究管

理に反映させる。

イ 外部評価の結

果及びその研究へ

の反映内容につい

ては、当該評価結

果の報告を受けた

日から 3 か月以内

に研究所ホームペ

ージにおいて公表

する。

果については、研

究計画等の修正、

研究予算の査定、

内部評価等の研究

管理に反映させ

る。

イ 外部評価の結

果の公表

外部研究評価委

員会の評価結果及

び業務への反映に

ついて、当該評価

結果の受理日から

3 か月以内に研究

所のホームページ

に公表する。

・外部専門家によ

る評価結果及び研

究業務への反映状

況について、当該

評価結果の報告を

受けてから 3 か月

以内にホームペー

ジ等に公表した

か。

・評価委員の内訳は、産業安全の学識経験者が 4

名、労働衛生の学識経験者が 6 名、経済界、法

曹界の有識者がそれぞれ 2 名である（合計 14

名）。

イ 外部評価の結果の公表

・平成 27年度の外部評価の結果及び業務への反

映については、報告書として取りまとめ、その

全文を平成 28 年 3 月 18 日に研究所ホームペー

ジに公表した。

・外部評価委員会を 12 月 18 日に開催し、委

員からの意見の取りまとめが終了した 12 月末

日から 3 か月以内の 3 月 18 日に評価結果報告

書を研究所ホームページで公表した。

これらを踏まえ、B と評価する。

＜課題と対応＞

なし。

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―４―１ 労働安全衛生に関する法令、国内外の基準制定・改定への科学技術的貢献

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

① 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ② 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値（前中
期標期間平
均値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

基準の制改

定等への貢

献

中期目標期間

中５０件

中期目標期

間中 50 件

（10 件／年）

11 件 10 件

（累計21件）

18 件

（累計39件）

14 件

（累計53件）

20 件

（累計73件）

予算額（千円） ― ― ― ― ―

役職員が参画

した国内外へ

の基準制改定

に係る検討会

等の参画数

― 60 件 64 件 47 件 57 件 67 件 84 件 決算額（千円） ― ― ― ― ―

経常費用（千円） ― ― ― ― ―

経常利益（千円） ― ― ― ― ―

行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

4 成果の積極的な普

及・活用

調査及び研究の成

果の普及・活用の促

進のため、さらには

その社会的意義や貢

献度を広報するた

め、より一層積極的

な情報の発信を行う

こと。

(1) 労働安全衛生に

関する法令、国内基

準、国際基準の制改

定等への科学技術的

貢献

調査及び研究で得

られた科学的知見を

活用し、労働安全衛

生関係法令、国内外

の労働安全衛生に関

する基準の制改定等

に積極的に貢献する

こと。

中期目標期間中に

おける労働安全衛生

関係法令等への貢献

については、50 件以

上とすること。

4 成果の積極的な

普及・活用

調査及び研究の

成果の普及・活用

の促進のため、さ

らにはその社会的

意義や貢献度を広

報するため、より

一層積極的な情報

の発信を行う。

(1) 労働安全衛生

に関する法令、国

内外の基準制定・

改定への科学技術

的貢献

行政機関、公的

機関、国際機関等

の要請があった場

合には、労働安全

衛生に関する法

令、JIS 規格、ISO

規格等、国内基準、

国際基準の制定・

改定等のための検

討会議に必要に応

じて参加し、専門

家としての知見、

研究成果等を提供

する。

4 成果の積極的な

普及・活用

(1) 労働安全衛生

に関する法令、国

内外の基準制定・

改定への科学技術

的貢献

行政、公的機関

及び国際機関等の

要請に基づき、労

働安全衛生に関す

る国内及び国際基

準の制定・改定等

のための検討会議

に研究所の役職員

を参加させるとと

もに、専門家とし

ての知見、研究所

の研究成果等を提

供する。

＜主な量的指標＞

・行政機関、公的

機関、国際機関等

からの要請に基づ

く、労働安全衛生

関係法令、国内外

の労働安全衛生に

関する基準の制改

定等への貢献を 10

件程度とすること

を目標とする。

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・行政等からの要

請を踏まえ、国内

外の労働安全衛生

の基準制改定のた

めの検討会議に参

加し、専門技術と

研究成果を提供し

ているか。

・国内外の基準制

改定等に研究所か

ら提供された研究

成果が反映されて

いるか。

・労働安全衛生関

係法令等の制改定

等に貢献している

か。

＜主要な業務実績＞

4 成果の積極的な普及・活用

(1) 労働安全衛生に関する法令、国内外の基準

制定・改定への科学技術的貢献

ア 基準制定・改定等のための検討会議等

・「建設作業の安全性」、「機械類の安全性」、「静

電気安全」等の分野をはじめとして 16名の役職

員が、ISO、IEC、JIS 等国内外の基準の制定・改

定等を行う84件の検討会等へ委員長等として参

画し、知見、研究所の研究成果等を提供すると

ともに、国際会議に研究員が日本の技術代表等

として出席した。

・出席した国際機関委員会等に研究成果を提供

する等貢献するとともに、13 課題の研究成果が

労働安全衛生法関係省令、指針、通達等 20件に

反映された。このうち、平成 24 から 27 年度に

実施した「墜落防止対策が困難な箇所における

安全対策に関する研究」における検討結果は、

平成 27 年に厚生労働省が公表した「足場からの

墜落・転落災害防止に関する総合対策推進要綱」

（平成 27年 5月 20 日付け基安発 0520 第 1号）

の改正などに生かされた。

また、平成 25年度に公表された「産業用ロボ

ットに係る労働安全衛生規則第 150 条の 4 の施

行通達の一部改正」における安全性判定基準（マ

ニピュレータが発生する力・速度・エネルギー

など）として、平成 27 年に制定された

ISO/TS15066（ロボット及びロボティックデバイ

ス－協働ロボット）の制定に反映させた。

＜評定と根拠＞

評定：A

・16 人の役職員が、ISO、IEC、JIS 等国内

外の基準の制改定を行う 84 件の検討会等へ

委員長等として参画し、知見、研究成果等を

提供した。

・国際規格，国内規格等の制改定等への貢献

として、

①ISO14120:2015 「Safety of machinery -

Guards - General requirements for the

design and construction of fixed and

movable guards」

②ISO/TS15066:2016 「Robots and robotics

devices - collaborative robots」

③ ISO 13850:2015「Safety of machinery -

Emergency stop function - Principles

for design」

④ JIS C 61340-4-4:2015 「静電気-第 4-4

部:特定応用のための標準的試験方法- フ

レキシブル的コンテナの静電気的分類」

があり、

これらを含め 13 課題の研究成果が労働安全

衛生関係法令、指針、通達等 20 件の制改定

評定

＜評定に至った理由＞
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＜添付資料 2 役職員の委員派遣等一覧＞

に反映され、中期計画期間中 5 年間の累計で

73 件と中期目標期間中の達成目標 50 件を上

回った。

これらを踏まえ、A と評価する。

＜課題と対応＞

なし。

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―４―２ 学会発表等の促進

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

② 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ⑤ 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値（前中
期標期間平
均値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

研究員一人あ

たり講演・口頭

発表数

中期目標期

間 20 回

中 期 目 標

期間 20 回

（4回/年）

4.7 回

4.4 回

(累計

9.1 回）

4.2 回

(累計

13.3 回)

4.2 回

(累計

17.5 回)

4.1 回

(累計

21.6 回)

予算額（千円） ― ― ― ― ―

講演・口頭発表

数計
― 355 回 399 回 364 回 367 回 355 回 346 回 決算額（千円） ― ― ― ― ―

研究員一人あ

たり論文発表

等数

中期目標期

間 10 報

中 期 目 標

期間 10 報

(2 報／年)

4.6 報

4.0 報

(累計

8.6 報）

4.1 報

( 累 計

12.7 報）

4.2 報

( 累 計

16.9 報）

3.8 報

( 累 計

20.7 報）

経常費用（千円） ― ― ― ― ―

論文発表等数

計
― 341 報 357 報 334 報 355 報 359 報 319 報 経常利益（千円） ― ― ― ― ―

受賞件数

(学会発表等に

おける受賞者

数(延べ))

― 5.4 件

9 件

(18 名)

7 件

(9 名)

6 件

(10 名)

16 件

(20 名)

13 件

(21 名)

行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注) 独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

(2) 学会発表等の促

進

中期目標期間中に

おける学会発表(事

業者団体における講

演等を含む。)及び論

文発表(行政に提出

する災害調査報告

書、その他国内外の

労働安全衛生に係る

調査報告書を含む。)

の総数を、それぞれ

研究員一人あたり 20

回以上及び10報以上

とすること。

(2) 学会発表等の

促進

国内外の学会、

研究会、事業者団

体における講演会

等での口頭発表、

原著論文等の論文

発表(研究所刊行

の研究報告、行政

に提出する災害調

査報告書、労働安

全衛生に係る国内

外の調査報告書を

含む。)を積極的に

推進する。

(2) 原著論文、学

会発表等の促進

国内外の学会、

研究会、講演会等

での口頭発表、原

著論文等の論文発

表(研究所刊行の

研究報告、行政に

提出する災害調査

等報告書、労働安

全衛生に係る国内

外の調査報告書を

含む。)を積極的に

推進する。研究員

一人あたりの目標

は、講演、口頭発

表等については 4

回、論文発表等に

ついては 2 報とす

る。

＜主な量的指標＞

・研究員一人あた

り、講演・口頭発

表 20回以上（4 回/

年）とする。

・研究員一人あた

り、論文発表等 10

報（2 報/年）とす

る。

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・学会発表、事業

者団体への講演、

学術雑誌への論文

発表、行政に提出

する災害調査報告

書、その他の国内

外の労働安全衛生

に係わる報告書の

件数がそれぞれ中

期目標の目標数値

を達成できる状況

にあるか。

・学会発表及び学

術雑誌へ発表した

論文の質について

も高い水準が確保

されているか。

＜主要な業務実績＞

(2) 原著論文、学会発表等の促進

・平成 27年度の講演・口頭発表等は 346 回とな

り、平成 27 年度計画に掲げた数値目標である研

究員一人あたり 4 回に対して 4.1 回、論文発表

等は 319 報となり、同目標の 2 報に対し 3.8 報

であった。

・13 件、延べ 21 名の研究員が、安全工学会、土

木学会、日本産業衛生学会等の論文賞等を受賞

した。

＜添付資料 3 役職員の研究業績一覧＞

＜評定と根拠＞

評定：Ａ

・27 年度においては、講演・口頭発表等回数

は 346 回(研究員一人あたり、4.1 回）、また論

文発表等 319 報(研究員一人あたり、3.8 報)と

なった。中期目標期間中における研究員一人あ

たりの学会発表数は、目標の 20 回に対して

21.6 回と、すでに目標を上回っており、また、

論文発表等の数も目標の 10 報に対して 20.7

報と、すでに目標を上回っている状況にある。

・安全工学会、土木学会、日本産業衛生学会等

の論文賞等 13 件（延べ 21 名）を受賞した。

これらを踏まえ、Ａと評価する。

＜課題と対応＞

なし。

評定

＜評定に至った理由＞

４．その他参考情報



22

様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―４―３ インターネット等による調査及び研究成果情報の発信

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

② 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ③ 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値（前
中期標期間
平均値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

HP アクセス件

数

中期目標

期間

325 万件

中期目標

期 間 325

万件

(65万回／

年）

96 万件

136 万件

(累計 232

万件）

195 万件

(累計 427

万件)

160 万件

(累計 587

万件)

138 万件

(累計 725

万件)

予算額（千円） ― ― ― ― ―

メールマガジ

ン発行頻度
月 1回 月 1回 月 1回 月 1回 月 1回 月 1回 月 1回 決算額（千円） ― ― ― ― ―

メールマガジン

配信先件数

(月平均)

― 638 件 1,097 件 1,302 件 1,725 件 1,975 件 2,123 件 経常費用（千円） ― ― ― ― ―

一般誌等への

寄稿件数
― 48 件 69 件 108 件 113 件 101 件 121 件 経常利益（千円） ― ― ― ― ―

新聞・TV 等へ

の取材協力件

数

― 18 件 19 件 25 件 27 件 23 件 14 件

行政サービス

実施コスト（千

円）

― ― ― ― ―

従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

(3) インターネット

等による調査及び研

究成果情報の発信

調査及び研究の成

果については、原則

として研究所ホーム

ページに掲載するこ

と。また、調査及び

研究の成果を国民に

理解し、及び活用し

やすい形式に加工し

た上で、研究所ホー

ムページや一般誌等

でこれを積極的に公

表し、事業場等での

その利用を促進する

こと。

なお、中期目標期

間中における研究所

ホームページ中の研

究業績・成果等への

アクセス数について

は、325 万回以上とす

ること。

(3) インターネッ

ト等による調査及

び研究成果情報の

発信

ア 調査及び研究

の成果について

は、原則として、

その概要等を研究

所ホームページに

おいて公開する。

その際、研究成果

等がより国民に理

解しやすく、かつ、

活用しやすいもの

となるよう、平易

な記載やイラスト

の挿入等に努め

る。

(3) インターネッ

ト等による研究成

果情報の発信

ア 研究成果の公

開

研究所の公表論

文や調査研究の成

果について、原則

として概要等を研

究所のホームペー

ジに公開する。そ

の際、研究成果等

がより国民に理解

しやすく、かつ、

活用しやすいもの

となるよう、平易

な記載やイラスト

の挿入等に努め

る。

「Industrial

Health」誌及び

「労働安全衛生研

究」誌については、

その掲載論文全文

を研究所のホーム

ペ ー ジ 及 び

J-stage(独立行政

法人科学技術振興

機構が運営する研

究者向け情報発信

支援システム)に

公開する。

また、障害者を

含めた利用者に、

研究所が公開する

＜主な量的指標＞

・ＨＰ上の「研究

業 績 ・ 成 果 」、

「Industrial

Health」、「労働安

全衛生研究」への

アクセス件数を年

間65万回程度の目

標とする。

・メールマガジン

を毎月 1 回発行す

る。

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・調査研究の成果

を研究所のホーム

ページ上で公開し

ているか。国民に

理解しやすく、活

用しやすいものと

なっているか。

・年報、研究所ニ

ュース等を発行

し、関係労働安全

衛生機関、産業界

への研究成果の広

報を図っている

か。

＜主要な業務実績＞

(3) インターネット等による研究成果情報の発

信

ア 研究成果の公開

・研究所が刊行する国際学術誌「Industrial

Health」、和文学術誌「労働安全衛生研究」、特

別研究報告等の掲載論文、技術資料等の研究成

果の全文をホームページ上に公開するともに、

閲覧者の利便性向上の観点から、必要に応じて

日本語及び英語による要約を併せて公開した。

・和文学術誌「労働安全衛生研究」と「Industrial

Health」を、J-STAGE(科学技術情報発信・流通

統合システム／(独)科学技術振興機構)で公開

した。

・東日本大震災の復旧・復興工事の労働災害防

止に資するため、研究所ホームページの震災関

連情報コーナーを平成 27年度も継続した。

・閲覧者が目的とする情報に素早くアクセスで

きるようページの内容や構成等の見直しを平成

27 年度も継続した。

また、海外への発信力の強化のため、英語版ホ

ームページでの情報公開内容の見直しを平成 27

年度も継続した。

・イベント等は開催告知だけでなく、終了後の

開催報告も早期のタイミングでホームページに

掲載した。

・研究所ホームページ上の「研究業績・成果」、

「刊行物」（「Industrial Health」、「労働安全衛

生研究」等）へのアクセス件数は年間 138 万回

と、年間目標 65 万回程度の 2.1 倍となり、中期

目標期間中である 23年度からの 5年間で 725 万

件となった。なお、23 年度からの 3 年間で、す

でに中期目標期間中における目標(アクセス数

325 万回)を達成している。

＜評定と根拠＞

評定：A

・親しまれる研究所ホームページをコンセ

プトとして、引き続き内容の充実に努め

た。

・特別研究報告 SRR-No.45 を刊行し、平

成 26 年度に終了したプロジェクト研究に

ついて、その研究成果の広報を図った。

・研究成果のより分かりやすい普及等のた

め、一般誌等に積極的に寄稿し、その件数

は 121 件であった。また、新聞、TV 取材

等にも適切に対応し、その件数は 14 件で

あった。

・労働安全衛生総合研究所年報(平成 26 年

度)2014 を発行するとともに、ホームペー

ジで公開した。

評定

＜評定に至った理由＞
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イ 特別研究報告

(ＳＲＲ)等を発行

し、広く関係労働

安全衛生機関、産

業界へ研究成果の

広報を図る。また、

メールマガジンを

毎月 1 回発行し、

研究所の諸行事や

研究成果等の情報

を定期的に広報す

る。

ウ 事業場におけ

る労働安全衛生水

情報により容易に

アクセスできるよ

う、アクセシビリ

ティの向上に努め

る。

イ 年報、メール

マガジン等の発行

平成26年度労働

安全衛生総合研究

所年報、メールマ

ガジン(毎月 1 回)

等を発行し、研究

所の各種行事や研

究成果等の情報を

定期的に広報す

る。

平成26年度に終

了した以下のプロ

ジェクト研究等に

ついて、「特別研究

報告(ＳＲＲ)」を

発行し、その研究

成果を広く社会に

還元する。

・貯槽の保守、ガ

ス溶断による解体

等の作業での爆

発・火災・中毒災

害の防止に関する

研究

・労働者の心理社

会的ストレスと抑

うつ症状との関連

及び対策に関する

研究

・金属酸化物粒子

の健康影響に関す

る研究

ウ 技術ガイドラ

イン等の発行と研

・メールマガジン

を毎月1回発行し、

定期的に広報して

いるか。

・調査研究の成果

を活用した事業場

イ 年報、メールマガジン等の発行

・平成 26年度労働安全衛生総合研究所年報を発

行するとともに、メールマガジン (安衛研ニュ

ース)は、月 1 回 2,123 件(月平均値・26 年度よ

り 148 件増)に配信し、内外における労働安全衛

生研究の動向、研究所主催行事、刊行物等の情

報提供を行った。

・特別研究報告 SRR-No.45 を刊行し、平成 26 年

度に終了したプロジェクト研究について、その

研究成果を広報した。

ウ 技術ガイドライン等の発行と研究成果の一

般誌等への寄稿

・安衛研ニュース(メールマガジン)の内容

の充実を図るとともに、月 1 回定期的に

発行し、研究成果の広報を積極的に行っ

た。また、メールマガジンの存在を積極的

にアピールすることにより、配信数は

2,123 件(月平均値・26 年度より 148 件増)

となった。

・閲覧者が目的とする情報に素早くアクセ

スできるようページの内容や構成等の見

直しを平成 27 年度も引き続き継続した。

・インターネット等による調査及び研究成

果情報の発信については、中期目標に定め

られたホームページへのアクセス件数に

係る目標を 3 年間で上回っており、平成

27 年度も引き続き以上のように積極的に

取り組んだ。

これらを踏まえ、A と評価する。

＜課題と対応＞

なし。
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準の向上に資する

ため、研究成果を

活用した事業場向

け技術ガイドライ

ン等を適宜発行す

るとともに、研究

成果の一般誌等へ

の寄稿を積極的に

行う。

エ IT 技術の進展

等を踏まえ、研究

所ホームページを

適宜改善し、国民

がより容易にアク

セスし、活用でき

るようにする。

究成果の一般誌等

への寄稿

事業場における

労働安全衛生水準

の向上に資するた

め、研究成果を活

用した事業場向け

技術ガイドライン

等を適宜発行する

とともに、研究成

果の一般誌等への

寄稿を積極的に行

う。

向け技術ガイドラ

イン等を発行した

り、調査研究の成

果を一般誌等に積

極的に寄稿してい

るか。

・ホームページを

適宜改善し、国民

がより容易にアク

セスし、活用でき

るようにしている

か。

・技術資料 TD-No.4「ロールバックスパレット起

因災害防止に関する手引き」、TD-No.5「プロセ

スプラントのプロセス災害防止のためのリスク

アセスメント等の進め方」を刊行し、研究所ホ

ームページに全文を掲載した。

また、技術指針 TR-46「工場電気設備防爆指針

（国際整合技術指針）」、TR-47「耐爆発圧力衝撃

形乾燥設備技術指針」を刊行し、研究所ホーム

ページに全文を掲載した。

・一般誌等に 121 件の論文・記事を寄稿し、研

究成果の普及等を行った。

・国内のテレビ局からの取材 1 件のほか、転倒

災害防止、ストレスチェック、メンタルヘルス

対策等について新聞・雑誌等からの取材 14件に

協力した。

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―４―４ 講演会等の開催

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

① 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ② 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標

基 準 値
（前中期
標期間平
均値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

講演会等開催数

（参加者数)計
3 回以上 3回以上

8回

(1,453 名)

7 回

(1,207 名)

8 回

(1,457 名)

9 回

(2，943 名)

8 回

(2,993名)
予算額（千円） ― ― ― ― ―

安全衛生技術講

演会
― 609 人

3 回

(558 名)

3 回

(527 名)

3 回

(447 名)

2 回

(353 名)

2 回

(466 名)
決算額（千円） ― ― ― ― ―

一般公開 ― 292 人
2 回

(495 名)

2 回

(481 名)

2 回

(508 名)

2 回

(480 名)

2 回

(478 名)
経常費用（千円） ― ― ― ― ―

安全衛生技術講

演会（アンケート

結果「良かった」

以上の割合）

75％以上
75 ％ 以

上

79％(対参

加者比)

84％(対参

加者比)

76％(対参

加者比)

81％(対参

加者比)

75％(対参

加者比)
経常利益（千円） ― ― ― ― ―

行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

(4) 講演会等の開

催

調査及び研究の

成果の一般への普

及を目的とした講

演会等の開催や研

究所の一般公開を

積極的に実施し、主

要な調査及び研究

成果の紹介及び研

究施設の公開を行

うこと。

(4) 講演会等の開

催

ア 調査及び研究

成果の普及を目的

とし、職場における

労働安全衛生関係

者を含めた幅広い

領域の人々を対象

とした講演の機会

を他機関との共催

等を含め、年平均 3

回設け、発表・講演

を行う。

イ 一般公開日を

設け、研究所の一般

公開を実施し、調査

及び研究成果の紹

介及び研究施設の

公開を行う。また、

随時の見学希望者

に対しても、その専

門分野、要望に応じ

て柔軟に対応する。

(4) 講演会等の開

催

ア 安全衛生技術

講演会を、第３四半

期までに国内 2 都

市で開催するほか、

他機関との講演会

等の共催を推進す

る。さらに、労働災

害防止関係団体の

主催する大会等に

積極的に参加し講

演する機会を設け

る。

イ 4月に清瀬地区

及び登戸地区の一

般公開を実施し、研

究成果の紹介及び

研究施設の公開を

行う。また、随時の

見学希望者に対し

ても、その専門分

野、要望に応じて柔

軟に対応する。

＜主な量的指標＞

・研究成果の普及を

目的とし、職場にお

ける産業安全・労働

衛生関係者を含め

た 幅 広 い 領 域 の

人々を対象とした

講演として研究所

が開催する講演会

を 3 回以上設ける

ほか、他機関との共

催等を推進する。

・安全衛生技術講演

会への参加につい

て対するアンケー

ト調査において、講

演会が「良かった」

又は「非常に良かっ

た」とする割合が

75％以上となるこ

と。

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・研究所主催の職場

の安全衛生関係者

を対象とした講演

会を年 3 回以上開

催しているか、この

うち他機関との共

催はどの程度実施

したか。

＜主要な業務実績＞

(4) 講演会等の開催

ア 安全衛生技術講演会等の開催

・安全衛生技術講演会を平成 27 年 9 月に東京都

及び大阪市の 2都市において開催した。

同講演会は、「労働安全衛生行政施策と調査研

究 -改正労働安全衛生法令関連事項を中心とし

て-」をテーマとし、5 名の研究員及び 1 名の外

部講師による講演を行った。参加者は、企業の

管理者・安全衛生担当者を中心に全体で 466 名

であった。参加者へのアンケート調査によれば、

参加者数に対する「良かった」又は「とても良

かった」とする割合 75％であった。

・その他民間機関との共催による講演会等とし

て、一般社団法人日本粉体工業技術協会との共

催による粉じん爆発・火災安全研修（初級/基礎

編）、四国地区電力需用者協会等との共催による

電気関係災障害防止対策講習会などを 2 回、計

106 名で開催した。

・中央労働災害防止協会主催の全国産業安全衛

生大会において、3名の研究員が分科会で発表を

行った。発表を行った分科会の参加者数は 980

名であった。

イ 研究所の一般公開

・清瀬地区で平成 26 年 4 月 15 日に、登戸地区

で同年 4月 18日に、それぞれ一般公開を実施し、

研究成果の紹介及び研究施設の公開を行った。

参加者数は、清瀬地区 400 名、登戸地区 78名で

合計 478 名であった。

＜添付資料 4 労働安全衛生総合研究所一般公

開のお知らせ＞

・国内外の研究研修機関、大学、業界団体、民

＜評定と根拠＞

評定：B

・安全衛生技術講演会を 2 回開催したほか、

合計で 8回の講習会等を開催した。このうち、

他機関との共催は 2 回であった。

・安全衛生技術講演会については、東京会場

200 名、大阪会場 150 名、合計 350 名を定員

として開催し、午前または午後のみ参加する

方を含めて 466 名の参加を得た。

さらに、4 月実施した研究所の一般公開は、

参加者が 478 名と、近隣住民等一般国民への

周知・広報の一つとして浸透してきている。

・効果把握を目的とするアンケート調査結果

※安全衛生技術講演会について、「とても良

かった」、「良かった」とする割合は、75％で

あった。

・清瀬地区・登戸地区において、それぞれ一

般公開を開催した。

また、民間企業等 27 機関・団体からの 478

名の随時見学希望にも対応した。

※一般公開アンケートについては、75％の参

加者が「良かった」、「とても良かった」と回

答していただいており、満足度は高い。

アンケート調査結果等についてはそれぞれ

次年度の改善等に生かした。

このほか厚生労働省子どもデーに参加し、

評定

＜評定に至った理由＞
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・一般公開日を設け

た研究所の一般公

開を毎年度実施し

ているか。また、随

時の見学希望者に

対しても対応して

いるか

・企画立案した際に

想定していた参加

定員に達している

か。

・講演会、一般公開

の効果把握を目的

とするアンケート

調査を実施してい

るか。満足度等の調

査結果はどうか。

間企業等 27 機関、合計 478 名から随時の見学希

望に対応した。

＜添付資料 5 施設見学等一覧＞

・平成 27年 8月に開催された厚生労働省子ども

見学デーに参加し、研究成果の発表・実演、研

究所の紹介を行った。見学者数は 963 名であっ

た。

963 名の参加を得た。

これらを踏まえ、B と評価する。

＜課題と対応＞

なし。

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―４―５ 知的財産の活用促進

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

① 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ② 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値
（前中期標期

間平均値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

登録特許

(内当年度分)
― 34 件 36(0)件 37(1)件 39(2)件 39(0)件 39(2)件 予算額（千円） ― ― ― ― ―

特許出願中

(内当年度分)
― 14 件 7(1)件 9(3)件 11(4)件 10(3)件 10(1)件 決算額（千円） ― ― ― ― ―

TLO 扱い

登録特許

(内当年度分)

― 0件 2(1)件 3(1)件 3(0)件 4(1)件 4(0)件 経常費用（千円） ― ― ― ― ―

TLO 扱い

特許出願中

(内当年度分)

― 6件 2(0)件 1(0)件 1(0)件 0(0)件 0(0)件 経常利益（千円） ― ― ― ― ―

特許実施件数 ― 2件 1件 1件 1件 1件 1件
行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

特許実施料 ― 203 千円 133 千円 185 千円 179 千円 338 千円 459 千円 従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

(5) 知的財産の活用

促進

研究の成果につい

ては、特許権等の知

的財産権の取得に努

めること。また、研

究所が保有する特許

権のうち実施予定の

ないものについて

は、当該特許等の実

施を促進するため、

その全数について、

積極的な公表を行

い、知的財産の活用

を促進すること。

(5) 知的財産の活

用促進

国立試験研究機

関等技術移転事業

者(TLO)の活用等

により、特許権の

取得を進めるとと

もに、研究所が保

有する特許権のう

ち実施予定のない

ものについては、

開放特許情報デー

タベースへの登

録、研究所ホーム

ページでの広報等

により、当該特許

権の実施を促進す

る。

(5) 知的財産の活

用促進

研究成果のうち

特許権等の取得が

可能と見込まれる

ものについては、

特許権等の出願・

維持費用、将来の

収益見込み等を勘

案しつつ、その取

得を積極的に進め

る。また、研究所

が保有する特許権

のうち実施予定の

ないもの(権利放

棄の予定のあるも

のを除く。)につい

ては、開放特許情

報データベースへ

の登録、研究所の

ホームページでの

広報等により、知

的財産の活用促進

を図る。

＜主な量的指標＞

登録特許件数、特

許出願件数等。

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・特許権取得がふ

さわしい研究成果

について、特許権

の取得を積極的に

進めるための支援

体制を整備してい

るか。また、これ

により特許権を取

得しているか。

・実施予定のない

特許権について

は、当該特許権の

実施促進のために

特許流通データベ

ースへの登録等の

措置を行っている

か。

・知的財産権の取

得数及び実施許諾

数は適切か。

＜主要な業務実績＞

(5) 知的財産の活用促進

・研究所が保有する登録特許総数は39件であり、

新規に 1 件の特許を出願して特許出願総数は 10

件となった。また、特許を含めた TLO 委託総件

数は 4件である。

・特許権の取得を進めるため、年度末に行う研

究員の業績評価において「特許の出願等」を評

価材料の一つとして評価するとともに、特許権

の取得に精通した清瀬・登戸両地区の研究員を

業務担当者として選任し、特許取得に関する研

究員の相談に対応した。

なお、知的財産の活用促進への理解を深める

ため、中期目標期間中に 10 名の研究員に「知的

財産権研修(初級)」を受講させた。平成 27年度

も 3 名の研究員を受講させるなど、毎年度計画

的に受講させることとしている。

・知的財産の活用促進を図るため、39 件の登録

特許について、研究所のホームページにその名

称、概要等を公表している。

＜添付資料 6 特許出願、特許登録及び特許の実

施状況＞

＜評定と根拠＞

評定：B

・特許出願の要否については、特許審査会で

審査を行った。また、特許権の取得に精通し

た清瀬・登戸両地区の研究員を相談担当者と

して選任し、特許取得に関する研究員の相談

に応じる等の支援体制を整備している。ま

た、知的財産の活用促進への理解を深めるた

め、3 名の研究員に「知的財産権研修(初級)」

を受講させた。今後も毎年度計画的に受講さ

せることとしている。

・登録特許について、研究所ホームページ及

び特許流通データベースに掲載し、保有特許

の実施促進を図った。

・研究所が保有する特許は、登録総数は 39

件、新規に 1 件申請し、特許出願総数は 10

件、特許実施料数は 1 件であった。

これらを踏まえ、B と評価する。

＜課題と対応＞

なし

評定

＜評定に至った理由＞

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―５ 労働災害の原因の調査等の実施

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

労働安全衛生法第 96 条の 2、法第 12 条第 2 項

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

② 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ③ 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値（前
中期標期間
平均値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

災害調査開始

件数(調査結

果等報告)

― 16 件

14 件

(14 件)

8 件

(8 件)

17 件

(10 件)

11 件

（18 件）

12 件

（8件）

予算額（千円） ― ― ― ― ―

刑事訴訟法に

基づく鑑定等

開始件数(調

査 結 果 等報

告)

― 16 件

15 件

(13 件)

20 件

(20 件)

20 件

(20 件)

26 件

（24 件）

12 件

（16 件）

決算額（千円） ― ― ― ― ―

労災保険給付

に係る鑑別・

鑑定開始件数

(調査結果等

報告)

― 11 件

8件

(6 件)

10 件

(10 件)

14 件

(16 件)

8 件

（8件）

10 件

（10 件）

経常費用（千円） ― ― ― ― ―

行政機関から

の依頼調査開

始件数

― 1件 2件 1件 0件 0件 0件 経常利益（千円） ― ― ― ― ―

災害調査等報

告書が再発防

止に役立った

とする割合

80％

以上

80％

以上

92％ 92％ 97％ 98％ 100％
行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

5 労働災害の原因の

調査等の実施

厚生労働大臣の求

めに応じて、迅速か

つ適切に労働災害の

原因の調査等を実施

すること。

また、調査実施後、

一定の期間が経過

し、公表が可能とな

った調査内容につい

ては、企業の秘密や

個人情報の保護に留

意しつつ、その公表

に努めること。

5 労働災害の原因

の調査等の実施

ア 行政から依頼

を受けたとき、又

は研究の実施上必

要があると研究所

が判断するとき

は、労働基準監督

機関等の協力を得

て、労働災害の原

因調査等を実施す

る。また、原因調

査等の結果、講ず

べき対策、労働基

準監督機関等が同

種の原因調査等を

実施するに当たっ

て参考とすべき事

項等については、

厚生労働省労働基

準局安全衛生部に

適宜報告する。

イ 調査実施後、

一定の期間が経過

し、公表が可能と

なった調査内容に

ついては、同種災

害の防止に資する

観点から、企業の

秘密や個人情報の

保護に留意しつ

つ、その公表に努

める。

5 労働災害の原因

の調査等の実施

(1) 労働災害の原

因調査等の実施

行政から依頼を

受けたとき、又は

研究の実施上必要

があると研究所が

判断するときは、

労働基準監督機関

等の協力を得て、

労働災害の原因調

査等を迅速かつ的

確に実施する。

労働災害の原因

調査等の結果等を

今後の研究に反映

させることなどに

より、災害調査の

高度化に努める。

(2) 原因調査結果

等の報告

原因調査等の結

果、講ずべき対策、

労働基準監督機関

等が同種の原因調

査等を実施するに

当たって参考とす

べき事項等につい

ては、厚生労働省

に適宜報告する。

(3) 鑑定・照会等

への積極的な対応

労働基準監督機

＜主な量的指標＞

・労働災害の原因

の調査等の報告書

を送付した労働

局・労働基準監督

署において、同報

告書が、災害の再

発防止のための指

導や送検・公判維

持のための資料と

して活用したとす

る割合が 80％以上

となること。

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・労働災害の原因

調査等を適切に実

施する体制を整備

することにより、

当該調査等を迅

速・的確に実施し

ているか。

・行政からの要請

等に基づいて実施

した労働災害の原

因調査等について

は、当該調査等の

結果等を適切に報

告しているか。

・本調査の業務量

の変動と研究所の

業務量との調和を

＜主要な業務実績＞

5 労働災害の原因の調査等の実施

(1) 労働災害の原因調査等の実施

・労働災害の原因の調査等の実施状況は、岡山

県の化学工場で発生した爆発災害の災害調査を

はじめ、厚生労働省からの依頼に基づき開始し

た災害調査は 12 件であった。

・災害調査、鑑定等の報告書を送付した労働基

準監督署及び都道府県労働局に対するアンケー

ト調査を実施したところ、労働基準監督署等に

おいて、災害の再発防止のための指導や送検・

公判維持のための資料として活用したとする割

合は 100％であった。

(2) 原因調査結果等の報告

・8 件の災害調査、16 件の刑事訴訟法に基づく

鑑定等、10 件の労災保険給付に係る鑑別、鑑定

等について、それぞれ依頼先に調査結果等を報

告した。

(3) 鑑定・照会等への積極的な対応

・労働基準監督署、警察署等の捜査機関からの

依頼に基づき平成27年度に開始した鑑定等は24

＜評定と根拠＞

評定：Ａ

・労働災害調査分析センターが災害調査等の対

外的・対内的な中核調整機能を担っている。ま

た、災害調査等の進行管理については、研究員

所属の各研究グループ部長及び労働災害調査

分析センターが行っている。

・災害調査等の結果については、高度な実験や

解析を必要とするため時間を要するもの等を

除き、報告済みである。

災害調査、鑑定等の報告書が、労働基準監督

署等において、災害の再発防止のための指導や

送検・公判維持のための資料として役立ったと

する割合は 100％で目標（80%）を大きく上回

った。

・災害調査等については、特定の研究員に過大

な負荷が生じないように、研究員の専門性、研

究の負荷状況等を十分考慮して、担当チームの

人選を行っている。

・平成 27 年度においては、アーク溶接作業で

の感電死亡災害、化学工場における攪拌停止に

伴う反応暴走による爆発災害をはじめ、9 件の

災害調査報告書を公表した。

これらを踏まえ、Ａと評価する。

＜課題と対応＞

なし。

評定

＜評定に至った理由＞
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関、警察をはじめ

捜査機関等からの

災害等に関連した

鑑定嘱託、捜査関

係事項照会等に対

して積極的に対応

する。

(4) 調査内容の公

表

調査実施後、一

定の期間が経過

し、同種災害の防

止に資する観点か

ら公表することが

適当と判断される

調査内容について

は、企業の秘密や

個人情報の保護に

留意しつつ、研究

所のホームページ

等で公表に努め

る。

図っているか。

・ 一定の期間が経

過し、公表が可能

となった調査内容

について、企業の

秘密や個人情報の

保護に留意しつ

つ、その公表に努

めているか。

件、労働基準監督署等からの依頼による労災保

険給付に係る鑑別、鑑定等は 10 件であった。

(4) 調査内容の公表

・平成 27年度においては、アーク溶接作業での

感電死亡災害、化学工場における攪拌停止に伴

う反応暴走による爆発災害をはじめ、9件の災害

調査報告書を公表した。

＜添付資料 7 災害調査等の実施状況＞

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―６―１ 労働安全衛生分野の研究の振興

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

① 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ② 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値（前中
期標期間平
均値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

Industrial

Health のインパ

クトファクター

0.8 以上 0.8 以上 0.94 0.87 1.045 1.117 1.057

決算額（千円）

― ― ― ― ―

Industrial

Health 発行頻度

年 6回

以上

年 6回

以上
年 6回 年 6回 年 6回 年 6 回 年 6回

経常費用（千円）
― ― ― ― ―

「労働安全衛生

研究」発行頻度
年 2回 年 2回 年 2回 年 2回 年 2回 年 2 回 年 2回

経常利益（千円）
― ― ― ― ―

Industrial

Health への投

稿論文数

― 164 編 186 編 265 編 245 編 267 編 269 編

行政サービス

― ― ― ― ―

掲載論文数 ― 98 編 98 編 71 編 70 編 65 編 67 編 実施コスト（千円） ― ― ― ― ―

(参考：掲載論文

内訳)

従事人員数（人）
― ― ― ― ―

欧米 25.4% 36.6% 34.3% 40.0% 31.4%

アジア・オセアニ

ア
27.6% 28.2% 25.7% 20.0% 28.4%

日本 31.6% 23.9% 34.3% 29.2% 29.9%

当研究所 10.2% 4.2% 1.4% 6.2% 6.0%

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

7 国内外の労働安全

衛生関係機関等との

協力の推進

(1) 労働安全衛生分

野の研究の振興

労働安全衛生分野

における研究の中心

的機関として、当該

分野の研究の振興を

図るため、労働安全

衛生に関する国内外

の技術、制度等に関

する資料を収集、整

理し、提供すること。

7 国内外の労働安

全衛生関係機関等

との協力の推進

(1) 労働安全衛生

分野の研究の振興

ア 労働安全衛生

に関する国内外の

技術、制度等に関

する調査を行い、

関係機関に提供す

る。

イ 労働安全衛生

重点研究推進協議

会の活動の一環と

して、労働安全衛

生研究戦略に係る

フォローアップを

7 国内外の労働安

全衛生関係機関等

との協力の推進

(1) 労働安全衛生

分野の研究の振興

「研究開発シス

テムの改革の推進

等による研究開発

力の強化及び研究

開発等の効率的推

進等に関する法律

(平成 20 年法律第

63 号)」等を踏ま

え、研究の一層の

推進を図る。

ア 国内外の技

術・制度等に関す

る調査

関係機関とも連

携しつつ、労働安

全衛生に関する国

内外の技術、研究

動向、制度等に関

する情報収集及び

調査・研究を行い、

関係機関に提供す

る。

イ 労働安全衛生

重点研究推進協議

会

引き続き、労働

安全衛生重点研究

推進協議会におい

＜主な量的指標＞

・「Industrial

Health」のインパ

クトファクターが

0.8 以上となるこ

とを目標とする。

・国際学術誌

「Industrial

Health」を年 6 回

以上発行する。

・和文学術誌「労

働安全衛生研究」

を年2回発行する。

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・労働安全衛生に

関する国内外の技

術、研究動向、制

度等に関する調査

を行い、関係機関

に提供している

か。

・労働安全衛生研

究戦略を踏まえた

研究を実施するこ

とにより、労働者

の安全と健康の確

保に資する研究の

＜主要な業務実績＞

7 国内外の労働安全衛生関係機関等との協力の

推進

(1) 労働安全衛生分野の研究の振興

ア 国内外の技術・制度等に関する調査

・国際会議への職員派遣、ISO や OECD の国際会

議等の機会を利用し、国内外の研究所・諸機関

が有する知見等の調査、情報収集を行い、国内

関係機関等に提供した。

イ 労働安全衛生重点研究推進協議会

・労働安全衛生重点研究推進協議会において、

平成 22 年 10 月に取りまとめられた「今後おお

むね 10年間の労働安全衛生研究重点 3研究領域

22 優先課題」について、引き続きホームページ

において普及啓発に努めた。

＜評定と根拠＞

評定：A

・国際会議等の機会を利用し、労働安全衛

生に関する技術、研究動向、制度等に関す

る調査、情報収集を行い、関係機関に提供

した。

・平成 22 年 10 月に取りまとめられた「今

後おおむね 10 年間の労働安全衛生研究重

点 3 研究領域 22 優先課題」を踏まえた研

究を実施するとともに、引き続きホームペ

ージにおいて普及啓発に努めた。

評定

＜評定に至った理由＞
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行い、労働者の安

全と健康確保に資

する研究を振興す

る。

ウ 効率的かつ質

の高い研究を実施

する環境を整備す

るために、内外の

最先端の研究情報

を収集する。

エ 「Industrial

Health」を年 6 回、

「労働安全衛生研

究」を年 2 回、そ

れぞれ定期的に発

行し、国内外の関

係機関に配布す

る。

て策定された今後

10 年間の労働安全

衛生重点研究領

域・優先研究課題

の普及啓発に努め

る。また、労働安

全衛生研究の普

及・振興を目的と

したワークショッ

プ等を開催する。

ウ 最先端研究情

報の収集

効率的かつ質の

高い研究を実施す

る環境を整備する

ために、研究協力

協定を締結した海

外の研究機関との

情報交換、セミナ

ー・ワークショッ

プの開催、参加等

を通じて、内外の

最先端の研究情報

を収集するととも

に、研究所のホー

ムページに関連情

報を公表する。

エ 国際学術誌及

び和文専門誌の発

行と配布

最先端の研究情

報の収集と発信を

目 的 と し て

「Industrial

Health」誌を年 6

回、「労働安全衛生

研究」誌を年 2回、

それぞれ定期的に

発行し、国内外の

推進に貢献してい

るか。

・内外の最先端の

研究情報を収集

し、効率的かつ質

の高い研究を実施

する環境を整備し

たか。

・国内外の労働安

全衛生に関する最

先端の研究成果に

係る学術誌を計画

通りに発行してい

るか。

ウ 最先端研究情報の収集

・客員研究員・フェロー研究員交流会や産業医

科大学との研究交流会、研究協力協定を締結し

た大学・研究機関との共同研究、研究員の国際

学会への派遣等を通じて、内外の最先端研究情

報の収集に努めた。［再掲］

エ 国際学術誌及び和文学術誌の発行と配布

(ア) Industrial Health

・国際学術誌 「Industrial Health」 を年 6回

刊行し、国内 539 件、国外 369 件の大学・研究

機関等に配布した。

・Industrial Health 誌への年間投稿論文数は

269 編で、そのうちの掲載論文数は 67 編であっ

た。また、掲載論文の国別／地域別内訳は、欧

米 31.4％、アジア・オセアニア 28.4％、日本(当

研究所を除く)29.9％、当研究所 6.0％となって

おり、広く国内外からの投稿論文を集めた。

・Industrial Health 誌の平成 27 年のインパク

・Industrial Health の最新のインパク

トファクターは、1.057 と達成目標を 30％

を超える評価を得た。同誌の刊行等を通じ

て、内外の最先端の研究情報の収集・発信

を行った。

・研究成果を各種学術誌・研究報告書とし

て刊行し、広く関係者に提供した。

これらを踏まえ、A と評価する。

＜課題と対応＞

なし。
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関係機関に配布す

る。

「 Industrial

Health」誌につい

ては、インパクト

ファクターが 0.8

以上となるよう、

引き続き掲載論文

の充実に努める。

トファクターは、1.057 である。

・J-STAGE（科学技術情報発信・流通統合システ

ム／〔独〕科学技術振興機構）を通じ Industrial

Health 誌の創刊号からの全掲載論文が閲覧可

能であること、受理論文の刊行前早期公開

(Advance Publications)、更には海外の著名デ

ータベースサービス(PubMed, CrossRef, EBSCO,

INSPEC, ProQuest 等)との相互リンクが毎年増

加していることから、平成 27年度は世界各国か

ら書誌事項に 11 万件を超えるアクセス、並びに

12 万件超の全文ダウンロードが行われるなど、

幅広く活用された。

・Industrial Health 誌のグローバルオンライン

閲覧の増加及び読者への利便性向上を目指し、

米国 National Library of Medicine が運営す

る PubMed において検索可能である全文オンラ

インジャーナルサイト"PubMed Central (PMC)"

への加入申請を行った結果、平成 26 年 12 月よ

り正式登載されたことから、今後更に幅広い注

目を受けることが期待され、平成 27 年度にも引

き続き取組を進めた。

・平成 23 年度からの「オンライン投稿・査読シ

ステム／ScholarOne Manuscripts」の導入によ

り、投稿論文の受付から審査、その他各種編集

業務の大幅な効率化を図ることができ、同時に

同システム導入以前と比較して年間論文投稿数

がおよそ 30%増加した。

(イ)和文学術誌「労働安全衛生研究」

・和文学術誌「労働安全衛生研究」を年 2 回刊

行し、国内約 900 の大学・研究機関等に配布し

た。

・J-STAGE(科学技術情報発信・流通統合システ

ム／(独)科学技術振興機構)に掲載し、全論文を

検索し、閲覧できるようにしている。

＜添付資料 8 刊行物一覧＞

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―６―２ 労働安全衛生分野における国内外の若手研究者等の育成への貢献

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

② 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ③ 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値
（前中期標期

間平均値等）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

連携大学院協

定に基づく客

員教授等

― 18 名 13 名 11 名 12 名 13 名 14 名 予算額（千円） ― ― ― ― ―

連携大学院協定

に基づく大学院

生受入人数

―
6 名

（研究生等）

2 名 2 名 1名 2名 2名 決算額（千円） ― ― ― ― ―

若手研究者等

の受入人数
― 47 名 55 名 63 名 63 名 51 名 46 名 経常費用（千円） ― ― ― ― ―

非常勤講師等

の支援機関
― 20 機関 18 機関 25 機関 17 機関 15 機関 22 機関 経常利益（千円） ― ― ― ― ―

非常勤講師等

の支援人数
― 25 名 24 名 25 名 19 名 20 名 35 名

行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

(2) 労働安全衛生分

野における国内外の

若手研究者等の育成

への貢献

国内外の若手研究

者等の育成に貢献す

るため、これらの者

の受入れ及び研究所

研究員の他機関への

派遣等の推進に努め

ること。

(2) 労働安全衛生分野における国内外

の若手研究者等の育成への貢献

国内外の若手研究者等の育成に貢献

するため、諸大学との連携を強化し、大

学院生や他機関に所属する研究員等を

受け入れるとともに、求めに応じて研究

所員による他機関等への協力・支援を行

う。

ア 連携大学院制度等の推進

諸大学との連携大学院協定の締結更

新のほか他機関と広く研究協力を行い

学術交流を進める。

イ 大学客員教授、非常勤講師等の派遣

研究員を大学の客員教授、非常勤講師

として派遣し、若手研究者等の育成に寄

与する。

ウ 若手研究者等の受入れ

国内外より研修生、連携大学院生、日

本学術振興会特別研究員等の受入れを

行う。

エ 労働安全衛生機関の支援

国内外の諸機関の要請に応じて研究

員による適切な協力・支援を行う。

＜主な量的指標＞

＜その他の指標＞

＜評価の視点＞

・諸大学等との連

携を強化し、大学

院生や他機関に所

属する研究員等を

受け入れるととも

に、要請に応じて

研究所職員による

他の組織への適切

な協力・支援を行

っているか。

＜主要な業務実績＞

(2) 労働安全衛生分野における国内外の若手研

究者等の育成への貢献

ア 連携大学院制度の推進

・連携大学院協定を締結している 8大学のうち、

長岡技術科学大学、日本大学、東京都市大学、

北里大学、東京電機大学及び立命館大学におい

て、研究員が客員教授等として 7 名、客員准教

授等として 7 名が任命され、教育研究活動を支

援した。

・連携大学院協定に基づき、東京都市大学大学

院の大学院生 1 名、及び日本大学大学院の大学

院生１名の論文執筆のための研究指導を行っ

た。

イ 大学客員教授等の派遣

・東京大学大学院、青山学院大学大学院等 22 の

大学及び大学院に対して35名の研究員が非常勤

講師等として支援を行った。(連携大学院制度に

基づく派遣を除く。)

ウ 若手研究者等の受入れ

・連携大学院制度に基づく研修生 2 名を始め、

内外の大学・研究機関から計 46 名の若手研究者

等を受け入れ、修士論文、卒業論文等の研究指

導を行った。

エ 労働安全衛生機関の支援

・このほか都道府県労働局が実施する技術研修、

中央労働災害防止協会、産業保健総合支援セン

ター等が行う研修会等に対し、講師として多く

の研究員を派遣した。

・労働政策研究・研修機構労働大学校の産業安

全専門官研修、労働衛生専門官研修等外部機関

＜評定と根拠＞

評定：B

・連携大学院協定に基づく連携を強化し、そ

の他の大学・労働安全衛生機関への協力・支

援も適切に行った。

これらを踏まえ B と評価する。

＜課題と対応＞

なし。

評定

＜評定に至った理由＞
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が行う研修の研修生を受け入れ、最新の労働災

害防止技術等について講義等を行った。

＜添付資料 9 研究生・研修生等の受入れ＞

４．その他参考情報
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様式１－１－４－１ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

１―６―３ 研究協力の促進

業務に関連する政策・施

策

施策大目標２ 安全・安心な職場づくりを推進すること

２－１ 労働者の安全と健康が確保され、労働者が安心して働くことができる職場

づくりを推進すること

当該事業実施に係る根拠（個

別法条文など）

法第 3 条、第 12 条第 1 項第 3 号

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

行政事業レビューシート ０３６６、０３８３

２．主要な経年データ

① 主要なアウトプット（アウトカム）情報 ② 主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報）

指標 達成目標
基準値
（達成目標）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

共同研究の占

める割合
15％以上 15％以上 41％ 33％ 31％ 34% 32% 予算額（千円） ― ― ― ― ―

研 究 員 の 派

遣・受入人数
20 名以上 20 名以上 74 名 79 名 98 名 82 名 87 名 決算額（千円） ― ― ― ― ―

（派遣人数） ― ― 19 名 16 名 35 名 31 名 31 名 経常費用（千円） ― ― ― ― ―

（受入人数） ― ― 55 名 63 名 63 名 51 名 56 名 経常利益（千円） ― ― ― ― ―

行政サービス

実施コスト（千円）
― ― ― ― ―

従事人員数（人） ― ― ― ― ―

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載。

注）独立行政法人会計基準の改定等を踏まえ、事業単位とそれに係るインプット情報を整合させるため、現在検討中であ

ることから、「－」表示とする。



42

３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

(3) 研究協力の促進

研究所としての研

究展開の将来ビジョ

ンに対応した戦略的

な研究協力のあり方

について検討した上

で、他の法人、大学

等との連携、共同研

究を一層促進すると

ともに、国内外の労

働安全衛生関係研究

機関との研究協力の

ための研究所研究員

の派遣及び他機関研

究員の受入れの促進

に努めること。

(3) 研究協力の促

進

ア 研究展開の将

来ビジョンに対応

した国際的な研究

協力のあり方を検

討し、欧米及びア

ジア諸国の主要な

労働安全衛生研究

機関との間で研究

協力協定を締結

し、共同研究を進

める。

イ 客員研究員制

度等を有効に活用

し、大学、企業等

の研究者との研究

交流を促進する。

(3) 研究協力の促

進

ア 研究協力協定

等

研究展開の将来

ビジョンに対応し

た国際的な研究協

力のあり方を検討

し、とりまとめた

上で、欧米・アジ

ア諸国の主要な労

働安全衛生研究機

関との研究協力協

定を締結・維持し、

共同研究、人的交

流等を進める。

イ 研究交流会等

フェロー研究員

及び客員研究員の

委嘱等を進めると

ともに、研究所研

究員との交流会を

開催し、労働現場

のニーズや最新の

研究動向等につい

て意見・情報交換

を行う。

また、産業医科

＜主な量的指標＞

・毎年度少なくと

も20人以上の研究

員の派遣又は受入

れを行う。

・全研究課題に占

める共同研究の割

合を 15％以上とす

る。

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・大学・企業との

共同研究、海外の

主要な労働安全衛

生研究機関との研

究協力協定の締結

による共同研究等

が推進され、全研

究課題の 15%以上

が共同研究として

実施されている

か。

＜主要な業務実績＞

(3) 研究協力の促進

ア 研究協力協定等

平成 26 年度に取りまとめた「国際研究協力

協定のありかた」に基づき、ニュージーランド

のオークランド大学、中国安全生産科学研究

院、マレーシア労働安全衛生研究所と研究協力

協定を締結し、署名を行った。これらの機関を

含め、現在も協定期間中の 8 か国 12 機関の研

究機関と労働安全衛生関係の幅広い分野にお

いて研究協力協定に基づく共同研究、情報交

換、研究協力を進めた。

・第 10 回労働衛生に関する WHO 協力センタ

ーのグローバルネットワーク会議（Network of

WHO Collaborating Centres for Occupational

Health、韓国）、アジア太平洋労働安全衛生機構

（APSHO30）の会議、第 31 回国際労働衛生会

議（ICOH2015）、及びマレーシア Conference

and Exhibition on Occupational Safety and

Health (COSH)（労働安全衛生集会および展示

会）に参加し、情報交換と研究協力を進めた。

・JICA からの依頼で、イラクより H.E. FALIH

HADI ALI AL-AMERI（労働・社会福祉省，副

大臣）ら 4 名が清瀬地区、登戸地区を訪問し、

施設見学と意見交換を行った。

イ 研究交流会等

・フェロー研究員として 48 名、客員研究員と

して 14 名を委嘱し、平成 28 年 2 月に客員研究

員・フェロー研究員交流会の開催等により研究

情報の交換を行った。［再掲］

・客員研究員・フェロー研究員交流会や産業医

科大学との研究交流会、研究協力協定を締結し

た大学・研究機関との共同研究、研究員の国際

学会への派遣等を通じて、内外の最先端研究情

報の収集に努めた。［再掲］

＜評定と根拠＞

評定：A

・外部機関との研究交流により、研究員 31 名の

派遣、企業等からの 56 名の研究者の受入れによ

り、計 87 名の研究員の交流を行い、20 名の数

値目標の約 5 倍の実績を達成した。

評定

＜評定に至った理由＞
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また、世界保健機

関(ＷＨＯ)が指定す

る労働衛生協力セン

ターとしての活動を

引き続き推進するこ

と。

ウ 上記により、

毎年度20人以上の

研究員の派遣又は

受入れを行うとと

もに、研究情報の

相互提供を促進す

る。

大学との研究交流

会を開催し、最新

の研究成果につい

て相互に発表を行

う。

ウ 共同研究

共同研究を積極

的に推進し、全研

究課題に占める共

同研究の割合を

15%以上とする。ま

た、20 人以上の研

究員の派遣又は受

入れを行い、研究

情報の相互提供を

促進する。

・共同研究，客員

研究員制度等の活

用等により、大学、

企業等との研究員

の研究交流が促進

され、毎年度少な

くとも20人以上の

研究員の派遣又は

受け入れが行われ

ているか。

ウ 共同研究

・労働安全衛生分野の広い範囲で研究協力協定

締結研究機関や連携大学院、民間企業等との共

同研究を推進した。この結果、全研究課題 86

課題のうち、共同研究は 28 件、32％となった。

また、共同研究等の実施に伴い、研究員を他機

関へ 31 名派遣するとともに、他機関から 56 名

の若手研究者等を受け入れた。

エ 世界保健機関(ＷＨＯ)労働衛生協力セン

ター

・平成23年7月 13日付けで世界保健機関(WHO)

から労働衛生協力センターの再指定が実現し

たのを受けて、WHO の活動計画(GMP2012-2017)

の一環として推進している 2 つの研究課題の

年次報告書を前年に引き続いて作成提出した。

［再掲］

・全研究のうち、研究員が研究代表者である研

究課題の合計 86 研究課題のうち、外部機関との

共同研究は28件、その割合は32 ％となり、15％

の数値目標を大きく上回った。

・平成 23 年 7 月 13 日付けで世界保健機関

(WHO)から労働衛生協力センターの再指定が

実現したのを受けて、 WHO の活動計画

(GMP2012-2017)の一環として推進している 2

つの研究課題の年次報告書を前年に引き続いて

作成提出した。

これらを踏まえ、A と評価する。

＜課題と対応＞

なし。

４．その他参考情報
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様式１－１－４－２ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（業務運営の効率化に関する事項、財務内容の改善に関する事項及びその他業務運営に関する重要事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

２ 機動的かつ効率的な業務運営及びそれに伴う経費削減

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

―

２．主要な経年データ

評価対象となる指標 達成目標
平成２２年度

（予算額）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

）

（参考情報）

当該年度までの累積値、平均値等、目標に応じ

た必要な情報

一般管理費（人件費を

除く）

22年度運営交付金か

ら 15%節減
241,332 千円 233,609 千円 226,134 千円 218,898 千円 211,893 千円 205,113 千円

業務経費（人件費を除

く）

22年度運営交付金か

ら 5％節減
688,622 千円 681,369 千円 674,410 千円 667,683 千円 660,703 千円 653,954 千円

（上記削減率（％））
-3.2%

-1.1%

-6.3%

-2.1%

-9.3%

-3.0%

-12.2%

-4.1

-15.0%

-5.0%
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

第 3 業務運営の効率

化に関する事項

通則法第 29 条第 2

項第 2 号の業務運営

の効率化に関する事

項は、次のとおりと

する。

1 機動的かつ効率的

な業務運営

経費節減の意識及

び能力・実績を反映

した業務評価等を適

切に行い、理事長の

強い指導力の下で、

事務内容、予算配分

及び人員配置等を弾

力的に対応できる機

動的かつ効率的な業

務運営体制を確立

し、内部統制につい

て更に充実・強化を

図ること。

第 2 業務運営の効

率化に関する事項

1 機動的かつ効率

的な業務運営

「独立行政法人

における内部統制

と評価について」

(平成 22年 3月)等

を参考として、理

事長の強い指導力

の下で、研究所の

ミッションを有効

かつ効率的に果た

すための仕組みを

整備し、推進する。

(1) 効率的な業務

運営体制の確立

ア 効率的な業務

推進を引き続き実

施するとともに、

社会的要請の変化

や業務の進捗状況

に応じて、重点業

務に必要な資金及

び要員が投入でき

るよう、組織体制

等について適宜見

直しを行う。

第 2 業務運営の効

率化に関する措置

1 機動的かつ効率

的な業務運営体制

の確立

業務の有効性・

効率性を高めるこ

と等の目的を達成

するために、理事

長のリーダーシッ

プの下に、以下の

事項を実施する等

適切な内部統制活

動を推進する。

(1) 効率的な業務

運営体制の確立

ア 柔軟な組織体

制と運営体制の実

現と見直し

本部機能の強化

を引き続き進め、

柔軟で効率的な組

織運営を図る。ま

た、中期計画の遂

行状況を踏まえて

適宜見直しを図

る。

プロジェクトチ

＜主な定量的指標＞

＜その他の指標＞

＜評価の視点＞

・事務内容、予算配分

及び人員配置等を弾

力的に対応できる機

動的かつ効率的な業

務運営体制となって

いるか。

＜主要な業務実績＞

第 2 業務運営の効率化に関する措置

1 機動的かつ効率的な業務運営体制の確立

平成 27 年度は、厚生労働大臣が定めた第二期の中期目標及び中期計画

の 5 年度目（最終年度）に当たり、平成 27 年度計画に基づき理事長のリ

ーダーシップの下で業務運営体制の確立を図った。

(1) 効率的な業務運営体制の確立

ア 柔軟な組織体制の実現と見直し

・内部統制の確立及び研究所内における情報伝達の円滑化を図る観点か

ら、研究所の重要な意思決定に関する議論や業務の進捗管理を行う場とし

て理事長・理事・総務部長・研究企画調整部長等を構成員とする「幹部会

議」を原則として週 1回、業務執行状況の報告及び検証を行う場として監

事を含めた全役員及び 3研究領域長等が出席する「役員会議」を年 3回、

それぞれ開催した。また、TV 会議システムを活用し両地区合同の部長等会

議を原則として週 1回開催した。

・平成 27 年度計画に基づく業務運営を適正かつ的確に遂行するため、前

年度に引き続き、清瀬・登戸両地区に年度計画の主な項目ごとの業務担当

者を配置し、両地区が一体となって業務を推進した。

・研究開発力強化法に基づき、平成 23 年 1 月 1 日付けで策定した「人材

活用等に関する方針」を研究所のホームページに引続き公表して当該方針

＜評定と根拠＞

評定：Ｂ

・「幹部会議」、「役員会議」、

「部長等会議」により、平成

27 年度計画に基づく業務運

営の進捗管理及びその状況に

応じた対応を図った。また、

清瀬・登戸両地区に年度計画

の主な項目ごとの業務担当者

を配置し、両地区が一体とな

って業務を推進した。

・業務の効率化及び情報伝達

の円滑化を図る観点から、グ

ループウェアの充実を図り、

スケジュールや施設管理、各

種規程等の情報管理の一元的

な運用を引き続き実施した。

業務の効率化を進めるため、

TV 会議システムを積極的に

活用した。

・調査研究の実施状況及び業

績を研究企画調整部において

一元的かつ定期的に把握し、

研究予算の執行管理

に活用するとともに、業務の

弾力的な運営に反映させた。

・1 研究業績、2 対外貢献、

3 所内貢献(研究業務以外の

業務を含む貢献)の個人業績

評価について、所属部長、研

究領域長、役員等が多面的に

評価を行うシステムにより公

平かつ適正に研究員の業績評

価を行った。

・中期目標・中期計画に示さ

評定

＜評定に至った理由＞
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イ IT 技術の進展

等を踏まえ、決裁

システムや文書の

管理及び活用の電

子化・データベー

ス化による業務・

システムのより一

層の最適化を図

る。

ームの編成、業務

責任者の任命等に

より、中期計画で

指定されている業

務を的確かつ効率

的に遂行する。

イ 調査研究管理

の一元化

清瀬、登戸両地

区の研究企画調整

業務、労働災害調

査分析業務及び国

際情報・研究振興

業務の一層の一元

化を図る。

ウ 人材の登用

人材活用等に関

する方針(第 6 の

1(1))に基づき、公

募による資質の高

い人材の採用に努

める。また、研究

員がその能力を十

分に活かせるよ

う、研究員の能力

開発及び研究環境

の整備に努める。

エ 業務・システ

ムの効率化等

調査研究業務に

係る文書の体系的

な整理・保管、情

報処理が可能とな

る電子化・データ

ベース化を推進す

る。また、テレビ

会議の活用を引き

続き進める。

・電子化・データベー

ス化により業務・シス

テムの最適化を図っ

ているか。

に基づく取組みを推進した。

イ 調査研究管理の一元化

・研究企画調整部を中心として、それぞれの地区において内部評価会議(臨

時・秋・春)を開催するとともに、全研究課題を対象に統一的な基準に基

づく内部評価を行った。また、プロジェクト研究 10 課題を対象として、

外部評価会議を開催し、外部識者の視点からの評価を併せて行った。これ

らの評価結果を基に、研究計画の再精査や予算配分の見直しを行った。

・清瀬・登戸両地区における研究員の個人業績評価制度を引き続き活用し

て研究員の業績評価を行い、この結果を人事管理に反映させた。［再掲］

ウ 人材の登用

・研究者人材データベース(JREC-IN)への登録、学会誌への公募掲載等、

産業安全と労働衛生の研究を担う資質の高い任期付き研究員の採用活動

を行った。

・新規研究員の採用に際しては、全て公募を行い、平成 27 年度中に任期

付研究員として３名採用した。

エ 業務・システムの効率化等

・業務の効率化及び情報伝達の円滑化を図る観点から、グループウェアの

充実を図り、スケジュールや施設管理、各種規程等の情報管理の一元的な

運用を引き続き実施した。

・業務の効率化を進めるため、TV会議システムを積極的に活用した。

れた評価項目等の業務運営を

的確かつ効率的に進めるた

め、業務担当者を選任すると

ともに、幹部会議、役員会議、

部長等会議の各種会議を通じ

て進行管理を行った。

・業務改善については、各種

会議で意見交換を行うととも

に、メール等を用いて職員か

ら提案を受け付けているほ

か、研究所のホームページに

「国民の皆様の声募集」のバ

ナーを設け、国民の意見を聴

いている。

・各種所内会議の場等での監

事からの助言等を参考に業務

の改善を行った。

・各種会議のあり方の見直し

並びに研究管理システムと各

種会議における業務執行状況

の把握・検証の徹底は、理事

長のイニシアティブにより実

施した。

・外部評価委員会、事業者団

体等との意見交換の場を通じ

て、調査研究業務の必要性及

び成果の検証を行い、その結

果に基づき、業務の見直しを

行っている。

・当研究所には、会計基準上

の関係公益法人は存在しな

い。また、委託調査等の業務

委託については、平成 21 年 7

月以降、総合評価方式による

一般競争入札を導入し、契約
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ウ 監事との連携

を一層強化し、監

事による助言等が

業務改善により効

果的に結びつくよ

うな体制を構築す

る。

(2) 内部進行管理

の充実

ア 調査研究業務

の効率的な推進を

図るため、内部及

び外部の委員によ

る研究評価を厳格

に実施するととも

に、研究企画調整

部との緊密な連携

の下に、研究グル

ープ及び研究領域

単位において、調

査研究の適切な進

捗管理を行う。

イ 研究員の業績

評価を厳正に行

い、その結果を昇

給・昇格等の人事

管理に適切に反映

するとともに、そ

の後の研究課題の

選定や担当する業

務の改善に役立て

る。

オ 監事との連携

定期の監事監

査、監事による各

種所内会議等への

出席及び役員会議

等により監事との

連携の強化を図

る。

(2) 内部進行管理

の充実

ア 効率的な研究

業務の推進

調査研究の進行

状況を定期的かつ

一元的に把握し、

評価する研究管理

システムを活用

し、研究実施状況

及びその評価結果

を研究管理・業務

運営に反映させる

ことにより、調査

研究業務の効率的

な推進を図る。

イ 研究員の業績

評価

管理業務に係る

業績評価基準の円

滑な運用を図る等

により、研究員の

業績を一層適切か

つ総合的に評価す

る。

・監事による助言等が

業務改善に結びつく

ような体制となって

いるか。

・内部統制を充実・強

化し、調査研究の適切

な進捗管理を行って

いるか。

・研究員の業績評価を

厳正に行っているか。

オ 監事との連携

・各種所内会議の場等での監事からの助言等を参考に業務の改善に努め

た。

(2) 内部進行管理の充実

ア 効率的な研究業務の推進

・各研究グループにおける日常的な研究の進捗管理、内部・外部評価会議

の開催による厳正な研究課題評価、研究討論会、情報交換会及び労働災害

調査報告会等の各研究管理手法を組み合わせ、調査研究の質の維持・向上

を図った。併せてこれらの進行状況を随時、幹部会議、部長等会議、役員

会議等に報告し、検証することを徹底し、調査研究の的確な内部進行管理

を行った。

・調査研究の実施状況及び業績を研究企画調整部において一元的かつ定期

的に把握し、研究予算の執行管理に活用するとともに、業務の弾力的な運

営に反映させた。

イ 研究員の業績評価

・業績評価基準に部長等管理職に着目した評価項目を設け評価を行った。

・研究員について引き続き、①研究業績、②対外貢献、③所内貢献(研究

業務以外の業務を含む貢献)の観点からの個人業績評価を行った。当該業

績評価は、公平かつ適正に行うため、研究員の所属部長等、領域長及び役

員による総合的な評価の仕組みの下で実施した。［再掲］

なお、清瀬・登戸両地区における研究員の個人業績評価システムを引き

続き活用した。また、評価結果については、人事管理等に適切に反映させ

るとともに、評価結果に基づく総合業績優秀研究員(3名) 、研究業績優秀

研究員(3 名)及び若手総合業績優秀研究員(2 名)を表彰し、研究員のモチ

ベーションの維持・向上に役立てた。

［再掲］

＜主要な業務実績＞

の透明性・競争性を確保して

いる。また、研究員が要求す

るすべての調達について、所

属部長のほか、研究企画調整

部の事前承認を得ることと

し、必要性等を検証するとと

もに、内部審査を行う機関と

して公共調達審査会、外部審

査を行う機関として契約監視

委員会を設置し、契約の適正

化を図った。

・調達等合理化計画を策定し、

一般競争入札等を原則とし

た、適切な調達手続きの実現

に取り組んだ。

・「調達等合理化計画」の目標

を達成するために、契約監視

委員会における指摘事項の周

知徹底等により改善の取組を

進めた。

・光熱水料を研究棟ごとに月

次で把握し、省資源・省エネ

の徹底を働きかけるととも

に、明るい時間帯の廊下等の

照明の完全消灯、昼休み時間

中の消灯等の取組みを行っ

た。その結果、電気使用量は

2.0％増加し、ガス使用量は

5.0％増加したが、電気及びガ

ス料金の値下げの影響によ

り、平成 27 年度の光熱水料の

合計は対平成 26 年度比で

18.6%減の約 8,038 万円とな

った。なお、震災前の平成 22

年度と比較すると、電気使用

量は 19.3％減少し、ガス使用

量は 6.8％減少した。

・電子決裁システムやテレビ
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2 業務運営の効率化

に伴う経費節減等

ア 運営費交付金を

充当して行う事業に

ついては、さらなる

業務運営の効率化を

図ることにより、新

規業務追加分を除

き、中期目標期間終

了時までに、一般管

理 費 ( 人 件 費 を 除

く。)については前中

期目標期間中の最終

年度と比べて 15％程

度の額、事業費(人件

費を除く。)について

は前中期目標期間中

の最終年度と比べて

5％程度の額を削減

すること。

なお、一般管理費に

ついては、経費節減

の余地がないか自己

評価を厳格に行った

上で、適切に対応す

ること。

イ 常勤役職員の人

件費(退職手当及び

福利厚生費並びに人

事院勧告を踏まえた

給与改定部分を除

2 業務運営の効率

化に伴う経費削減

ア 省資源、省エ

ネルギーを推進し

経費節約に取り組

むとともに、省エ

ネルギー化等のた

めの環境整備を進

める。併せて、業

務処理へのＩＴ技

術の活用等を適宜

行い、更なる経費

の節減を図る。

イ 業務運営の徹

底した効率化を図

ることにより、新

規業務追加分を除

き、中期目標期間

終了時までに、一

般管理費(人件費

を除く。)の中期計

画予算について

は、平成 22 年度の

運営費交付金と比

べて 15％に相当す

る節減額を、また、

事業費(人件費を

除く。)の中期計画

予算については、

平成22年度の運営

費交付金と比べて

5％に相当する節

減額を見込んだも

のとする。

ウ 常勤役職員の

人件費(退職手当

及び福利厚生費並

びに人事院勧告を

踏まえた給与改定

(3) 業務運営の効

率化に伴う経費節

減

ア 経費の節減

省資源、省エネ

ルギーの推進、省

エネルギー化等の

ための環境整備、

ＩＴ技術の活用等

を適宜行い、経費

の節減を図る。

イ 業務運営の徹

底した効率化

中期計画に示さ

れた数値目標に基

づく年度予算を作

成し、業務運営を

行う。

ウ 役職員の給与

の見直し

国家公務員の給

与構造改革を踏ま

えた役職員の給与

・中期目標期間終了時

において、主務大臣が

行う法人の組織・業務

の全般にわたる見直

しを前提にした評価

が行われているか。

(政独委・評価の視点

事項 8)

・業務改善の取組を適

切に講じているか。

(※ 業務改善の取

組：国民からの苦情・

指 摘 に つい て の分

析・対応、国民が疑念

を抱くことのない開

かれた法人運営、業務

改善提案箱等職員か

らの提案を受け付け

るための仕組みの構

築、改善に取り組む職

員を人事上評価して

いるか等)

＜厳正に評価を行う

事項 31＞

・国民のニーズとずれ

ている事務・事業や、

費用に対する効果が

小さく継続する必要

性の乏しい事務・事業

がないか等の検証を

行い、その結果に基づ

き、見直しを図ってい

るか。

＜厳正に評価を行う

事項 32＞

・関連公益法人との関

係について、透明性確

保に向けた見直しを

行っているか。(※

独立行政法人会計基

準上の関係公益法人

(3) 業務運営の効率化に伴う経費節減

ア 経費の節減

・電気の使用量を研究棟ごとに月次で把握し、省資源・省エネの徹底を働

きかけ、明るい時間帯の廊下等の照明の完全消灯、昼休み時間中の消灯等

の取組を行った。その結果、電気使用量は2.0％増加し、ガス使用量は5.0％

増加したが、電気及びガス料金の値下げの影響により、平成 27 年度の光

熱水料の合計は対平成26年度比で18.6%減の約8,038万円となった。なお、

震災前の平成 22 年度と比較すると、電気使用量は 19.3％減少し、ガス使

用量は 6.8％減少した。

・グループウェアにより、スケジュールや施設管理、各種規程等の情報管

理の一元的な運用を行うとともに、TV 会議システムの一層の活用等によ

り、移動時間、交通費等の削減を行い、業務の効率化を図った。

イ 業務運営の徹底した効率化

・中期計画に示された数値目標に準じた年度予算を計画し、業務運営を行

った。

ウ 役職員の給与の見直し

・国家公務員の給与制度に準拠し、適正な給与水準を維持した。

また、「国家公務員の退職手当の支給水準の引下げ等について」(平成 24

年 8月 7 日閣議決定)に準じ、平成 25年 1月から退職手当の支給水準引下

げ等を行い、さらに、平成 25 年 10 月及び平成 26 年 7 月において調整率

会議システムの活用促進によ

り、業務処理の効率化や清

瀬・登戸両地区間の移動時間、

交通費等の削減を行い、時間

的・経済的損失を縮減した。

・一般競争入札による調達の

徹底、情報通信技術の活用に

よる時間的・経済的損失の縮

減や出張におけるパック旅行

の利用を図る等経費節減対策

を講じた。

・運営費交付金を充当して行

う事業については、中期目標

期間中における支出総額が中

期目標の目標数値を達成した

。

・電気料金の大幅な値上げ等

があったが、平成 27 年度（決

算額）の一般管理費（人件費

を除く。）は 19,039 万円増（前

年度比 122.9%増）、業務経費

（人件費を除く。）は対前年度

比 8,972 万円増（前年度比

13.4％増）となった。なお、

光熱水料の使用量は対平成

22 年度比では減少している。

・ラスパイレス指数は、研究

職の対国家公務員（研究職）

比較で 92.5、事務・技術職の

対国家公務員（行政職（一））

比較で 111.8 となった。なお、

人事院が算出するラスパイレ

ス指数においては、基本給の

みならず扶養手当、住居手当

等の手当も算入されるので、

これらの手当の支給状況によ

り、事務・技術職において対

国家公務員(行政職(一))比較
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く。)については、「簡

素で効率的な政府を

実現するための行政

改革の推進に関する

法律」(平成 18 年法

律第 47 号)、「経済財

政運営と構造改革に

関 す る 基 本 方 針

2006」(平成 18 年 7

月7日)に基づき平成

18 年度からの 5 年間

で平成17年度を基準

として 5％以上削減

するとした人件費改

革の取組を平成23年

度まで継続するこ

と。

なお、総人件費に

ついては、政府にお

ける総人件費削減の

取組を踏まえ、厳し

く見直すものとする

こと。

併せて、研究所の

給与水準について

は、国家公務員の給

与水準も十分考慮

し、手当を含め役職

員給与の在り方につ

いて厳しく検証した

上で、目標水準・目

標期限を設定してそ

の適正化に計画的に

取り組むとともに、

その検証結果や取組

状況を公表するこ

と。

部分を除く。)につ

いては、「簡素で効

率的な政府を実現

するための行政改

革の推進に関する

法律」(平成 18 年

法律第 47号)、「経

済財政運営と構造

改革に関する基本

方針 2006」(平成

18 年 7 月 7 日閣議

決定)に基づき、平

成 18 年度からの 5

年間で平成17年度

を基準として 5％

以上削減するとし

た人件費改革の取

組を平成23年度ま

で継続する。また、

平成24年度以降の

総人件費について

も、政府における

総人件費削減の取

組を踏まえ、厳し

く見直すものとす

る。

なお、常勤役職

員の人件費(退職

手当及び福利厚生

費並びに人事院勧

告を踏まえた給与

改定部分を除く。)

の中期計画予算に

ついては、毎年度

1％以上の節減額

を見込んだものと

する。ただし、以

下により雇用され

る者の人件費につ

いては、削減対象

から除く。

の見直しを適宜行

い、引き続き適正

な給与水準を維持

する。

エ 計画的な職員

の採用

中期計画に基づ

き、総人件費抑制

を踏まえつつ、計

画的な職員採用の

実施に努める。

に限らず、すでに批判

をされていたり、国民

から疑念を抱かれる

可能性のある業務委

託等について、1 当該

業務委託等の必要性、

2 独立行政法人自らが

行わず他者に行わせ

る必要性、31 及び 2

の必要があるとして、

他者との契約につい

てその競争性を高め

る方策等を検討し、見

直しを図っているか

等)

＜厳正に評価を行う

事項 33＞

・法人の業務改善のた

めの具体的なイニシ

アティブを把握・分析

し、評価しているか。

(政独委・評価の視点

事項 9)

を下げ支給水準を引き下げた。平成 27 年度においては、引き下げた支給

水準により退職手当を支給した。

エ 計画的な職員の採用

・新規研究員の採用に際しては、全て公募を行い、平成 27 年度中に任期

付研究員として３名採用した。

で 100 を上回っているもので

ある。

・国とは異なる、又は法人独

自の諸手当はない。

・「行政改革の重要方針」を踏

まえた、平成 17 年度（基準年

度）からの総人件費の削減に

ついて既に目標が達成されて

いる。

・当研究所には、常勤の国家

公務員の再就職者はいない。

・当研究所職員の人件費を、

人件費以外の費目で支出して

いる事実はない。

・福利厚生費については、当

法人は、独法化以前は国の附

属機関であり、職員は国家公

務員であったことから、独法

後も引き続き国の給与制度に

準拠している。法定外福利費

についても、国の制度に準拠

している。

・貸与可能研究施設・設備リ

ストを見直し、施設・設備の

減価償却等に伴う貸与料の適

正化を図るとともに、利用者

の目的施設の把握を容易にす

るために類似施設のグルーピ

ングを行った。また、施設・

設備の有償貸与の促進を図る

ためホームページの内容を分
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・競争的研究資金

又は受託研究若し

くは共同研究のた

めの民間からの外

部資金により雇用

される任期付職員

・国からの委託費

及び補助金により

雇用される任期付

研究員

・運営費交付金に

より雇用される任

期付研究者のう

ち、国策上重要な

研究課題(第三期

科学技術基本計画

(平成 18 年 3 月 28

日閣議決定)にお

いて指定されてい

る戦略重点科学技

術をいう。)に従事

する者及び若手研

究者(平成 17 年度

末において37歳以

下の研究者をい

う。)

さらに、給与水

準については、国

家公務員の給与水

準も十分考慮し、

手当を含め役職員

給与の在り方につ

いて厳しく検証し

た上で、平成 21 年

度の対国家公務員

指数が 101.6 であ

ることを踏まえ、

引き続き、目標水

準・目標期限を設

定してその適正化

に計画的に取り組

かり易くするとともにチラシ

を作成するなど、周知を図っ

た。3000kN 垂直荷重試験機 1

件の施設・設備について有償

貸与し、有償貸与金額は 15

万円となった。

・実施されていない特許等保

有の必要性の検討を 5 件につ

いて行った結果、引き続き権

利を維持することとした。

・保有特許の活用促進を図る

ため、登録特許について、開

放特許情報データベース、研

究所ホームページに名称、概

要等を公表した。

これらを踏まえ B と評価し

た。
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ウ 契約について

は、公正かつ透明な

調達手続による適切

で、迅速かつ効果的

な調達を実現する観

点から、研究所にお

いて策定した「調達

等合理化計画」に基

づく取組を着実に実

施すること。

なお、研究事業に係

る調達については、

政府における調達の

適正化等の取組を踏

まえ、適切に対応す

ること。

み、今中期計画期

間中に国家公務員

の給与水準と同程

度とするととも

に、その検証結果

や取組状況を公表

する。

エ 契約について

は、公正かつ透明

な調達手続による

適切で、迅速かつ

効果的な調達を実

現する観点から、

研究所において策

定した「調達等合

理化計画」に基づ

く取組を着実に実

施することとす

る。

なお、研究事業に

係る調達について

は、政府における

調達の適正化等の

取組を踏まえ、適

切に対応すること

とする。

オ 公共調達の適

正化

契約の締結に当

たって、透明性、

競争性等の確保に

努めるとともに、

契約監視委員会等

での契約の点検を

実施する。

＜主な定量的指標＞

・中期目標期間中にお

いて、新規追加・拡充

部分を除き、平成 22

年度運営交付金から

一般管理費(退職手当

を 除 く ) に つ い て

15％、事業費(退職手

当を除く)について

5％に相当する額を節

減すること。

・常勤役職員の人件費

(退職手当及び福利厚

生費並びに人事院勧

告を踏まえた給与改

定部分を除く。)につ

いて、毎年度 1％以上

節減する。

＜その他の指標＞

＜評価の視点＞

・契約方式等、契約に

係る規程類は、適切に

整備や運用がされて

いるか。

(政独委・評価の視点

事項 5(1))

・契約事務手続に係る

執行体制や審査体制

は、適切に整備・運用

されているか。

(政独委・評価の視点

オ 「調達等合理化計画」に基づく取組

（１）平成 27年度の調達実績と分析

① 労働安全衛生総合研究所における平成 27 年度の契約状況は、表１の

ようになっており、契約件数は 102 件、契約金額は 8.5 億円である。そ

の内訳は、競争性のある契約は 98件（96％）、8.4 億円（98％）、競争性

のない契約は４件（４％）、0.2 億円（２％）となっている。

前年度と比較して、競争性のある契約は、件数（51％）・金額（39％）

ともに増加している。件数の増加の要因は物品の購入の契約が 22 件か

ら 38件、役務に係る契約（工事の契約を除く。）が 35 件から 45 件に増

加したこと等であり、金額の増加の要因は工事の契約が1.1億円から2.4

億円、物品の購入が 1.8 億円から 3.0 億円に増加したこと等である。

また競争性のない契約の契約金額の減少の要因は、ガスの調達（0.3

億円）について、平成 27年度から一般競争入札に移行したことである。

表１ 平成 27年度の労働安全衛生総合研究所の調達全体像

（単位：件、億円）

平成 26 年度 平成 27 年度 比較増△減

件数 金額 件数 金額 件数 金額

競争入

札等

（94％）

65

（94％）

6.0

（96％）

98

（98％）

8.4

（51％）

33

（39％）

2.4

企画競

争・公募

（０％）

０

（０％）

０

（０％）

０

（０％）

０

（０％）

０

（０％）

０

競争性

のある

契約（小

計）

（94％）

６５

（94％）

６．０

（96％）

９８

（98％）

８．４

（51％）

３３

（39％）

２．４

競争性

のない

随意契

約

（６％）

４

（６％）

０．４

（４％）

４

（２％）

０．２

（０％）

０

(△56%）

△０．２

合 計
（100％）

６９

（100％）

６．４

（100％）

１０２

（100％）

８．５

（48％）

３３

（33％）

２．１

（注 1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。

（注 2） 比較増△減の（ ）書きは、平成 27 年度の対 26 年度伸率である。

② 労働安全衛生総合研究所における平成 27 年度の一者応札・応募の状

況は、表２のようになっており、契約件数は 28件（29％）、契約金額は 2.6

億円（31％）である。前年度と比較して、一者応札・応募による契約件数

は、物品の購入の契約件数が 12 件から４件に減少しているものの、工事
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事項 5(1))

・契約監視委員会での

見直し・点検は適切に

行われたか(その後の

フォローアップを含

む。)。また、「随意契

約等見直し計画」が計

画どおり進んでいる

か。(政独委・評価の

視点事項 5(2)を含

む。)

＜厳正に評価を行う

事項 23＞

・契約の締結に当たっ

て、透明性・競争性等

が確保されているか。

(政独委・評価の視点

事項 5(3)を含む。)＜

厳正に評価を行う事

項 22＞

・省資源、省エネルギ

ーを適切に推進し、経

費を節減しているか。

(光熱水量の増減に関

する特殊要因等の影

響を明らかにした上

で、評価する。)

・業務処理効率化の観

点から業務処理への

情報通信技術の活用、

定型業務の外部委託

化等の見直しを適切

に行い、これらに関す

る経費を節減してい

るか。

・事業費における冗費

を点検し、その削減を

関係の契約が０件から６件に増加していること等により１件の減少とな

っており、契約金額は、物品の購入が 1.1 億円から 0.4 億円に減少してい

るものの、工事の契約が 1.5 億円であったこと等により 0.9 億円の増加と

なった。

表２ 平成 27年度の労働安全衛生総合研究所の一者応札・応募状況

（単位：件、億円）

平成 26 年度 平成 27 年度 比較増△減

２者以上
件数 36（ 55％） 70（ 71％） 34（ 94％）

金額 4.4（ 73％） 5.8（ 69％） 1.4（ 31％）

１者以下
件数 29（ 45％） 28（ 29％） △１（ △３％）

金額 1.6（ 27％） 2.6（ 31％） 0.9（ 59％）

合 計
件数 65（100％） 98（100％） 33（51％）

金額 6.0（100％） 8.4（100％） 2.4（39％）

（注 1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。

（注 2） 合計欄は、一般競争を行った計数である。

（注 3） 比較増△減の（ ）書きは、平成 27 年度の対 26 年度伸率である。

（２）重点的に取り組みを行った分野及びその効果

合理化計画においては、研究用機器関係について、それぞれの状況に

即した調達の改善及び事務処理の効率化に努めることとした。

① 研究用機器に関する調達

研究用機器の競争契約に関する調達について、多くの応札業者がより

容易に応札準備ができるよう、平成 27 年度においては、新たに①及び

②の取組を実施することで、適正な調達を目指した。

i) 物品の購入にあっては、仕様と併せ原則 2機種以上の製品候補を記

載（特定の製品を調達する必要がある案件を除く。）。

ii) 2 機種以上の製品候補を選定できない特段の理由がある場合には、

書面で明らかにした上で、調達等合理化検討会（又は総括責任者）の

了解を得て調達を行う。

② 効果

平成 27 年度に一般競争入札により調達を行った物品の購入につい

ては、表３のようになっており、契約件数は 38 件、契約金額は 3.0

億円であったが、このうち一者応札の件数は４件（11％）、契約金額

は 0.4 億円（13％）であった。上記（１）の取組みにより、前年度と

比較して、一者応札・応募による契約の割合は、件数について－８件

（－67％）、契約金額については－0.7 億円（－64％）の減となった。
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図っているか。＜厳正

に評価を行う事項 21

＞

・運営費交付金を充当

して行う事業につい

ては、中期目標期間中

における支出総額が

中期目標の目標数値

を達成しているか。

・経年比較により削減

状況(例えば総額・経

費ごと)が明らかにな

っているか。また、削

減のために取り組ん

だ事項の削減に及ぼ

した効果を明らかに

しているか。(取組開

始からの経過年数に

応じ取組が順調であ

るか、適切であるかを

検証し、削減目標の達

成に向けての法人の

取組を促すという視

点をもって評価する。

(政独委・評価の視点

4(2))

・給与水準が適正に設

定されているか(特

に、給与水準が対国家

公務員指数100を上回

る場合には、その適切

性を厳格に検証して

いるか。)。

(政独委・評価の視点

4(1))＜厳正に評価を

行う事項 11＞

・国とは異なる、又は

法人独自の諸手当は、

適切であるか。＜厳正

に評価を行う事項 13

表３ 平成 27 年度の労働安全衛生総合研究所の物品の購入に係る一者応

札・応募状況

（単位：件、億円）

平成 26 年度 平成 27 年度 比較増△減

２者

以上

件

数
１０（ 45％） ３４（ 89％） ２４（340％）

金

額
０．７（ 41％） ２．６（ 87％） １．８（371％）

１者

以下

件

数
１２（ 55％） ４（ 11％） △８（ △67％）

金

額
１．１（59％） ０．４（13％） △０．７（ △54％）

合

計

件

数
２２（100％） ３８（100％） ３３（51％）

金

額
１．８（100％） ３．０（100％） ２．４（39％）

（注 1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。

（注 2） 合計欄は、一般競争を行った計数である。

（注 3） 比較増△減の（ ）書きは、平成 27 年度の対 26 年度伸率である。

③ 目標の達成状況

重点的に取り組みを行った分野については、競争契約に占める一者応札

の契約件数割合を前年度以下（45％以下）とすることとしていたが、上記

（２）のとおり物品の購入に係る契約件数が前年度から大きく増える中

で、物品の契約件数に占める一者応札の割合は 11％となっており目標を達

成した。

（３）調達に関するガバナンスの徹底

合理化計画における、下記事項に係る取組状況は以下のとおりであっ

た。

① 随意契約に関する内部統制の確立

新たに随意契約を締結することとなる案件については、事前に法人内

に設置された調達等合理化検討会（又は総括責任者）に報告し、会計規

程における「随意契約によることができる事由」との整合性や、より競

争性のある調達手続の実施の可否の観点から点検を受けることとした。

平成２７年度は自由競争入札において 2者の応札があったものの、予定

価格を超過し、再度入札でも不調となったパソコンの購入及び導入に係

る調達について、随意契約によることができる事由に該当することから

検討を実施した結果、再度公告入札により競争性を担保しつつ調達が可

能と判断され、随意契約ではなく再度公告入札により契約することとな

ったもの等２件であった。（点検件数割合 100％）。

② 不祥事の発生の未然防止・再発防止のための取組

調達等合理化検討会において、調達に関する内部チェックマニュアル

を作成するとともに、調達担当職員を対象とした研修を実施することと

されていたことから、別添マニュアルを作成するとともに、平成２８年

２月１６日に研修を実施し、併せてマニュアルの内容について逸脱が無
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エ 保有資産につい

ては、引き続き、資

産の利用度のほか、

本来業務に支障のな

い範囲での有効利用

可能性の多寡、効果

的な処分、経済合理

性といった観点に沿

って、その保有の必

要性について不断に

見直しを行うこと。

また、法人が保有し

続ける必要があるか

を厳しく検証し、支

障のない限り、国へ

の返納等を行うもの

とすること。

特許権について

は、特許権を保有す

る目的を明確にした

上で、当該目的を踏

まえつつ、登録・保

有コストの削減及び

特許収入の拡大を図

ること。

オ 業務の円滑な

実施を図るため、

既存の研究スペー

ス及び保有資産を

有効活用するとと

もに、資産を保有

することの必要性

について、不断の

見直しを行い、不

要資産について

は、国への返納等

必要な措置を講ず

る。

また、特許権に

ついては、特許権

の登録から一定の

年月が経過し、特

許権の実施許諾の

見込み等が小さい

と判断されるもの

については、当該

特許権の維持の是

非について検討

し、必要な措置を

講ずるなど、登

録・保有コストの

削減を図るととも

に、併せて上記第 1

カ 保有資産

施設・設備の効

率的な利用方法を

適宜検討し、改善

を図る。また、不

要資産であること

が確認されたもの

については、国へ

の返納等必要な措

置を講ずる。

また、特許権に

ついては、特許権

の維持費用、実施

の見込みなどを考

慮して、特許権の

維持の是非につい

て検討し、必要な

措置を講ずるとと

もに、企業との共

同開発による共有

特許の推進等を通

じて特許収入の増

加を図る。

＞

・総人件費改革は進ん

でいるか。

＜厳正に評価を行う

事項 12＞

・国家公務員の再就職

のポストの見直しを

行っているか。特に、

役員ポストの公募や、

平成 21 年度末までに

廃止するよう指導さ

れている嘱託ポスト

の廃止等は適切に行

われたか。

＜厳正に評価を行う

事項 15＞

・独立行政法人職員の

再就職者の非人件費

ポストの見直しを図

っているか。

＜厳正に評価を行う

事項 16＞

・法人の福利厚生費に

ついて、法人の事務・

事業の公共性、業務運

営の効率性及び国民

の信頼確保の観点か

ら、必要な見直しが行

われているか。法定外

福利費の支出は、適正

であるか。

(政独委・評価の視点

事項 4(3))＜厳正に評

価を行う事項 14 を含

む＞

・資産を保有すること

の必要性について、不

断の見直しを行い、不

要資産については、国

への返納等必要な措

置を講じているか。

いかチェックを行った。

（４）今後の対応方針について

「独立行政法人に係る改革を推進するための厚生労働省関係法律の整

備等に関する法律（平成２７年法律第１７号）」により、独立行政法人

労働安全衛生総合研究所は平成２８年４月１日より独立行政法人労働

者健康安全機構（以下「機構」という。）となったことから、今後は機

構の定める調達等合理化計画の内容に基づき調達の合理化等に取り組

んでいくこととしたい。

カ 保有資産

・貸与可能研究施設・設備リストを見直し、施設・設備の減価償却等に伴

う貸与料の適正化を図るとともに、利用者の目的施設の把握を容易にする

ために類似施設のグルーピングを行った。また、施設・設備の有償貸与の

促進を図るためホームページの内容を分かり易くするとともにチラシを

作成するなど、周知を図った。3000kN 垂直荷重試験機 1件の施設・設備に

ついて有償貸与し、有償貸与金額は 15万円となった。

・保有特許の活用促進を図るため、登録特許について、開放特許情報デー

タベース、研究所ホームページに名称、概要等を公表した。
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の 4(5)の取組等に

より、特許収入の

拡大を図る。

(政独委・評価の視点

事項 3(1)と同様)

・特許権の保有の必要

性の検討を行い、特許

権の登録・保有コスト

の削減を図るととも

に、特許収入の拡大を

図っているか。 (政独

委・評価の視点事項

3(1)と同様)

４．その他参考情報
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様式１－１－４－２ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（業務運営の効率化に関する事項、財務内容の改善に関する事項及びその他業務運営に関する重要事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

３ 運営費交付金以外の収入の拡大及び経費の節減を見込んだ予算による業務運営の実施

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

―

２．主要な経年データ

評価対象となる指標 達成目標
基準値（前中期目標

期間中平均値）
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

（参考情報）

当該年度までの累積値、平均値等、目標に応じた必要

な情報

競争的研究資金の導

入件数
― 27 件

27 件

(代表 18 件)

35 件

(代表 22 件)

42 件

(代表 29 件)

37 件

(代表 28 件)

34 件

(代表 26 件)

同金額 ― 7,828 万円 4,034 万円 3,335 万円 4,476 万円 4,098 万円 5,114 万円

研究資金における外

部研究資金の割合
1/3 以上 1/3 以上

10,340 万円

21.0％

10,401 万円

18.6％

10,975 万円

18.7％

8,709 万円

14.4％

17,437 万円

23.0％

受託研究件数 ― 10 件 9 件 6 件 12 件 8 件 9 件

受託研究金額 ― 9,913 万円 6,306 万円 7,066 万円 6,499 万円 4,611 万円 12,323 万円

施設貸与料 ― 54 万円（3.4 件） 175 万円(7 件) 116 万円(6 件) 111 万円(3 件) 124 万円(5 件) 15 万円(1 件)

著作権料 ― 49 万円（3件） 87 万円(6 件) 83 万円(5 件) 12 万円(4 件) 42 万円(2 件) 90 万円(7 件)

特許実施料 ―
31 万円

（1.8 件）
13 万円(1 件) 19 万円(1 件) 18 万円(1 件) 34 万円(1 件) 46 万円(1 件)

合計 ― 134 万円 275 万円 218 万円 141 万円 200 万円 151 万円
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

第 4 財務内容の改善

に関する事項

通則法第 29 条第 2

項第 4 号の財務内容

の改善に関する事項

は、次のとおりとす

る。

1 運営費交付金以外

の収入の拡大

競争的研究資金を

含む外部研究資金の

獲得額の向上に向

け、研究資金の 3 分

の 1 以上を外部研究

資金によって獲得す

るよう努めること。

また、研究施設・設

備の有償貸与､寄附

金等により自己収入

の拡大に努めるこ

と。

第 3 財務内容の改

善に関する事項

1 運営費交付金以

外の収入の拡大

競争的研究資金

を含む外部研究資

金の獲得額の向上

に向け、研究員が

競争的研究資金に

応募を積極的に行

うとともに、役員

自らが業界団体や

企業等に働きかけ

るなど、研究資金

の 3 分の 1 以上を

外部研究資金によ

って獲得するよう

努める。また、研

究施設・設備の有

償貸与､寄附金等

により自己収入の

拡大に努める。

第 3 財務内容の改

善に関する事項

1 運営費交付金以

外の収入の確保

(1) 競争的研究資

金、受託研究の獲

得

競争的研究資金

について組織的な

情報収集及び検討

を行い、積極的に

応募することによ

り、前年度を上回

る競争的資金の獲

得を目指す。

公益団体、業界

団体等に対し、役

員自らが受託研究

の実施等を働きか

けるとともに、調

査研究に係る役務

の調達情報の把握

に努め、対応可能

なものについて

は、積極的に公募

する。

(2) 自己収入の確

保

ホームページへ

の掲載やメールマ

＜主な定量的指標＞

・研究資金の 3 分の 1

以上を外部研究資金

によって獲得するよ

う努める。

＜その他の指標＞

＜評価の視点＞

・競争的研究資金、受

託研究等の獲得に向

けた取り組みを行う

ことにより、自己収入

の確保が行われてい

るか。

(政独委・評価の視点

事項 2(1)と同様)

・研究施設・設備の有

償貸与、成果物の有償

頒布等についての取

り組みを行うことに

より、自己収入の確保

に努めているか。

・当期総利益(又は当

期総損失)の発生要因

が明らかにされてい

るか。また、当期総利

益(又は当期総損失)

の発生要因の分析は

行われているか。当該

要因は法人の業務運

営に問題等があるこ

とによるものか。業務

運営に問題等がある

＜主要な業務実績＞

第 3 財務内容の改善に関する事項

1 運営費交付金以外の収入の確保

(1) 競争的研究資金、受託研究の獲得

・競争的研究資金等の外部研究資金の獲得に

ついて、公募情報の共有・提供や若手研究員

に対する申請支援等の組織的な取組を行い、

厚生労働科学研究費補助金及び日本学術振興

会科学研究費補助金等 34 件(うち研究代表者

26 件)5,114 万円の競争的研究資金を獲得し

た。

・役員による公益団体、業界団体、企業等へ

の訪問を実施した。

・受託研究については、国から 6 件、民間機

関から3件の合計9件で12,323万円を獲得し

た。

・受託研究のうち１件は、経済産業省からの

大型受託研究「ロボット介護機器開発･導入促

進に係る安全基準の策定」(3,889 万円)であ

る。

(2) 自己収入の確保

・貸与可能研究施設・設備リストを見直し、

施設・設備の減価償却等に伴う貸与料の適正

化を図るとともに、利用者の目的施設の把握

を容易にするために類似施設のグルーピング

を行った。また、施設・設備の有償貸与の促

進を図るためホームページの内容を分かり易

くするとともにチラシを作成するなど、周知

を図った。3000kN 垂直荷重試験機 1 件の施

設・設備について有償貸与し、有償貸与金額

＜評定と根拠＞

評定：B

・外部研究資金の獲得については、公益団体、

業界団体、企業等に対し、役員自らが受託研究

の実施等を働きかけるとともに、公募情報の共

有・提供や若手研究員に対する申請支援等の組

織的な取組を行った。

・貸与対象の施設・設備についてはホームペー

ジ等を通じて積極的に広報した。この結果、1

の施設・設備について有償貸与し、有償貸与金

額は 15 万円となった。

・施設及び機器の貸与料、著作権料のほか、講

師謝金、委員会出席謝金等による収入及び運営

費交付金の収益化により、当期総利益は

37,843 万円となった。法人の業務運営等に問

題等はない。

・利益剰余金は 46,323 万円であり、過大な利

益とはなっていない。

研究資金の 3 分の 1 以上を外部研究資金に

よって獲得するとの目標を達成するには至っ

ていないが、本研究所における研究成果が企業

の利益に直結する性質のものでなく、企業・業

界団体からの資金獲得は困難なこと等から、難

易度の高いものとなっている。また、著作権料

等の自己収入の確保に努め、これらについて

は、前中期目標期間の実績をおおむね上回って

いる。

評定

＜評定に至った理由＞
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2 経費の節減を見込

んだ予算による業務

運営の実施

運営費交付金を充

当して行う事業につ

いては、「第 3 業務

運営の効率化に関す

る事項」で定めた事

項に配慮した中期計

画の予算を作成し、

当該予算による運営

を行うこと。

2 経費の節減を見

込んだ予算による

業務運営の実施

予算、収支計画

及び資金計画

ア 予算について

は、別紙 1 のとお

り。

イ 収支計画につ

いては、別紙 2 の

とおり。

ウ 資金計画につ

いては、別紙 3 の

とおり。

ガジンの活用、講

演会等での積極的

な広報、共同研究

の推進等により、

外部貸与対象施

設・機器の有償貸

与、特許権の実施

許諾、成果物の有

償頒布化等を一層

進める。

2 予算、収支計画

及び資金計画

(1) 予算について

は、別紙 3 のとお

り。

(2) 収支計画につ

いては、別紙 4 の

とおり。

(3) 資金計画につ

いては、別紙 5 の

とおり。

ことが判明した場合

には当該問題等を踏

まえた改善策が検討

されているか。

(具体的取組)

1 億円以上の当期総

利益がある場合にお

いて、目的積立金を申

請しなかった理由の

分析について留意す

る。

(政独委・評価の視点

事項 2(1))

・利益剰余金が計上さ

れている場合、国民生

活及び社会経済の安

定等の公共上の見地

から実施されること

が必要な業務を遂行

するという法人の性

格に照らし過大な利

益となっていないか。

(政独委・評価の視点

事項 2(2))

＜主な定量的指標＞

・中期目標期間中にお

いて、新規業務追加部

分を除き、平成 22 年

度運営費交付金から

一般管理費(人件費を

除く)について、15％、

事業費(人件費を除

く)について 5％に相

当する額を節減する

こと。

・常勤役職員の人件費

(退職金手当及び福利

厚生費及び人事院勧

告を踏まえた給与改

は 15万円となった。

・また、大学等の研究機関や民間企業との間

で共同研究(プロジェクト研究等の重点研究

課題及び研究職員が研究代表者である科学研

究費補助金により実施する研究課題に限る。)

により施設の共同利用を進めた。

・特許権の実施許諾、成果物の有償頒布化に

よる自己収入の合計額は総額 46 万円となっ

た。

＜添付資料１０ 外部研究資金の導入＞

＜主要な業務実績＞

2 予算、収支計画及び資金計画

・平成 27 年度の予算、収支計画及び資金計画

は、財務諸表及び決算報告書のとおりである。

予算の執行に際しては、業務の進行状況と予

算執行状況を把握し、適宜見直しを行った。

・経費削減の達成度については、決算額は予

算額に対して 23,801 万円の増となり、執行率

は 112.4％となった。項目別では、人件費(退

職手当を除く。)は 99.5％、一般管理費は

168.3％、業務経費は 115.8％の執行率となっ

た。

・中期計画に基づく予算を作成し、人件費につ

いては当該予算の範囲内で執行したが、一般管

理費及び業務経費については予算を超過した。

・一般管理費及び業務経費の計画と実績の差異

は、一般管理費は火災報知設備更新や外壁補修

工事等施設維持に必要な緊急性の高い修繕工

事等を行ったこと、業務経費は故障した研究設

備の代替機購入や日本年金機構の情報漏洩事

案を契機とした情報セキュリティ対策の強化

対応によるものである。

・運営費交付金債務は、経費節減等により生じ

たものであり、合理的な理由に基づくものであ

る。

・運営費交付金債務は年度末に全額収益化し、

積立金に振り替えている。
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第 4 短期借入金の

限度額

(1) 限度額

290 百万円

(2) 想定される理

由

ア 運営費交付金

の受け入れの遅延

等による資金の不

足に対応するた

め。

イ 予定外の退職

者の発生に伴う退

職手当の支給、重

大な業務災害等の

発生に伴う補償金

の支払い等、偶発

的な出費に対応す

るため。

第 5 不要財産又は

不要財産となるこ

とが見込まれる場

合には、当該財産

の処分に関する計

画

なし

第 6 第 5 に規定す

る財産以外の重要

な財産を譲渡し、

又は担保に供しよ

うとするときは、

その計画

なし

第 7 剰余金の使途

1 研究用機器等を

充実させるための

整備

2 広報や研究成果

第 4 短期借入金の

限度額

1 限度額

290 百万円

2 想定される理由

(1) 運営費交付金

の受け入れの遅延

等による資金の不

足に対応するた

め。

(2) 予定外の退職

者の発生に伴う退

職手当の支給、重

大な公務災害等の

発生に伴う補償費

の支払い等、偶発

的な出費に対応す

るため。

第 5 剰余金の使途

1 研究用機器等を

充実させるための

整備

2 広報や研究成果

定分を除く。)につい

て、毎年度 1％以上削

減する。

＜その他の指標＞

＜評価の視点＞

・経費削減の達成度は

どのくらいか。

・運営費交付金を充当

して行う事業につい

ては、中期目標に基づ

く予算を作成し、当該

予算の範囲内で予算

を執行しているか。

・予算、収支計画及び

資金計画について、各

費目に関して計画と

実績の差異がある場

合には、その発生理由

は明らかになってお

り、合理的なものであ

るか。

・運営費交付金が全額

収益化されず債務と

して残された場合に

は、その発生理由が明

らかになっており、合

理的なものであるか。

(政・独委・評価の視

点事項 2(3)を含む)

当所積立金（振替額）404,140 千円

これらを踏まえ、Ｂと評価する。

＜課題と対応＞

なし。
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発表等の充実

3 職員の資質向上

のための研修、研

究交流への参加

4 職場環境の快適

さを向上させるた

めの整備

発表等の充実

3 職員の資質向上

のための研修、研

究交流への参加

4 職場環境の快適

さを向上させるた

めの整備

４．その他参考情報
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様式１－１－４－２ 中期目標管理法人 年度評価 項目別評定調書（業務運営の効率化に関する事項、財務内容の改善に関する事項及びその他業務運営に関する重要事項）

１．当事務及び事業に関する基本情報

４ 人事、施設及び設備に関する事項並びに公正で適切な業務運営に向けた取組

当該項目の重要度、難易

度
―

関連する政策評価・行政事業

レビュー

―

２．主要な経年データ

評価対象となる指標 達成目標
基準値（前中期標期間

平均値等）
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

（参考情報）

当該年度までの累積値、平均値等、目標に応

じた必要な情報

年度末の常勤職員数 104 名 104 名 96 名 101 名 99 名 99 名 101 名

任期付研究員応募者

数
― 27 人 63 名 11 名 76 名 13 名 10 名

採用者数（内定） ― 4名 5名 3名 5名 1名 3名

倫理審査委員会審査

件数
― 23 件 30 件 33 件 23 件 25 件 45 件

うち承認 ― ９件 13 件 ６件 ７件 ７件 15 件

うち条件付き承認 ― 10 件 12 件 21 件 ７件 12 件 26 件

うち変更勧告 ― ５件 ３件 ２件 ５件 ６件 1件

うち不承認 ― ２件 ０件 ０件 ４件 ０件 3件

うち該当せず ― ０件 ２件 ４件 ０件 ０件 0件
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価

中期目標 中期計画 年度計画 主な評価指標 法人の業務実績・自己評価 主務大臣に

よる評価業務実績 自己評価

第 5 その他業務運営

に関する重要事項

通則法第 29 条第 2

項第 5 号のその他業

務運営に関する重要

事項は、次のとおり

とする。

1 人事に関する事項

ア 職員の専門性を

高めるために適切な

能力開発を実施する

とともに、職員の勤

務成績を考慮した人

事評価を適切に実施

すること。

また、このような

措置により職員の意

欲の向上を図るこ

と。

イ 研究員の流動化

で活性化された研究

環境を実現するた

め、研究員の採用に

ついては、引き続き、

任期制を原則とする

こと。

任期の定めのない

研究員の採用にあた

っては、研究経験を

重視し、研究員とし

ての能力が確認され

た者を採用するこ

と。

第 8 その他業務運

営に関する重要事

項

1 人事に関する事

項

(1) 方針

ア 資質の高い人

材を幅広く登用す

るため、研究員の

採用に当たって

は、原則として、

公募による任期付

採用を行い、採用

後一定期間経過後

に、研究業績や将

来性を踏まえて、

任期を付さない研

究員として登用す

る。

イ 研修の実施や

研究発表等の奨励

により、若手研究

員の資質向上に努

めるとともに、女

第 6 その他業務運

営に関する事項

1 人事に関する計

画

(1) 方針

ア 中期計画に基

づく人件費削減の

取組状況を踏まえ

つつ、研究ニーズ

の優先度が高い分

野から新規研究員

を採用する。採用

に当たっては、公

募による 3 年間の

任期付き採用を原

則とする。

3 年間の任期が

満了する任期付き

研究員のうち研究

所で引き続きの勤

務を希望するもの

を対象として、任

期を付さない研究

員として採用審査

を行う。

イ 新規採用者研

修、研究討論会等

を実施するととも

に、新たに採用し

た若手研究員及び

＜主な定量的指標＞

・年度末の常勤職員数

の見込み 104 人

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・人事に関する計画

は、資質の高い人材を

幅広く登用するため

の公募による選考採

用等及び業務運営の

効率化等の推進のた

めの方針として策定

され、実施されている

か。

・若手研究員の資質向

上に努めるとともに、

女性研究員等が能力

を十分に発揮できる

研究環境を整備して

いるか

・人件費の実績が予算

を上回った場合には、

その理由は明らかに

なっており、合理的な

ものであるか。

＜主要な業務実績＞

第 6 その他業務運営に関する事項

1 人事に関する計画

(1)方針

ア 研究員の採用

・新規研究員の採用に際しては、全て公募を

行い、平成 27 年度中に任期付研究員として３

名採用した。[再掲]

・任期を付さない研究職員として、平成 27

年度中に 3名を採用した。

（研究員は原則、３年間の任期付研究員とし

て採用し、３年後、それまでの研究成果等を

評価した上で、任期を付さない研究職員とし

て採用する。）

イ 若手研究員等の資質向上と環境整備

・新規採用者研修、研究討論会等を実施する

とともに新たに採用した若手研究員について

は、研究員をチューターとして付けて研究活

動を支援した。

＜評定と根拠＞

評定：B

・資質の高い人材を採用するため、公募情報を

広く周知し若手任期付研究員の採用を実施し

た。

・専門型裁量労働制に関する協定を定め、一定

の研究員に対し労働時間の自己管理を図るこ

とにより、調査研究成果の一層の向上を期待す

るとともに、さらに育児と仕事の両立ができる

ような環境整備に努めた。

・人件費の実績額は、予算額を 572 万円下回

った。

・平成 27 年度は 2 名の研究員をカナダ、アメ

リカの研究機関に派遣した。

評定

＜評定に至った理由＞
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性研究員等がその

能力を十分に発揮

できる研究環境の

整備に努める。

(2) 常勤職員の数

期末の常勤職員

数は、期初の 100％

を上限とする。

(参考 1)

常勤職員数

期初の常勤職員数

104 人

期末の常勤職員数

104 人(上限)

(参考 2)

中期目標期間中の

人件費総額

中期目標期間中

の総人件費改革対

象の常勤役職員の

人件費総額見込

み ：

4,191 百万円

なお、総人件費

外国人研究員に対

して研究遂行上の

助言を行うチュー

ターを配置するこ

と等により、若手

研究員等の自立と

資質向上を促進す

る。

また、平成 24年

度中に策定した一

般事業主行動計画

に取り組み、育児

休業、フレックス

タイム等の各種制

度を活用して、育

児・介護等と研究

の両立を図るため

の環境整備に努め

る。

(2) 人員の指標

当年度初の常勤職

員数 102 名

当年度末の常勤職

員数の見込み

104 名

(3) 人件費総額の

見込み

当年度中の総人

件費改革対象の常

勤役職員の人件費

総額見込みと総人

件費改革の取組の

削減対象外となる

任期付き研究員の

人件費総額見込み

との合計額は、944

百万円である(受

託業務等の獲得状

況により増減があ

・フレックスタイム制に関する協定に基づき、

柔軟な勤務時間体系の運用を図ることによ

り、育児と仕事の両立ができるような環境整

備に努めた。

・専門型裁量労働制により、一定の研究員に

対し労働時間の自己管理を図り、調査研究成

果の一層の向上を期待するとともに、さらに

育児と仕事の両立ができるような環境整備に

努めた。

ウ 研究職員の海外派遣制度の活用

・研究職員の資質・能力の向上等を図るため、

研究職員を外国の大学若しくは試験研究機関

等に派遣する制度について検討し、平成 27

年 1 月に在外研究員派遣規程を制定し、研究

職員の海外派遣制度を導入した。

(2)人員の指標

・年度当初の常勤職員数は 98名であり、年度

末の常勤職員数は 101 名となった。

(3)人件費総額見込み

・平成 27 年度における人件費の総額は 9 億

1,618 万円で、平成 27 年度計画における当年

度中の人件費総額見込み(9 億 3,542 万円)と

比べて 1,923 万円の節減となった。
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2 施設及び設備に関

する事項

業務の円滑な実施

を図るため、施設及

び設備の整備につい

て適切な措置を講じ

ること。

なお、上記第 2の 6

の検討により業務を

実施する場合には、

業務運営の効率化等

の観点から、研究拠

点が分散しないよ

う、施設及び設備の

集約化を進めるこ

と。

改革対象の常勤役

職員の人件費総額

見込みと総人件費

改革の取組の削減

対象外となる任期

付研究員の人件費

総額見込みとの合

計額は、4,763 百万

円である。

ただし、上記の

額は、役員報酬並

びに職員基本給、

職員諸手当、超過

勤務手当及び休職

者給与に相当する

範囲の費用であ

る。

また、新規業務

追加分に係る人件

費については上記

の額に含まれな

い。

2 施設及び設備に

関する事項

調査研究業務の

確実かつ円滑な遂

行を図るため、既

存の施設・設備に

ついて、耐用年数、

用途、使用頻度、

使用環境等を勘案

し、計画的な更新、

整備を進める。

なお、上記第 1

の 6 の検討により

業務を実施する場

合には、業務運営

の効率化等の観点

から、研究拠点が

分散しないよう、

り得る。)。

ただし、上記の

額は、役員報酬並

びに職員基本給、

職員諸手当、超過

勤務手当及び休職

者給与に相当する

範囲の費用であ

る。

また、新規業務

追加分に係る人件

費については上記

の額には含まれな

い。

2 施設・設備に関

する計画

墜落・転倒・飛

来落下防止施設改

修、実験室フード

改修、機器分析室

改修を実施する。

(参考) (省略)

＜主な定量的指標＞

＜その他の指標＞

＜評価の視点＞

・施設・設備の耐用年

数、用途、使用頻度等

を勘案して、計画的に

更新・整備を進めてい

るか。

＜主な定量的指標＞

倫理審査会審査件数

等

＜主要な業務実績＞

2 施設・設備に関する計画

・平成 27 年度計画どおり、清瀬地区の照明改

修及び登戸地区の恒温恒湿実験室改修、被験

者実験室改修、病理実験室改修を実施した。

・施設・設備の耐用年数、用途、使用頻度等を

勘案して、計画的に更新・整備を進めた。
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3 公正で適切な業務

運営に向けた取組

(1) 関係法令の順守

等

研究所に対する国

民の信頼を確保する

観点から、情報の公

開、個人情報等の保

護、公的研究費の不

正使用防止等、関係

法令の順守を徹底す

るとともに、研究倫

理の確保等高い倫理

観をもって公正で的

確な業務の運営を行

うこと。

施設及び設備の集

約化を進める。

3 公正で適切な業

務運営に向けた取

組

(1) 関係法令の順

守等

研究所の諸活動

の社会への説明責

任を的確に果たす

ため、情報の公開

を図り、個人情報、

企業秘密等の保護

を的確に行う。ま

た、公的研究費の

不正使用防止対策

の実施等、研究者

が高い職業倫理を

持って研究活動を

行うことができる

よう必要な措置を

講じる。

3 公正で的確な業

務の運営

(1) 関係法令の遵

守等

ア 法令に則って

情報の公開を図

り、情報管理シス

テムを維持する。

イ 競争的資金に

係る内部監査を実

施する等の公的研

究費の不正使用防

止対策を的確に推

進する。また、研

究の公平性、信頼

性を確保するた

め、利害関係が想

定される企業等と

の関わり(利益相

反)について、適正

な管理を実施す

る。

ウ 国の定めた研

究倫理指針等に則

って研究活動を行

うよう研究倫理委

員会を開催し、必

要な審査・措置等

を実施する。

エ 独立行政法人

通則法、個別法、

就業規則、その他

の各種規則の遵守

状況の把握に努め

る。

＜その他の指標＞

なし。

＜評価の視点＞

・情報公開、個人情報

保護、公的研究費の不

正使用防止等に関す

る関連法令を遵守す

るための体制及び仕

組みを整備し、運用し

ているか。

・国の定めた研究倫理

指針等に則って研究

活動を行うための研

究倫理委員会を設置

し、必要な審査・措置

等を実施しているか。

・そのほか独立行政法

人通則法が定める業

務の公共性と自立性、

法人の業務範囲、役員

の職務と権限、職員の

服務基準等に則った

業務運営がなされて

いるか。

・内部統制(業務の有

効性及び効率性、財務

＜主要な業務実績＞

3 公正で的確な業務の運営

(1) 関係法令の遵守等

ア 研究不正の防止

・「研究活動における不正行為への対応等に関

するガイドライン」(平成 26 年 8 月 26 日文部

科学大臣決定）が制定され、また、「研究機関

における公的研究費の管理・監査のガイドラ

イン（実施基準）」が同年 2 月 18 日に改正さ

れたことを受け、研究不正防止ワーキンググ

ループを設置し、これらのガイドラインを踏

まえた管理体制等について検討を行い、「研究

活動における不正行為への対応等に関する規

程」を策定するとともに、「科研費補助金等取

扱規程」の改正を行った。平成 27年度も、当

該規定等に基づき研究不正の防止に取り組ん

だ。

・平成 26年 12 月 22 日付けで文部科学省及び

厚生労働省で策定された「人を対象とする医

学系研究に関する倫理指針」に基づき、研究

倫理綱領、研究倫理審査委員会規程及び利益

相反審査・管理委員会規程の改正に向けて検

討を行った。

・以上の結果を基に、平成 27年 4月に研究倫

理綱領、研究倫理審査委員会規程及び利益相

反審査管理委員会規程の改正を行った。平成

27 年度は新しい倫理指針が策定され、研究倫

理審査委員会における審査案件が増えたた

め、委員会を従来の年 2 回から年 3 回に増や

した。

イ 保有個人情報保護規程の改正

個人情報保護の強化のため、保有個人情報

管理規程の改正を行い、その周知を図った。

平成 27 年度も、当該規定等に基づき保有個人

情報の保護に引き続き取り組んだ。

ウ 情報の公開

・個人情報管理規程に基づき、引き続き、個

人情報保護管理者及び保護担当者を選任し、

研究所が保有する個人情報の適切な利用及び

保護を推進した。

・「研究活動における不正行為への対応等に関

する規程」を策定するとともに、「科研費補助

金等取扱規程」の改正を行い、周知を図った。

・研究倫理審査委員会において、厳正な審査を

行うとともに、必要な措置の徹底を図った。

・全役職員が知っておくべき関連規程等の情報

については、グループウェア内で情報の共有化

を図るとともに、個人情報等を含む機密性の高

い情報については、グループウェア内で特定業

務に従事する職員のみがアクセスできるフォ

ルダーを整備し、基本的に同フォルダー内での

情報処理を行っている。

・内部統制の確立及び情報伝達の円滑化を図る

観点から、各種会議の在り方を見直し、研究所

における日常的な意思決定の迅速化や業務の

進行管理及びその検証の効果的な実施を図っ

た。

また、内部審査を行う機関として公共調達審

査会を設置し、契約に係る審査を実施するとと

もに、外部審査を行う機関として契約監視委員

会を設置し、更なる適正化を図っている。さら

に、会計監査人による監査を厳正に実施してい

る。

・厚生労働省の指示に基づき、情報セキュリテ

ィ対策の強化について、全職員に説明し、さら

に情報の物理的な遮断措置（情報を情報系と業

務系に分離）を講じた。

これらを踏まえ、B と評価する。

＜課題と対応＞

なし。
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報告の信頼性、業務活

動に関わる法令等の

遵守等)に係る取組に

ついて適切に取り組

んでいるか。

・「独立行政法人情報公開・個人情報担当者連

絡会議」に職員を派遣し、その後に会議に参

加した職員による伝達等を実施した。

・平成 27年度における情報公開開示請求は 0

件であった。

・情報の公開については、独立行政法人通則

法等に基づく公表資料(中期計画、年度計画、

役員報酬・職員給与規程等)のみならず、公正

かつ的確な業務を行う観点から、調達関係情

報、特許情報、施設・設備利用規程等も研究

所のホームページ上で積極的に公開した。

エ 競争的資金に係る内部監査等

・科学研究費補助金取扱規程に基づき、科学

研究費研究課題 37 件に対する内部監査を実

施した。

オ 研究倫理審査

・研究倫理審査委員会規程に基づき、学識経

験者、一般の立場を代表する者等の外部委員

6名及び内部委員10名からなる研究倫理審査

委員会を 3回開催し、45件の研究計画につい

て厳正な審査を行った。審査の結果、変更勧

告となった 1 件については、研究実施に先立

ち、研究計画の修正を行わせた。同委員会の

議事要旨を、研究所ホームページで公開した。

・利益相反審査・管理委員会規程に基づき、

研究倫理審査委員会において科学研究費及び

厚労科研費などの外部資金による研究につい

て審査を実施した。

・動物実験委員会規程に基づき、動物実験委

員会を開催し、4 件の新規動物実験計画と 3

件の計画変更届について審査を行った。審査

の結果、新規 4 件と変更 3 件の全申請が承認

された。前年度（平成 26 年度）の自己点検・

評価を行い、その結果をホームページ上で公

開した。また、例年どおり、動物実験関係者

に対する教育訓練を実施した。

カ 遵守状況等の把握

・内部統制の確立及び研究所内における情報

伝達の円滑化を図る観点から、研究所の重要

な意思決定に関する議論や業務の進捗管理を

行う場として理事長・理事・総務部長・研究
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(2) セキュリティの

確保

個人及び法人等の

情報保護を徹底する

ため、事務室等のセ

キュリティを確保す

るとともに、「第 2次

情報セキュリティ基

本計画」等の政府の

方針を踏まえ、適切

な情報セキュリティ

対策を推進するこ

と。

(2) セキュリティ

の確保

「第 2 次情報セ

キュリティ基本計

画」等の政府の方

針及びセキュリテ

ィ対策技術の進展

等を踏まえ、漸次、

情報セキュリティ

対策基準等の整備

及び改善を図り、

情報セキュリティ

を確保する。

(2) セキュリティ

の確保

情報セキュリテ

ィポリシー及び同

管理規程に基づく

情報セキュリティ

対策基準の充実を

図るとともに、情

報セキュリティ対

策委員会における

調査審議を踏ま

え、同対策を適切

に推進する。

・情報セキュリティ対

策基準等の整備及び

改善を図り、情報セキ

ュリティを確保して

いるか。

企画調整部長等を構成員とする「幹部会議」

を原則として週 1 回、業務執行状況の報告及

び検証を行う場として監事を含めた全役員及

び 3 研究領域長等が出席する「役員会議」を

年 3 回、それぞれ開催した。また、TV会議シ

ステムを活用し両地区合同の部長等会議を原

則として週 1 回開催した。

(2) セキュリティの確保

・厚生労働省の指示に基づき、全職員に対し

て、情報セキュリティ対策の強化について、

説明を行った。

・厚生労働省の指示に基づき、情報の物理的

な遮断措置（情報を情報系と業務系に分離）

を講じた。

・新規採用職員に対しては、情報セキュリテ

ィを含む研修を実施し、遵守の徹底を図った。

４．その他参考情報
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番号 開始 終了 課題名

1 H24/4 H28/3 建設機械の転倒及び接触災害の防止に関する研究

2 H24/4 H28/3 墜落防止対策が困難な箇所における安全対策に関する研究

3 H25/4 H29/3 労働災害防止のための中小規模事業場向けリスク管理支援方策の開発・普及

4 H26/4 H29/3 電気エネルギーによる工場爆発・火災の防止に関する研究

5 H23/4 H28/3 建設業における職業コホートの設定と労働者の健康障害に関する追跡調査研究

6 H25/4 H28/3
ナノマテリアル等の高機能化学工業材料を使用する作業環境中粒子状物質の捕集・分析方
法の研究

7 H25/4 H28/3 介護職場における総合的な労働安全衛生研究

8 H26/4 H29/3 労働者の疲労回復を促進する対策に関する研究

２　基盤的研究

安全研究領域

番号 開始 終了 課題名

1 H25/4 H28/3 トンネル建設工事における労働災害の各種発生要因および安全対策に関する検討

2 H25/4 H28/3 機械安全及び電気安全の社会基盤整備に関する研究

3 H25/4 H28/3 帯電防止バグフィルタの性能評価法に関する研究

4 H26/4 H28/3 CFペンダントロープの経年損傷評価

5 H26/4 H28/3 工事斜面の簡易な崩壊監視計測に関する実証的研究

6 H26/4 H29/3 タワークレーンのマストの耐力に関する研究

7 H26/4 H29/3 斜面崩壊による労働災害の防止対策に係る実態把握及びハード対策に関する検討

8 H26/10 H28/3
労働者死傷病報告データの年齢に着目した統計的分析　―住宅建築工事業・真空機器製
造業等の実態把握―

9 H27/4 H30/3 クレーン用ワイヤロープの疲労特性に影響する影響する諸因子の検討

10 H27/4 H30/3 高温腐食環境下における非石綿ガスケットの密封特性評価

11 H27/4 H29/3 建築物の解体工事における労働災害の調査・分析と技術的課題の検討

12 H27/4 H29/3 爆発火災災害データベースの事故情報の高度化および要因の分析

13 H27/4 H29/3 ガス溶断器具の適正な使用と管理に関する研究

14 H27/4 H30/3 火炎抑止装置に適用する要素技術に関する研究

15 H27/4 H29/3 重合性物質の反応における副反応,残留物,不純物の影響に関する研究

16 H27/4 H28/3 主要各国における産業災害情報のインターネット配信の比較と検討

17 H27/5 H28/3 水素漏洩時の作業安全に関する研究

18 H27/5 H28/3 中国におけるフォークリフト死亡労働災害の特徴分析及び日本との比較研究

1 プロジェクト研究

添付資料１

プロジェクト研究・基盤的研究課題リスト
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健康研究領域

番号 開始 終了 課題名

1 H26/7 H29/3 校正印刷過程で使用される洗浄剤含有物質による生体影響と活性代謝物の解明

2 H26/4 H29/3 明暗シフトが引き起こす精巣機能障害　―解析及びその防御法の探索―

3 H26/4 H29/3 職業性磁界ばく露の有害性評価とばく露防止に関する研究

4 H26/7 H29/3 ベリリウム化合物粒子の吸入ばく露による毒性に関する研究

5 H27/4 H29/3 生殖毒性が懸念される化学物質の影響評価に関する研究

6 H27/4 H29/3 動物を用いた低濃度の有機溶剤の臭気による神経行動学的解析研究

7 H27/5 H30/3 ヒストン修飾変化を指標とした化学物質の発がん性評価手法開発に関する基礎的研究

8 H24/4 H28/3 職場環境における金属が及ぼす生殖機能を中心とした健康影響に関する研究

9 H25/4 H28/3 作業環境における生物的因子の有害性に関する研究

10 H25/4 H28/3 JNIOSH-OPAQの開発とその妥当性・信頼性の検討

11 H26/4 H28/3 医療現場における抗がん剤等の取扱いに伴う健康障害防止のための労働安全衛生対策

12 H26/4 H28/3 職場環境因子による生殖影響評価法に関する研究

環境研究領域

番号 開始 終了 課題名

1 H26/4 H28/3 フォークリフト前方視認補助装置に関する研究

2 H26/6 H29/3 墜落・転落災害防止に向けた脚立上での安全な作業領域の導出

3 H27/5 H29/3 暑熱作業環境評価へのUTCI指標の有効性の検討

4 H25/4 H28/3 受動喫煙防止に関する工学的研究

5 H26/4 H28/3 カーボンナノチューブの環境測定の実用化

6 H26/4 H28/3 低濃度有機溶剤測定法の検討

7 H26/4 H29/3 拡散捕集管の性能に関する研究

8 H26/4 H29/3 作業環境測定のための芳香族アミンの高感度分析法の開発

9 H26/4 H29/3 溶解に伴うアスベスト繊維の特徴の変化に関する研究

10 H26/11 H28/3 透過電子顕微鏡による迅速な石綿繊維計測法の開発

11 H27/4 H28/3 作業環境測定用捕集管におけるシリカゲル捕集剤に関する研究

12 H27/4 H29/3 画像解析による石綿位相差顕微鏡法の改善

13 H27/4 H29/3 連続落下法による各種粉体のダスティネス試験

14 H25/4 H28/3 職場の熱中症予防に有効な暑熱負担軽減手法の開発と現場への応用

15 H26/4 H28/3 職業性有害光線ばく露の評価と管理に関する研究

16 H26/4 H29/3 暑熱作業負荷における運動調節機能及び自律性反応の評価に関する研究

17 H27/4 H29/3 実工具振動に対する防振手袋の振動軽減効果の予測手法の確立

18 H27/4 H30/3 騒音中の低周波成分が不快感に及ぼす影響に関する研究

19 H27/5 H29/3 中小企業における過重労働・メンタルヘルス対策の現状と課題について
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1.国内の行政・公的機関に設置された委員会等
委員会等の名称 担当職員

1） 厚生労働省　機能安全を用いた機械等の取扱規制のあり方に関する検討会 梅崎重夫
2） 日本学術会議　安全目標検討会 梅崎重夫
3） 中央労働災害防止協会　自動生産設備の非定常作業に関する検討委員会 梅崎重夫
4） 一般社団法人日本食品機械工業会　水産加工機械ＷＧ委員会　委員 梅崎重夫
5） 厚生労働省　労働安全衛生コンサルタント試験委員会 梅崎重夫
6） 一般社団法人日本鉄鋼連盟　ロールによる挟まれ・巻き込まれ労働災害防止対策検討

委員会
梅崎重夫

7） 経済産業省　産業機械技術専門委員会 梅崎重夫
8） 公益社団法人立体駐車場工業会　機械式駐車設備の安全規格・JIS原案作成委員会 池田博康
9） 公益社団法人立体駐車場工業会　機械式駐車設備の安全規格・JIS原案作成分科会 池田博康
10） 一般社団法人日本ロボット工業会　ISO/TC184/SC2国内対策委員会 池田博康
11） 一般社団法人日本ロボット工業会　産業用ロボット安全性ＪＩＳ改正原案作成専門委員会 池田博康
12） 公益社団法人日本工学アカデミー　安全知と安全学委員会 池田博康
13） 一般社団法人日本ロボット工業会　ロボットビジネス協議会安全部　会長 池田博康
14） 一般社団法人日本ロボット工業会　サービスロボット試験方法等標準化調査専門委員会

サービスロボット試験方法WG
池田博康
風間智

15） 一般財団法人日本規格協会　腰補助用装着型身体アシストロボットの性能基準JIS原案
作成委員会

池田博康

16） 一般社団法人日本機械学会　学会基準「機械構造物の信頼性に関する一般原則」開発
研究会

佐々木哲也

17） 一般社団法人日本溶接協会　原子力研究委員会SPN2小委員会幹事会 佐々木哲也
18） 一般社団法人日本高圧力技術協会　リスクベースメンテナンス（RBM）専門研究委員会・

本委員会
佐々木哲也

19） 一般社団法人日本高圧力技術協会　リスクベースメンテナンス（RBM）専門研究委員会・
ワーキングループ1

佐々木哲也

20） 一般社団法人日本高圧力技術協会　圧力容器規格委員会本委員会 佐々木哲也
21） 一般社団法人日本高圧力技術協会　圧力容器規格委員会幹事会　幹事 佐々木哲也
22） 一般社団法人日本高圧力技術協会　圧力設備規格審議会 佐々木哲也
23） 一般社団法人日本高圧力技術協会　機械製品の信頼性に関する一般原則検討委員会 佐々木哲也
24） 一般社団法人日本クレーン協会　設計原則検討委員会 佐々木哲也
25） 一般社団法人日本クレーン協会　移動式クレーン委員会 佐々木哲也
26） 公益社団法人日本保安用品協会　安全靴JIS原案作成委員会 清水尚憲
27） 公益財団法人安全衛生技術試験協会　労働安全コンサルタント試験委員会 清水尚憲
28） 一般社団法人日本クレーン協会　ロープ高所作業特別教育テキスト作成委員会　委員

長
清水尚憲

29） 公益社団法人日本保安用品協会　ハーネス型安全帯普及促進委員会 清水尚憲

30） 一般社団法人日本機械工業連合会　ISO/TC199部会複合的作業空間における安全確
保システム開発検討会　主査

清水尚憲

31） 一般社団法人日本機械工業連合会　ISO/TC199部会 統合生産システムWG(RFID)　規
格検討委員会　主査

清水尚憲

32） 一般社団法人日本機械工業連合会　ISO/TC199部会 統合生産システムWG(RFID)　リ
スクアセスメント検討委員会　主査

清水尚憲

33） 一般社団法人日本機械工業連合会　ISO/TC199部会 統合生産システムWG(RFID)　実
証実験検討委員会　委員

清水尚憲

34） 公益社団法人日本保安用品協会　JIS T 8101原案作成委員会　主査 清水尚憲

35） 公益社団法人日本保安用品協会　安全帯研究会・安全帯技術委員会　委員 清水尚憲

36） 公益財団法人安全衛生技術試験協会　労働安全コンサルタント試験委員会 本田尚

37） 一般社団法人日本クレーン協会　JIS原案作成分科会 本田尚

38） 一般社団法人日本クレーン協会　ワイヤロープ委員会　委員長 本田尚

39） 一般社団法人日本粉体工業技術協会　粉じん爆発委員会 本田尚

40） 公益社団法人ボイラ・クレーン安全協会　実務展望編集委員会 本田尚

41） 一般社団法人日本クレーン協会　技術審議会 本田尚
42） 一般社団法人日本工作機械工業会　電気・安全規格専門委員会 齋藤剛

役職員の委員派遣等一覧

添付資料２
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43） 一般社団法人日本工作機械工業会　工作機械-安全性-放電加工機 JIS原案作成委員
会　主査

齋藤剛

44） 一般社団法人日本鍛圧機械工業会　MFスーパー特自検策定検討会 齋藤剛
45） 一般社団法人日本鍛圧機械工業会　JIS改正原案作成委員会 齋藤剛
46） 一般社団法人日本クレーン協会　クレーン誌編集委員会 山際謙太

47） 一般社団法人日本高圧力技術協会　信頼性に基づく減肉評価法専門研究（MLR）委員
会・本委員会

山口篤志

48） 国立研究開発法人日本医療研究開発機構　ロボットト介護機器開発・導入促進事業　安
全基準検討委員会

岡部康平

49） 一般社団法人日本クレーン協会　エレベータ安全性検討委員会 岡部康平
50） 全国自動ドア協会　ＪＩＳ原案作成委員会本委員会　副主査 岡部康平
51） 全国自動ドア協会　ＪＩＳ原案作成委員会分科会　主査 岡部康平
52） 一般社団法人日本ロボット工業会　非接触センシング技術国際標準化調査専門員会 岡部康平
53） 厚生労働省　大規模建設工事計画審査委員会 玉手聡
54） 公益財団法人安全衛生技術試験協会　労働安全コンサルタント試験委員会 玉手聡
55） 一般社団法人仮設工業会　技術委員会 玉手聡
56） 建設業労働災害防止協会　東日本大震災復旧・復興工事の労働災害防止対策の提言

会議
玉手聡

57） 建設業労働災害防止協会　足場の設置が困難な屋根上での作業標準マニュアル作成
等委員会

大幢勝利
日野泰道

58） 一般社団法人仮設工業会　仮設構造物の安全性に関する承認審査委員会 大幢勝利
59） 一般社団法人仮設工業会　認定検査審査委員会 大幢勝利
60） 一般社団法人仮設工業会　単品承認審査委員会 大幢勝利
61） 一般社団法人日本鋼構造協会　鋼構造と風研究小委員会 大幢勝利
62） 厚生労働省　「国内外における機械安全規格の調査事業」に係る技術審査委員会 大幢勝利
63） 厚生労働省　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会大会施設工事安全衛生

対策協議会　幹事会
大幢勝利

64） 一般財団法人沿岸技術研究センター　港湾工事における大規模仮設工等に関する技
術検討委員会

大幢勝利

65） 一般社団法人日本クレーン協会　ゴンドラ委員会 高梨成次

66） 公益財団法人安全衛生技術試験協会　労働安全コンサルタント試験委員会 高梨成次

67） 一般社団法人日本クレーン協会　技術審議会 高梨成次

68） 一般社団法人日本クレーン協会　クレーン耐震分科会 高梨成次

69） 建設業労働災害防止協会　「木造建築物解体作業の安全」改訂検討委員会 高梨成次

70） 厚生労働省　労働安全衛生規則第34条の15の規定に基づく変異原性試験等結果検討
委員

田井鉄男

71） 厚生労働省　安衛法GLP査察専門家 田井鉄男

72） 建設業労働災害防止協会　足場の設置が困難な高所作業での墜落防止対策事業運営
委員会

日野泰道

73） 建設業労働災害防止協会　足場組立て等に係る教育用教材検討委員会 高橋弘樹

74） 人事院　平成28年度労働基準監督官採用試験試験専門委員会 高橋弘樹

75） 厚生労働省　シールドトンネルの施工に係る安全対策検討会（非公開） 吉川直孝

76） 公益社団法人土木学会　調査研究部門/トンネル工学委員/示方書改訂小委員会/山
岳工法小委員会/第3(施工・補助工法・TBM工法・矢板・立坑・斜坑)分科会

吉川直孝

77） 公益社団法人土木学会　土木工事の技術的安全性確保・向上検討小委員会 吉川直孝

78） 公益社団法人土木学会　山岳トンネルのリスク低減に関する検討部会 吉川直孝

79） 公益社団法人地盤工学会関西支部　斜面動態モニタリングに基づく斜面安定性評価研
究委員会

平岡伸隆

80） 公益財団法人安全衛生技術試験協会　労働安全コンサルタント試験委員会 藤本康弘
晴81） 一般財団法人化学物質評価研究機構安全性評価技術研究所（厚生労働省委託事業）　

「化学物質管理支援事業」に関わるＧＨＳ分類検討委員会
板垣晴彦

82） みずほ情報総研株式会社（厚生労働省委託事業） 化学物質の爆発・火災等に係るリス
クアセスメント手法検討委員会

板垣晴彦
島田行恭
佐藤嘉彦

83） 一般財団法人化学物質評価研究機構安全性評価技術研究所（経済産業省委託事業）　
「化管法指定化学物質のＧＨＳ分類に関する調査」に関わるＧＨＳ分類検討委員会

板垣晴彦

84） 高圧ガス保安協会　多孔質物性能試験委員会 板垣晴彦

85） ＧＨＳ関係省庁連絡会議（厚生労働省，経済産業省，環境省） 板垣晴彦

86） 一般財団法人化学物質評価研究機構安全性評価技術研究所（経済産業省委託事業）
「化管法指定化学物質のＧＨＳ分類に関する調査」に関わるＧＨＳ分類検討委員会

板垣晴彦

87） 高圧ガス保安協会　高圧ガス試験委員会化学チェック分科会専門委員会 板垣晴彦
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88） 高圧ガス保安協会　平成27年度事故調査解析委員会 島田行恭

89） 高圧ガス保安協会（経済産業省委託事業）　高圧ガス取扱施設におけるリクアセメント手
法及び保安教育プログラム調査研究リスクアセメント分科会

島田行恭

90） 一般社団法人日本溶接協会　溶接機EMF調査検討ＷＧ 冨田一

91） 一般社団法人日本電気協会　電気安全全国連絡委員会　参与 冨田一

92） 一般社団法人日本電気協会　第59回渋澤賞選考委員会 冨田一

93） 一般社団法人日本電気協会　需要設備専門部会 冨田一

94） 一般社団法人日本電気協会　電気安全関東委員会　幹事 冨田一

95） 一般社団法人日本電気協会　電気安全関東委員会　広報推進委員 冨田一

96） 一般社団法人日本電気協会　電気安全関東委員会　表彰選考委員 冨田一

97） 一般社団法人日本電気協会　低圧分科会小委員会 冨田一

98） 一般社団法人電気学会　ＥＭＣ環境特別調査専門委員会 冨田一

99） 一般社団法人日本電設工業協会　2015電設工業展製品コンクール表彰委員会 冨田一

100） 一般社団法人日本電設工業協会　2015電設工業展製品コンクール審査委員会 冨田一

101） 産業安全コンサルタント協会　電気絶縁用手袋の耐電圧試験判定方法の検討委員会　
委員長

冨田一

102） 一般社団法人日本クレーン協会　クレーン委員会分科会 冨田一

103） 公益社団法人安全衛生技術試験協会　労働安全コンサルタント口述試験委員 冨田一

104） 公益社団法人産業安全技術協会（厚生労働省委託事業）　「防爆構造電気機械器具の
買取試験事業」評価委員会　委員長，委員

山隈瑞樹（委員
長）
板垣晴彦

105） 公益社団法人産業安全技術協会　IEC Exシステム国内審議委員会　副委員長 山隈瑞樹

106） 公益社団法人産業安全技術協会　IEC Exシステム認証管理委員会 山隈瑞樹

107） 一般社団法人日本粉体工業技術協会　粉じん爆発委員会　副委員長 山隈瑞樹

108） 一般社団法人日本電機工業会　第３１小委員会（IEC/TC31関連：防爆技術） 山隈瑞樹

109） 公益社団法人安全衛生技術試験協会　労働安全コンサルタント口述試験委員 山隈瑞樹

110） 一般社団法人日本粉体工業技術協会　静電気利用技術分科会　副コーディネータ 大澤敦

111） 一般財団法人日本電子部品信頼性センター　静電気対策JIS原案作成E1分科会 大澤敦

112） 一般財団法人日本電子部品信頼性センター　静電気対策JIS原案作成E2分科会 大澤敦

113） 公益社団法人日本水道協会　水道施設事故事例検討専門委員会 高木元也

114） 公益社団法人日本水道協会　水道維持管理指針改訂特別調査委員会 高木元也

115） 公益社団法人日本水道協会　水道施設事故事例検討専門委員会 副委員長 高木元也

116） 厚生労働省安全課　平成27年度「見える」安全活動コンクール優良事例選考委員会　委
員

高木元也

117） 一般社団法人住宅生産団体連合会　労務安全管理分科会　委員 高木元也

118） 一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会　第三次産業労働災害防止支援事
業（社会福祉施設）検討委員会

大西明宏

119） 厚生労働省　産業医制度の在り方に関する検討会 甲田茂樹

120） 厚生労働省　安衛法GLP査察専門家 三木圭一

厚生労働省　安衛法GLP査察専門家 大谷勝己

121） 厚生労働省　変異原性試験結果等検討委員会 大谷勝己

122） 厚生労働省　がん原性試験指示検討委員会 大谷勝己

123） 厚生労働省　化学物質による労働者の健康障害防止措置に係る検討会 小野真理子

厚生労働省　化学物質による労働者の健康障害防止措置に係る検討会 菅野誠一郎

124） 厚生労働省　化学物質のリスク評価検討会 鷹屋光俊

厚生労働省　化学物質のリスク評価検討会 小嶋　純

125） 厚生労働省　化学物質のリスク評価検討会　ばく露評価小検討会 鷹屋光俊

厚生労働省　化学物質のリスク評価検討会　ばく露評価小検討会 小嶋　純

126） 厚生労働省　発散防止抑制措置特別実施許可に関する専門家会合 小嶋　純

127） 厚生労働省　職場の受動喫煙防止対策に係る技術的留意事項に関する専門家検討会 小嶋　純

128） 厚生労働省　管理濃度等検討会 菅野誠一郎

129） 厚生労働省労働衛生課　第三次産業労働災害防止対策支援事業（保健衛生業）に係る
総合評価落札方式技術審査委員会の委員

岩切一幸

130） 厚生労働省（人事院）監督官試験委員 王　瑞生

131） 厚生労働省　動物実験指針に基づく動物実験の実施状況に関する打ち合わせ会議 安田彰典

132） 環境省及び厚生労働省　東日本大震災アスベスト対策合同会議（第15回、専門委員） 中村憲司

133） 内閣府　食品安全委員会　肥料・飼料等専門調査会 小林健一

134） 消費者庁　消費者安全調査委員会 専門委員 高橋幸雄
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135） 人事院事務総局　心の健康づくり委員会職場環境改善ワーキンググループ　委員 吉川　徹

136） 経済産業省　日本工業標準調査会　臨時委員 小野真理子

137） 総務省　生体電磁環境に関する検討会 奥野　勉

138） 総務省　公害等調整委員会 専門委員 高橋幸雄

139） 静岡県診療用放射性同位元素（RI)審査委員 豊岡達士

140） 静岡市診療用放射性同位元素（RI)審査委員 豊岡達士

141） 埼玉県公害審査会 委員 高橋幸雄

142） 独立行政法人労働者健康福祉機構　入院患者病職歴調査企画・評価委員会　委員 原谷隆史

143） 独立行政法人労働者健康福祉機構　入院患者病職歴調査統計処理専門委員会　座長
（委員）

原谷隆史

144） 独立行政法人労働者健康福祉機構　平成27年度入院患者病職歴調査疫学研究報告
書の書面審査

原谷隆史

145） 独立行政法人労働者健康福祉機構　石綿確定診断委員会 篠原也寸志

146） 独立行政法人産業技術総合研究所　ナノテクノロジー標準化国内審議委員会環境安全
分科会

小野真理子

147） 独立行政法人国際協力機構　2015年度国際緊急援助隊感染症対策チーム作業部会
に係る部会員　作業部会員

吉川　徹

148） 中央労働災害防止協会　社会福祉施設における安全衛生対策に関する調査研究委員
会（厚生労働省委託事業）

岩切一幸

149） 中央労働災害防止協会　ナノマテリアル測定手法等検討分科会　委員 小野真理子

150） 中央労働災害防止協会　ナノマテリアル測定手法等検討分科会　委員 鷹屋光俊

151） 中央労働災害防止協会　保護具等検討分科会 小野真理子

152） 中央労働災害防止協会　ばく露評価委員会 菅野誠一郎

153） 中央労働災害防止協会　測定分析手法等検討会 菅野誠一郎

154） 建設業労働災害防止協会　建設現場における暑熱環境の作業環境測定等に関する調
査研究委員会，委員長

澤田晋一

155） 建設業労働災害防止協会　建設現場における暑熱環境の作業環境測定等に関する調
査研究委員会

齊藤宏之

156） 陸上貨物運送事業労働災害防止協会　労働災害防止対策委員会 甲田茂樹

157） 公益財団法人安全衛生技術試験協会　労働衛生コンサルタント試験員 大谷勝己
小野真理子
菅野誠一郎
高橋幸雄
澤田晋一
外山みどり

158） 公益財団法人安全衛生技術試験協会　作業環境測定士試験員 小野真理子
鷹屋光俊
古瀬三也
菅野誠一郎

159） 産業安全技術協会　呼吸用保護具の性能の確保のための買取り試験の実施に係る評
価委員会

小嶋　純
菅野誠一郎

160） 公益社団法人日本医師会　勤務医の健康支援に関する検討委員会　委員 吉川　徹

161） 化学物質評価研究機構　ばく露推定モデル活用及び実証に関する委員会 菅野誠一郎

162） 一般社団法人日本専門医機構　専攻医の勤務環境検討委員会　委員 吉川　徹

163） 日本溶接協会　電気溶接機部会　EMF対応WG　委嘱委員 山口さち子

164） 日本溶接協会　安全衛生・環境委員会　委員 鷹屋光俊
中村憲司
奥野　勉

165） 日本溶接協会　WES9009-2改正原案作成委員会　委員 鷹屋光俊

166） 日本溶接協会　WES 9009-3「溶接,熱切断及び関連作業に関する安全衛生第3部:有害
光」原案作成WG　主査

奥野　勉

167） 日本溶接会議　第八委員会 奥野　勉

168） 日本照明委員会　第6部会国内委員会 奥野　勉

169） （一社）日本労働安全衛生コンサルタント会（厚生労働省委託事業）　第三次産業労働
災害防止対策支援事業（社会福祉施設）

岩切一幸

170） テクノヒル株式会社（厚生労働省委託事業）　職場における化学物質のリスク評価推進
事業　有害性評価書原案作成グループ委員

小林健一
柳場由絵

171） 株式会社環境管理センター（厚生労働省委託事業）　平成27年度「アスベスト分析マ
ニュアル」改定に係る検討会

甲田茂樹
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172） 株式会社環境管理センター（厚生労働省委託事業）　平成27年度「「建築物等の解体等
の作業及び労働者が石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働
者の石綿ばく露防止に関する技術上の指針」に基づく石綿飛散漏洩防止対策徹底マ
ニュアル」改訂に係る検討会（委員）

中村憲司

173） 株l式会社環境管理センター（厚生労働省委託事業）　平成27年度「石綿飛散漏洩防止
対策徹底マニュアル」改訂に係る検討会（オブザーバー）

中村憲司

174） 株式会社三菱化学テクノリサーチ（厚生労働省委託事業）　化学物質取扱業種における
リスクアセスメント支援活動促進事業　化学物質取扱事業場における具体的なリスクアセ
スメント事例の検討及び支援ツールの作成検討会

小野真理子

175） 株式会社三菱化学テクノリサーチ（厚生労働省委託事業）　化学物質取扱業種における
リスクアセスメント支援活動促進事業　製造・流通側での情報伝達のあり方の検討及び
周知/広報用資料の原案の作成検討会

小野真理子

176） 株式会社日本能率協会総合研究所（厚生労働省委託事業）　「医療分野の勤務環境改
善マネジメントシステムに基づく医療機関の取組に対する支援の充実を図るための調
査・研究」事業委員会、委員

吉川　徹

177） 日本エヌ・ユー・エス株式会社（環境省委託事業）　「平成２７年度化学物質の内分泌かく
乱作用に関連する報告の信頼性評価」作業班会議委員（EXTEND2010）

王　瑞生

178） (株)住化分析センター（環境省委託事業）　ナノ材料の環境中での挙動・実態把握手法
に関する検討会

鷹屋光俊

179） (一社)日本電機工業会（経済産業省委託事業）　 「平成27年度 新エネルギー等国際標
準開発/風力発電システムの設計要件に関する国際標準化」に係る風車音測定法分科
会 委員

高橋幸雄

180） 日本建築仕上材工業会　外壁改修時および解体時におけるアスベスト含有建築用仕上
塗材の処理技術指針に関する調査研究委員会 (委員)

中村憲司

181） 日本照明委員会　JTC-5特別技術委員会 奥野　勉

182） 日本溶接協会　溶接用カーテンのISO規格に関する委員会 主査 奥野　勉

183） (一社)日本音響学会 ISO/TC43 国内委員会 委員 高橋幸雄

184） 日本保安用品協会　ISO/TC94/SC6国内審議分科委員会 委員長 奥野　勉

185） ISO/TC94/SC13委員 上野　哲

186） ISO/TC94/SC13/WG1（防護服）国内対策委員会委員 澤田晋一

187） ISO/TC94/SC13/WG2（防護服）国内対策委員会委員 澤田晋一

188） ISO/TC94/SC13/WG3（防護服）国内対策委員会委員 澤田晋一

189） ISO/TC94/SC13/WG5（防護服）国内対策委員会委員 澤田晋一

190） ISO/TC94/SC13/WG6（防護服）国内対策委員会委員 澤田晋一

191） ISO/TC94/SC13/PG20471（防護服）国内対策委員会委員 澤田晋一

192） （一社）産業環境管理協会　ISO/TC146（大気）国際標準化対応委員会　委員 鷹屋光俊

193） ISO国内対策委員会/TC159/SC5/ (物理環境)委員長 澤田晋一

194） ISO国内対策委員会/TC159/SC5/WG1分科会 (温熱環境)委員長 澤田晋一

195） ISO国内対策委員会/TC159/SC5/WG1分科会和訳委員会 (温熱環境)委員長 澤田晋一

196） ISO/TC159/SC5/WG1委員 上野　哲

197） 日本人間工学会　ISO/TC159/SC5/WG1+4+6分科会 齊藤宏之
時澤　健

198） 日本保安用品協会　JIS T 8141/8147 改正委員会　委員長 奥野　勉

199） 日本保安用品協会　JIS T 8141/8147 改正分科委員会　委員長 奥野　勉

200） (公社)日本保安用品協会 防音保護具 パート2 「防音保護具装着時の有効A特性重み
付音圧レベルの判定」改正原案作成委員会 委員（JIS原案）

高橋幸雄

201） 一般社団法人電気計測器工業会，平成27年JIS原案作成委員会　WBGT（湿球黒球温
度）指数計（制定）　委員長

澤田晋一

202） 一般社団法人電気計測器工業会，平成27年JIS原案作成委員会　WBGT（湿球黒球温
度）指数計（制定）

齊藤宏之

203） 一般社団法人日本機械工業連合会　ISO/TC199部会　主査 清水尚憲

204） 公益社団法人日本保安用品協会 JIS T8101　主査 清水尚憲

205） 一般社団法人日本クレーン協会　ISO/TC96/SC10　エキスパート 本田尚

206） 一般社団法人日本クレーン協会 ISO/TC96/SC3　国内委員 本田尚

207） 一般社団法人日本クレーン協会 ISO/TC96/SC5　国内委員 本田尚

208） 一般社団法人日本クレーン協会 ISO/TC96/SC6　国内委員 本田尚

209） 一般社団法人日本クレーン協会 ISO/TC96/SC10　国内委員 本田尚

210） 一般社団法人日本機械工業連合会 ISO/TC199　国内副主査 齋藤剛

211） 一般社団法人日本機械工業連合会 ISO/TC199/WG6　エキスパート 齋藤剛

212） 一般社団法人日本機械工業連合会 ISO/TC199/WG11　エキスパート 齋藤剛
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213） 一般社団法人日本機械工業連合会 ISO/TC199/SG1　エキスパート 齋藤剛

214） 一般社団法人日本鍛圧機械工業会 ISO/TC39/SC10/WG1　国内主査 齋藤剛

215） 一般社団法人日本工作機械工業会 ISO/TC39/SC10/WG3　エキスパート 齋藤剛

216） 一般社団法人日本工作機械工業会 ISO/TC39/SC10/WG5　エキスパート 齋藤剛

217） 一般社団法人日本機械工業連合会 IEC/TC44/WG14　国内委員 齋藤剛

218） IEC TC101 JWG7 (FIBC) エキスパート 山隈瑞樹

219） IEC/TC31/101/JWG29国内委員会　主査 大澤敦

220） IEC/TC101国内委員会 大澤敦

221） IEC TC 31/101 JWG29 (Expert member & Writing team) 大澤敦

222） IEC61496WG 濱島京子

223） 一般社団法人日本人間工学会　ISO/TC159/SC3　国内分科会　委員 大西明宏

224） ISO/TC94/SC6(目及び顔の保護) 日本代表 奥野　勉

225） ISO/TC94/SC6/WG1(定義) 奥野　勉

226） ISO/TC94/SC6/WG2(試験方法) 奥野　勉

227） ISO/TC94/SC6/WG3(サングラス) 奥野　勉

228） ISO/TC94/SC6/WG4(職業における目及び顔の保護) 奥野　勉

229） ISO/TC94/SC6/WG5(スポーツにおける目及び顔の保護) 奥野　勉

230） ISO/TC94/SC6/WG6(選択、使用、保守のガイダンス) 奥野　勉

231） ISO/TC146/SC2/WG2（作業環境中の無機有害物分析） 鷹屋光俊

232） ISO TC159/SC5/WG1 (温熱環境) 澤田晋一

233） ISO TC229/WG3/PG1改訂エキスパート 小野真理子

234） OECD WPMN（ナノ材料ワーキングパーティー） SG8（ばく露の測定と低減） 小野真理子

235） OECD TFEA（ばく露評価タスクフォース） 小野真理子

236） International Commission on Illumination TC6-49 Infrared Cataract 委員長 奥野　勉

237） International Commission on Non-Ionizing Radiation Protection,  Commission Member 奥野　勉

委員会等の名称 担当職員
1） ISO/TC199(機械類の安全性） Mainz会議 清水尚憲

2） ISO/TC199/SG1（機械類の安全性：人と機械との接触に係る安全データ）　エキスパート 齋藤剛

3） ISO/TC199総会　SG1エキスパート・日本副主査 齋藤剛

4） ISO/TC199/WG6（機械類の安全性：安全距離と人間工学）　エキスパート 齋藤剛

5） ISO/TC39/SC10/WG1（工作機械の安全性：動力プレス）　エキスパート 齋藤剛

6） IEC TC31/101 JWG 29 Southampton会議 大澤敦

7） 環境計測管理研究グループ　小野真理子, ISO TC229/WG3 臨時会議に出席のため韓
国へ渡航(2015.5.27)

小野真理子

8） 人間工学・リスク管理研究グループ部長 奥野　勉が、日本代表および専門家として
ISO/TC94/SC6（目及び顔の保護具）の国際会議に出席するためパリへ出張（～6.28）．

奥野　勉

3.労働安全衛生の国内外基準の制定
委員会等の名称 担当職員

1） ISO/TS15066:2016　Robots and robotics devices- collaborative robots 池田博康

2） ISO/TC199/WG6 エキスパートメンバーとして ISO/FDIS 14120 の校正案提出 齋藤剛

3） ISO/TC39/SC10/WG1の文書ISO/DIS 16092-3に対応して国内内委員会主査として日
本コメントを取りまとめ提出

齋藤剛

4） ISO 14120：2015　Safety of machinery - Guards - General requirements for the design 
and construction of fixed and movable guards

齋藤剛

5） ISO/TR 22100-1：2015　Safety of machinery - Relationship with ISO12100 Part1:How 
ISO12100 relates to typeB and typeC standards-

齋藤剛

6） ISO 13850：2015　Safety of machinery - Emergency stop function - Principles for design 齋藤剛

7） IEC TC31/101 JWG 29 エキスパートメンバーとして Amendment of  IEC 60079-32-1の
校正案提出

大澤敦

8） IEC TC 31/101 JWG 29の文書31/1207/CDに対応して国内内委員会主査として日本コ
メントを取りまとめ提出

大澤敦

9） IEC TC 31/101 JWG 29の文書31/1237/DTSに対応して国内内委員会主査として日本
コメントを取りまとめ提出

大澤敦

10） (2016年5月16日) ISO TC229/WG3/PG1に改定案を提出 小野真理子

11） ISO 12312-2:2015
               

奥野　勉

2．国際機関等
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12） ISO 12312-1:2013/Amd.1:2015(en)
              

奥野　勉

13） 自動生産設備の非定常作業に関するガイドラインの原案の作成 梅崎重夫

14） JIS B 8433-1:2015ロボット及びロボティックデバイス―産業用ロボットのための安全要求
事 第 ボ

池田博康

15） JIS B 8433-2:2015ロボット及びロボティックデバイス―産業用ロボットのための安全要求
事 第 部 ボ グ

池田博康

16） JIS Z 8051：2015　安全側面－規格への導入方針 齋藤剛

17） WES-2820 圧力設備の供用適性評価方法-減肉評価，一般社団法人溶接協会 山口篤志

18） 歩行者用自動ドアセットー使用時の安全性　（JIS原案作成委員会版，3月付議，4月以
降JIS発行）

岡部康平

19） 足場からの墜落・転落災害防止総合対策推進要綱(平成27年5月20日付け基安発 0520 
第1号)

大幢勝利

20） くさび緊結式足場の組立て及び使用に関する技術基準，一般社団法人仮設工業会 大幢勝利

21） 足場の設置が困難な屋根上作業－墜落防止のための安全設備設置の作業標準マニュ
アル，平成27年度厚生労働省委託事業

大幢勝利
日野泰道

22） 化学物質等による危険性又は有害性等の調査等に関する指針（基発0918第3号）公表
に係る化学物質対策課への意見

島田行恭

23） JIS C 61340-4-4-：2015静電気－第4-4部：特定応用のための標準的試験方法－フレキ
シブルコンテナの静電気的分類（6月発行）

山隈瑞樹

24） 電気機械器具防爆構造規格第5条の規定に基づき、防爆構造規格に適合するものと同
等以上の防爆性能を有することを確認するための基準等について（平成27年8月31日付
け基発0831第2号）

山隈瑞樹

25） 平成27年5月15日付け 基発0515第1号労働基準局長通達「労働安全衛生法の一部を
改正する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令等の施行につい
て」

小嶋　純

26） 平成27年5月15日付け 基安発0515第1号安全衛生部長通達「労働安全衛生法の一部
を改正する法律に基づく職場の受動喫煙防止対策の実施について」

小嶋　純

4.大学等

名称（役職） 担当職員
1) 長岡技術科学大学　連携教授（システム安全系「国際規格と安全技術」，「産業システ

ム」，「安全認証と安全診断」講義）
梅崎重夫

2) 長岡技術科学大学　専門職大学院　連携准教授（非常勤講師「産業システム」，「国際
規格と安全技術」）

池田博康

3) 東京電機大学大学院　客員教授（非常勤講師　設備安全工学講義） 佐々木哲也

4) 東京電機大学大学院　客員教授（非常勤講師　設備安全工学講義） 本田尚

5) 東京電機大学大学院　客員教授（非常勤講師　設備安全工学講義） 山際謙太

6) 東京電機大学大学院　客員准教授（非常勤講師　設備安全工学講義） 山口篤志

7) 日本大学電子情報工学科客員教授 梅崎重夫

8) 東京都市大学大学院（准教授（併任），都市工学科） 伊藤和也

9) 北里大学大学院医療系研究科（客員教授，労働衛生学） 甲田茂樹

10) 北里大学大学院医療系研究科（客員准教授，産業精神保健学） 原谷隆史

11) 北里大学大学院医療系研究科（客員准教授，産業精神保健学） 高橋正也

12) 北里大学大学院医療系研究科（客員准教授，産業毒医科学） 王　瑞生

13) 北里大学大学院医療系研究科（客員准教授，産業毒医科学） 三浦伸彦

名称（講義・実習） 担当職員
1) 青山学院大学大学院（非常勤講師，「リスクベース安全工学」） 梅崎重夫

2) 青山学院大学大学院（非常勤講師，「リスクベース安全工学」） 島田行恭

3) 青山学院大学大学院（非常勤講師，「リスクベース安全工学」） 佐々木哲也

4) 青山学院大学大学院（非常勤講師，「リスクベース安全工学」） 豊澤康男

5) 東京工芸大学（非常勤講師，環境安全工学） 水谷高彰

6) 東京農工大・大学院（システム基礎解析講座特別講義Ⅰ） 齋藤剛

7) 明治大学（非常勤講師，情報科学科　安全学概論） 濱島京子

8) 長岡技術科学大学専門職大学院システム安全専攻インターンシップ 池田博康

9) 神奈川大学 (非常勤講師，脳科学の基礎) 井澤修平

10) 神奈川大学（非常勤講師，工学部計測工学） 菅間　敦

11) 北里大学（非常勤講師，医療衛生学部） 小嶋　純

12) 北里大学（非常勤講師，分析化学１） 菅野誠一郎

13) 昭和女子大学（非常勤講師，人間社会学部心理学科　精神医学） 倉林るみい

14) 昭和女子大学（非常勤講師，人間社会学部福祉社会学科　精神疾患とその治療） 倉林るみい

1）連携大学院協定に基づく客員教授等

2）その他客員教授・非常勤講師等
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15) 女子美術大学（非常勤講師，健康科学・スポーツ演習） 時澤　健

16) 専修大学（非常勤講師，人間科学部） 土屋政雄

17) 東京大学（非常勤講師，大学院医学系研究科精神保健学） 土屋政雄

18) 東京大学（非常勤講師，医学部公衆衛生学） 澤田晋一

19) 東京都立広尾看護専門学校(東京都非常勤講師, 公衆衛生と健康支援) 上野　哲

20) 三重大学大学院医学系研究科（非常勤講師，公衆衛生・産業医学分野） 高橋正也

21) 山口大学 (非常勤講師，大学院医学系研究科) 高橋幸雄

22) 東京大学（講義，大学院医学系研究科） 甲田茂樹

23) 立教大学（講義，全学部共通カリキュラム） 久保智英

24) 室蘭工業大学(非常勤講師，環境創生工学特別講義Ｂ） 玉手聡

25) 早稲田大学（非常勤講師，理工学術院　土質力学演習，地盤工学特論Ｂ） 吉川直孝

26) 東京工芸大学（非常勤講師，環境安全工学） 水谷高彰

27) 東京慈恵会医科大学(非常勤講師、医学部看護学科公衆衛生看護管理論「環境測定
および職場巡視の方法」)

中村憲司

28) 専修大学（非常勤講師，人間科学部） 土屋政雄

29) 帝京大学大学院（非常勤講師，公衆衛生学研究科）「産業環境保健学概論」 吉川　徹

30) 帝京大学大学院（非常勤准教授、公衆衛生学研究科）「産業保健学」 吉川　徹

31) 東京都立広尾看護専門学校(非常勤講師, 公衆衛生と健康支援) 上野　哲

32) 横浜国立大学（非常勤講師） 山隈瑞樹
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学会、研究会、団体等の名称および役職 担当職員

1） International Tunnelling and Underground Space Association, Working Group 5 (Health 
& Safety in Work)

吉川直孝

2） Institute of Physics, Electrostatics 2015, International advisory group 大澤敦

3） 国際労働衛生会議（ICOH) 職場組織と心理社会的要因科学委員会　委員（Active 
member of the ICOH Scientific Comittee on Work Organization and Psychosocial 
Factors）

原谷隆史

4） 国際労働衛生会議（ICOH）温熱科学委員会　事務局長 澤田晋一

5） Working Time Society　役員 高橋正也

学会、研究会、団体等の名称および役職 担当職員
1） 一般社団法人電子情報通信学会　安全性研究会 委員長 梅崎重夫
2） 第33回日本ロボット学会学術講演会　実行委員，座長（東京電機大学，9月3日-5日） 池田博康
3） 安全工学シンポジウム2015　一般セッション"機械，交通に関する安全性と信頼性"セッ

ション　座長
清水尚憲

4） 安全工学シンポジウム2015　実行委員会　副委員長（東京，2015年7月2日～ 7月3日） 大幢勝利

5） 安全工学シンポジウム2015　OS-２オーガナイザー （東京，2015年7月2日～ 7月3日） 大幢勝利

6） 安全工学シンポジウム2015　企画運営委員会　副委員長 （東京，2015年7月2日～ 7月3
日）

大幢勝利

7） 公益社団法人土木学会安全問題討論会'15　実行委員会　幹事長（東京，2015年11月
25日）

大幢勝利

8） 公益社団法人土木学会第42回報道機関懇談会「公益社団法人土木学会ダイバーシ
ティ＆インクルージョン行動宣言」について，司会（公益社団法人土木学会，2015年6月5
日）

大幢勝利

9） 公益社団法人土木学会安全問題討論会'15　司会（東京，2015年11月25日） 大幢勝利

10） 安全工学シンポジウム2016　実行委員会 大幢勝利

11） 公益社団法人土木学会第43回報道機関懇談会　司会（土木学会，2016年2月18日） 大幢勝利

12） 公益社団法人土木学会土木工事の技術的安全性確保・向上に関するシンポジウム（土
木学会，2016年3月11日）

大幢勝利

13） 2015年度日本建築学会全国大会　座長 高梨成次

14） 第50回地盤工学研究発表会　座長（北海道科学大学，9月1日） 吉川直孝

15） 平成27年度日本火災学会研究発表会　座長 （山形県米沢市，2015年5月17日） 板垣晴彦

16） 第48回安全工学研究発表会　一般講演座長（新潟，12月3日） 板垣晴彦

17） 安全工学シンポジウム2015，座長（2015年7月3日） 板垣晴彦

18） 安全工学シンポジウム2015　座長（2015年7月2日） 島田行恭

19） 化学工学会第47回秋季大会　座長（北海道大学，2015年9月9日） 島田行恭

20） 平成27年度日本火災学会研究発表会　座長 （山形県米沢市，2015年5月17日） 八島正明

21） 第48回安全工学研究発表会　一般講演座長，若手優秀講演審査員（新潟，12月3日） 水谷高彰

22） 第48回安全工学研究発表会　一般講演座長 大塚輝人

23） 第48回安全工学研究発表会　一般講演座長（新潟，12月4日） 佐藤嘉彦

24） 平成27年度火薬学会秋季大会　優秀講演賞審査委員（大分県別府市，12月10日） 佐藤嘉彦

25） 安全工学シンポジウム2015実行委員会　委員 山隈瑞樹

26） 安全工学シンポジウム2015実行委員会　委員 大澤敦

27） 静電気学会　静電気リスクアセスメント研究会　委員長（横浜，2015年6月19日） 大澤敦

28） 一般社団法人日本粉体工業技術協会　静電気利用技術分科会　副コーディネータ（日
本工業大学，9月14日）

大澤敦

29） 静電気学会　静電気リスクアセスメント研究会　委員長（東洋合成工業，9月18日） 大澤敦

30） 第39回静電気学会全国大会実行委員会　委員（首都大学東京，9月24日-25日） 大澤敦

31） 第39回静電気学会全国大会　座長（首都大学東京，9月24日） 大澤敦

32） 静電気学会春期講演会座長（東京大学，2016年3月7日） 大澤敦

33） 静電気学会静電気リスクアセスメント研究会　委員長（春日電機，3月25日） 大澤敦

34） 第36回バイオメカニズム学術講演会　座長（長野県上田市，11月28日） 大西明宏

35） 一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会，編集委員 清水尚憲

36） JCOSSAR2015論文集，査読者 山口篤志

37） 論文誌ジャーナル，査読者（一般社団法人情報処理学会） 岡部康平

38） 土木学会論文集，F6(安全問題)，幹事長，査読者(公益社団法人土木学会) 大幢勝利

39） JCOSSAR2015(構造物の安全性・信頼性に関する国内シンポジウム)，査読者 大幢勝利

1）国際学会

2）国内学会

5.理事・評議員等として運営に参加した学会・研究会等
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40） 土木学会論文集，F6(安全問題)，査読者(公益社団法人土木学会) 高橋弘樹

41） 地盤工学会誌，編集委員会(公益社団法人地盤工学会) 吉川直孝

42） 地盤工学ジャーナル，査読者(公益社団法人地盤工学会) 吉川直孝

43） 労働安全衛生総合研究所特別研究報告，査読者（6編） 藤本康弘

44） 安全工学誌，編集委員会副幹事 （特定非営利活動法人安全工学会） 板垣晴彦

45） 安全工学誌，論文査読者・一般記事編集確認 （特定非営利活動法人安全工学会） 板垣晴彦

46） 労働安全衛生総合研究所特別研究報告，査読者（1編） 島田行恭

47） 火災学会誌，Vol.65，No.4の一般記事の編集，査読者(公益社団法人日本火災学会) 八島正明

48） 火災学会誌，Vol.65，No.5の一般記事の編集，査読者(公益社団法人日本火災学会) 八島正明

49） 電気学会論文誌　査読者（5編） 冨田一

50） 安全工学誌，査読者(特定非営利活動法人安全工学会) 山隈瑞樹

51） 静電気学会誌査読者（2編） 大澤敦

52） 静電気学会編集委員，査読者(静電気学会) 崔光石

53） 安全衛生コンサルタント　広報委員（日本労働安全衛生コンサルタント会） 菅野誠一郎

54） 行動医学研究，編集委員（日本行動医学会） 高橋正也

55） こころと文化,　編集委員(多文化間精神医学会) 倉林るみい

56） 産業精神保健　編集委員 （日本産業精神保健学会） 原谷隆史

57） 産業精神保健,　編集同人(日本産業精神保健学会) 倉林るみい

58） 体力科学　編集委員（日本体力医学会）. 松尾知明

59） 日本健康心理学会　編集委員 井澤修平

60） 日本行動医学会　編集委員 井澤修平

61） 日本行動科学学会　編集委員 井澤修平

62） 日本産業ストレス学会　編集委員 井澤修平
土屋政雄

63） 日本人間工学会誌　編集委員（日本人間工学会） 岩切一幸

64） 日本認知・行動療法学会　編集委員会編集委員 土屋政雄

65） 労働衛生工学　編集委員長（日本労働衛生工学会） 小野真理子

66） 労働衛生工学　副編集委員長（日本労働衛生工学会） 奥野　勉

67） 労働衛生工学　編集委員（日本労働衛生工学会） 齊藤宏之
鷹屋光俊

68） 粘土科学　編集委員（日本粘土学会） 篠原也寸志

69） IATSS Review　編集委員 高橋正也
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１.　刊行・発行物
(1) 原著論文，総説

1） Toshiro Hoshi, Noboru Sugimoto (2015) A consideration of the operation of automatic
production machines. Industrial Health, Vol.53, No.3, pp. 236-244.

2） Tsuyoshi Saito, Toshiro Hoshi, Hiroyasu Ikeda and Kohei Okabe (2015) Global harmonization
of safety regulations for the use of industrial robots-permission of collaborative operation and
a related study by JNIOSH．Industrial Health, Vol.53, No.6, pp. 498-504.

3） Naotaka Kikkawa, Kazuya Itoh, Tomohito Hori, Yasuo Toyosawa and Rolando P. Orense
(2015) Analysis of labour accidents in tunnel construction and introduction of prevention
measures. Industrial Health, Vol.53, No.6, pp. 517-521.

4） Yukiyasu Shimada, Teiji Kitajima, Tetsuo Fuchino and Kazuhiro Takeda (2015) Process Safety
Management Based on the Business Process Model of Engineering Activities. Journal of
Chemical Engineers of Japan, Vol.48, No.8, pp. 609-618.

5） Tetsuo Fuchino, Kazuhiro Takeda, Yukiyasu Shimada and Atsushi Aoyama (2015) Business
Process Model Based Incident Investigation for Process Safety Leading Metrics. Journal of
Chemical Engineers of Japan, Vol.48, No.8, pp. 626-633.

6） Tetsuo Fuchino, Yukiyasu Shimada, Teiji Kitajima, Kazuhiro Takeda and Masazumi Miyazawa
(2015) Framework to Manage Engineering Technology for Plant Maintenance. Journal of
Chemical Engineers of Japan, Vol.48, No.8, pp. 662-669.

7） Mieko Kumasaki, Kuninori Tanaka and Teruhito Otsuka (2015) Influence of deteriorated
solvent on induction period of Grignard reagent formation. Journal of Thermal Analysis and
Calorimetry, Vol. 120, No. 1, pp. 633-639.

8） Yoshihiko Sato, Takehiro Matsunaga, Shin-ichi Koyama, Tatsuya Suzuki and
Masaki Ozawa (2015) Kinetic analysis and prediction of thermal decomposition behavior of
tertiary pyridine resin in the nitrate form. Energy Procedia 71, pp. 112-122.

9） Yoshihiko Sato (2016) Evaluation of the hazard of heat generation by oxidation of materials
using a differential-type adiabatic calorimeter. Journal of Thermal Analysis and Calorimetry,
Vol.123, No.3, pp. 1851-1859.

10） Mizuki Yamaguma, Kazuhiro Goto and Akira Kokubun (2015) A Study on Resistance of Anti-
Electrostatic Flexible Intermediate Bulk Containers. Jounal of Chemical Engineering of Japan,
Vol.48, No.8, pp. 708-714.

11） Mizuki Yamaguma (2015) Work shop on industrial safety and health (WISH 2014). Industrial
Health, Vol.53, No.6, p. 489.

12） Atsushi Ohsawa (2015) Charge neutralisation from the side surface of an insulating plate.
Journal of Physics: Conference Series 646 (2015) 012019, pp. 1-4.

13） Atsushi Ohsawa, Nobuo Nomura (2015) Continuously balanced pulse-DC ioniser to minimise
the offset voltage. Journal of Electrostatics, Vol.79, pp. 16-19.

14） Kwangseok Choi, Hitoshi Sakasai and Koujirou Nishimura (2015) Experimental study on
ignitability of pure aluminum powders due to electrostatic discharges and Nitrogen's effect.
Journal of Loss Prevention in the Process Industries, Vol.35, pp. 232-235.

15） Kwangseok Choi, Kwansu Choi and Koujirou Nishimura (2015) Experimental study on the
influence of the nitrogen concentration in the air on the minimum ignition energies of
combustible powders due to electrostatic discharges. Journal of Loss Prevention in the
Process Industries, Vol.34, pp. 163-166.

16） Takashi Miura (2015) Observation of charge separation and gas discharge during sliding
friction between metals and insulators. Journal of Physics: Conference Series 646 (2015)
012057, pp. 1-4.

17） Jian Lu, Hiroyasu Ikeda and Kohei Okabe (2015) The development of safety device for
forklifts. Journal of Safety Science and Technology, Vol.11, pp. 53-58. (中国語:"叉车用安全
装置的开发", 中国安全生产科学技术 Vol.11, pp. 53-58.)

18） Shuhei Izawa, Keiichi Miki, Masao Tsuchiya, Takeshi Mitani, Toru Midorikawa, Tatsuya
Fuchu, Taiki Komatsu, Fumiharu Togo (2015) Cortisol level measurements in fingernailsas a
retrospective index of hormone production. Psychoneuroendocrinology 54, 24-30.

役職員の研究業績一覧

　国際誌（英文等）

添付資料３
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19） Syou Maki, Yasutaka Ogawa, Hiroaki Itoh, Rui-Sheng Wang, Zuquan Weng, Hiroyuki Saito,
Nobuhiko Miura, Huizhen Shang, Yougong Su, Qiao Niu, Masaya Takahashi (2015) Oxidative
stress levels of workers in two shift work systems at stainless steel plants. J. Occup. Safety
Health. 12(2):7-14.

20） Rieko Hojo (2015) Evaluation of the ability of mice to detect VOCs, using a positive operant
reinforcement procedure. J. Toxicol Sci. 40, 479-483.

21） Rieko Hojo, Yukie Yanagiba, Megumi Suda, Masao Tsuchiya (2015) Developmental changes in
associative learning behavior in male rats. Fund. Toxicol Sci. 2, 249-258.

22） Ibuki Y, Shikata M, Toyooka T (2015) γ-H2AX is a sensitive marker of DNA damage
induced by metabolically activated 4-(methylnitrosamino)-1-(3-pyridyl)-1-butanone. Toxicol.
In Vitro. 29, 1831-1838.

23） Zhao X, Yang G, Toyooka T, Ibuki Y. (2015) New mechanism of γ-H2AX generation:
Surfactant-induced actin disruption causes deoxyribonuclease I translocation to the nucleus
and forms DNA double-strand breaks. Mutat. Res.  794, 1-7.

24） Kaoru Suzuki, Fuminori Otsuka, Hirotomo Yamada and Shinji Koizumi (2015) Analysis of
Cysteine and Histidine Residues Required for Zinc Response of the Transcription Factor
Human MTF-1. Biol. Pharm. Bull. 38, 611-617

25） Tomoaki Matsuo, Rina So, Nobutake Shimojo, Kiyoji Tanaka. (2015) Effect of aerobic exercise
training followed by a low-calorie diet on metabolic syndrome risk factors in men. Nutrition,
Metabolism & Cardiovascular Diseases, 25:832-8.

26） Toshikazu Yusa, Kenzo Hiroshima, Fumikazu Sakai, Takumi Kishimoto, Kazuo Ohnishi, Ikuji
Usami, Tetsuyuki Morikawa, Di Wu, Kazumi Itoi, Kenzo Okamoto, Yasushi Shinohara,
Norihiko Kohyama, Kenji Morinaga(2015) Significant relationship between the extent of
pleural plaques and pulmonary asbestos body concentration in lung cancer patients with
occupational asbestos exposure. Am J Ind Med 58, 444-455.

27） Fumihisa Kobayashi, Teruya Maki, Makiko Kakikawa, Maromu Yamada, Findya Puspitasari,
Yasunobu Iwasaka (2015) Bioprocess of Kosa bioaerosols: Effect of ultraviolet radiation on
airborne bacteria within Kosa (Asian dust), Journal of Bioscience and Bioengineering 119,
570-579.

28） Maromu Yamada, Mitsutoshi Takaya, Isamu Ogura (2015) Performance evaluation of newly
developed portable aerosol sizers used for nanomateial aerosol measurement, Industrial
Health 53, 511-516.

29） Fumihisa Kobayashi, Kana Iwata, Teruya Maki, Makiko Kakikawa, Tomomi Higashi, Maromu
Yamada, Takamichi Ichinose, Yasunobu Iwasaka (2016) Evaluation of the toxicity of a Kosa
(Asian duststorm) event from view of food poisoning: observation of Kosa cloud behavior and
real-time PCR analyses of Kosa Bioaerosols during May 2011 in Kanazawa Japan, Air Quality,
Atmosphere and Health 9. 3-14.

30） Nobuyuki Shibata (2015) Subjective response of standing persons exposed to fore-aft, lateral
and vertical whole-body vibration. International Journal of Industrial Ergonomics 49, 116-123.

31） Ken Tokizawa, Shin-ichi Sawada, Tetsuo Tai, Jian Lu, Tatsuo Oka, Akinori Yasuda, Masaya
Takahashi (2015) Effects of partial sleep restriction and subsequent daytime napping on
prolonged exertional heat strain. Occup Environ Med 72, 521–528.

32） Ken Tokizawa, Masaya Takahashi (2015) Daytime napping results in an underestimation of
thermal strain during exercise in the heat: authors' response. Occup Environ Med 72, 753–
754.

33） Joo-Young Lee, Joonhee Park, Huiju Park, Aitor Coca, Jung-Hyun Kim, Nigel A.S.Taylor,
Su-Young Son, Yutaka Tochihara (2015) What do firefighters desire from the nest generation
of personal protective equipment? Outcomes from an international survey. Ind Health 53,
434-444.

34） Sara Arphorn, Tomohiro Ishimaru, Kodchapan Noochana, Sirisak Buachum, Toru
Yoshikawa(2014)Working conditions and occupational accidents of informal workers in
Bangkok, Thailand: A case study of taxi drivers, motorbike taxi drivers, hairdressers and
tailors. J. Science of Labour 90(5), 183-189. 印刷遅延、2015年12月に発行

35） Kazutaka Kogi, Toru Yoshikawa, Tsuyoshi Kawakami, Myung Sook Lee, Etsuko
Yoshikawa(2016) Low-cost Improvements for Reducing Multifaceted Work-Related Risks and
Preventing Stress at Work. J Ergonomics, .6: 147
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36） Koichi Miyaki, Yixuan Song, Setsuko Taneichi, Akizumi Tsutsumi, Hideki Hashimoto, Norito
Kawakami, Masaya Takahashi, Akihito Shimazu, Akiomi Inoue, Sumiko Kurioka, Takuro
Shimbo (2015) Epigenetic Changes Caused by Occupational Stress in Humans Revealed
through Noninvasive Assessment of DNA Methylation of the Tyrosine Hydroxylase Gene. J
Neurol Neurol Disord 2: 201.

37） Tomoko Suzuki, Koichi Miyaki, Yixuan Song, Akizumi Tsutsumi, Norito Kawakami, Akihito
Shimazu, Masaya Takahashi, Akiomi Inoue, Sumiko Kurioka (2015) Relationship between
sickness presenteeism (WHO-HPQ) with depression and　sickness absence due to mental
disease in a cohort of Japanese workers. J Affect Disord 180: 14-20.

38） Masaya Takahashi, Ko Matsudaira, Akihito Shimazu (2015) Disabling low back pain associated
with night shift duration: sleep problems as a potentiator. Am J Ind Med 58: 1300-10.

　国内誌（和文）
1） 梅崎重夫(2015) 機械安全に関して今後望まれる法規制及び社会制度．電子情報通信学会

基礎・境界ソサイエティ Fundamentals Review，Vol. 9， No.2，pp. 110-118.
2） 梅崎重夫(2015) 機械設計技術者等に対する機械安全教育－失敗学と安全学の融合－．信

頼性，Vol.38，No.1，pp. 2-10.
3） 古荘純次，池田博康（2016） リハビリ・介護とメカトロニクス．日本機械学会誌，Vol.119，

No.1166，pp. 4-7.
4） 豊澤康男，大幢勝利，吉川直孝（2015） 日英比較に基づく建設工事の労働安全衛生マネジメ

ント等の検討．土木学会論文集F6（安全問題）， Vol.71，No.2，pp. I.1-I.12.
5） 伊藤和也，吉川直孝（2015） ニュージーランド・カンタベリー地震後の復旧・復興工事における

労働安全衛生に関する実態調査．労働安全衛生研究，Vol.8，No.2，pp. 99-106.

6） 伊藤和也，堀智仁，高梨成次，吉川直孝（2015） 東日本大震災の復旧・復興工事における労
働災害の分析と労働安全衛生対策について．地盤工学会誌，Vol.63，No.7，pp. 12-15.

7） 伊藤和也，高梨成次，堀智仁，吉川直孝(2015) 地震による建物被害想定から震災復旧復興
工事中の労働災害発生の蓋然性について推定するモデルの構築とその試検討. 日本地震工
学会論文集, Vol.16, No.1, pp. 1.248-1.257.

8） 堀智仁，玉手聡(2015) 敷鉄板の敷設方法と荷重分散に関する模型実験．土木学会論文集
F6(安全問題)，Vol.71，No.2，pp. I_83.

9） 井上昭，五福明夫，島田行恭(2015) プラント機能維持のための高度安全制御技術．化学工
学，Vol.79，No.6，pp. 441-444.

10） 三浦崇，細渕絵理，上野聖子，荒川一郎(2015) 真空中と気体中でのダイヤモンドとサファイヤ
の摩擦帯電．静電気学会誌，Vol.39，No.2，pp. 88-93.

11） 高木元也，大西明宏，高橋明子(2015) 小売業における労働災害の実態と防止活動の推進方
策．安全工学， Vol.54，No.2，pp. 101-108．

12） 高木元也，高橋明子(2015) 中小企業に対する労働安全行政の指導に係る実態調査－建設
業の特性に応じた安全指導の提示－．土木学会論文集F4（建設マネジメント），Vol.71，
No.4，pp. I_139-I_147.

13） 菅間敦，大西明宏（2016） 最大リーチおよび作業姿勢の評価による脚立への安定した立ち方
の検討．人間工学，Vol.52，No.1，pp. 40-48．

14） 中村菜々子, 井澤修平, 山田クリス孝介 (2015) ストレス・マネジメント行動の阻害要因―ストレ
スの過小評価に着目して―. 行動医学研究 21, 69-75.

15） 久保智英，東郷史治，津野香奈美，高橋正也，一水卓， 佐藤悦子，菊池沙織，三谷健，小松
泰喜（2015）認知症専用棟で交代勤務に従事する介護労働者における表情認知.産業ストレス
研究 22,119-126.

16） 土屋政雄（2015）尺度研究の必須事項．行動療法研究 41，107-116

17） 礒田治夫，中井敏晴，小山修司，山口さち子（2015）東海・南海地区におけるMR検査室の防
災対策の現況調査．日本磁気共鳴医学会誌  35(3)，62-75．

18） 北條理恵子，柳場由絵，鷹屋光俊，土屋政雄，安田彰典，小川康恭（2015）低用量の有機溶
剤を条件刺激とする嗅覚嫌悪条件付け手続き．労働安全衛生研究　8巻2号,　83-90．

19） 村木里志，岩切一幸（2015）分野別人間工学の現状と将来（12）－高齢者の人間工学研究の
現状と将来－．日本人間工学会誌 51(2)，79-85．
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３.　表彰
1） 山口篤志，吉田展之：日本高圧力技術協会　科学技術振興賞．API579-1/ASME FFS-1 供用

適性評価による模擬腐食配管の残存強度評価，2015年5月．

2） 吉川直孝：平成27年度土木学会トンネル工学研究発表会優秀講演賞，題目「発破掘削後のト
ンネル切羽の応力状態に関する検討」，http://cmt.jtunnel-jsce.org/node/8，2016年1月26
日．

3） 大塚輝人，齋藤務，吉川典彦：2013,2014年度安全工学会論文賞．爆発事故定量評価のため
のBursting Sphereの数値解析とスケール則．2015年5月.

4） 朝比奈智，大西明宏：平成27年度人間工学グッドプラクティス賞　最優秀賞．ロールボックスパ
レット作業用手袋，2015年6月．

5） 久保智英：日本産業衛生学会 優秀査読者賞（Journal of Occupational Health, Vol.56 / 産業
衛生学雑誌 56巻），2015年5月（1名受賞）

6） 久保智英：過去2年間における査読者としての顕著な貢献が認められたことによる受賞．
Recognized Reviewer （SLEEP MEDICINE誌，Elsevier Limited），2016年3月（1名受賞）

7） 須田　恵，柳場由絵，王　瑞生，他1名：第88回日本産業衛生学会優秀演題賞．in vitro での
1,2-ジクロロプロパンの代謝経路の検討，2015年5月．（3名受賞）
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MR検査業務中の職業磁界ばく露及び作業能率に与える影響の検討，2015年5月．（1名受賞）
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受賞）
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生学会最優秀演題賞.道路高架橋耐久性向上工事時の塗膜剥離作業における作業者の鉛ば
く露，2015年5月．（6名受賞）

４.　マスコミ対応
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1） 東京新聞，「一般公開設備の取材，開催案内記事」（2015年4月11日）

2） 日経コンストラクション｢3年で重大事故が半減，東京都水道局の安全活動｣（2015年6月8日号）

3） 北日本新聞｢転倒災害の防止策学ぶ｣（2015年6月5日付）

4） 建設労務安全「危険軽視が事故の原因に 東京都水道局がバックホウ講習会を開催」（2015年
9月号）

5） 安全スタッフ「特集 バックホウ 危険は死角に潜む 東京都水道局が実演研修」（2015年9月15
日号）

6） 中国新華社「日本の科学技術週間」（2015年4月15日）

7） 中国新華社「車両系機械のシミュレーション装置」（2016年1月）

8） 日本経済新聞「終業→始業 一定時間を空けて 休息確保，疲労の蓄積防ぐ」（平成27年10月
26日）

9） 毎日新聞（朝刊）「休息義務で働き過ぎ防ぐ」（平成28年3月14日）

10） 東京新聞 編集局 首都圏情報班　H27年度研究所一般公開における展示、実演および講演
の内容に関する説明と研究所の概要に関しての対面取材（平成27年4月10日）

11） Reuters Health News Agency 「Poor sleep tied to heat fatigue, but naps may help」（平成27年
5月12日）

12） 日経メディカル「Cadetto」編集部　「特集：ストレス襲来！メンタル不調を回避せよ」における専
門医としてのコメント（2015年4月）

13） 日経メディカル編集部　「リポート◎「ストレスチェック義務化」を就労環境改善の好機に「先生、
最近ちゃんと眠れていますか？」」に専門家としてコメント（2016年3月8日）

14） Tarzan （株式会社マガジンハウス）“細めのためのカラダ改造”（2016年3月24日発売、692号）

41



42

添付資料４



43



番号 機関等の名称 実施日 実施地区

1 労働大学校 26 人 5月25日 清瀬地区

2 高圧ガス保安協会 5 人 7月8日 清瀬地区

3 東京都市大学付属中学校 9 人 8月3日 清瀬地区

4 クボタ安全衛生部 8 人 9月8日 清瀬地区

5 警察大学校 61 人 9月9日 清瀬地区

6 警察大学校 61 人 9月10日 清瀬地区

7 川越市役所 30 人 10月23日 清瀬地区

8 JICA 11 人 11月5日 清瀬地区

9 広瀬商会 2 人 11月9日 清瀬地区

10 千葉県水道局 37 人 11月20日 清瀬地区

11 韓国産業安全協会 33 人 11月26日 清瀬地区

12 鹿島東部コンビナート保安対策連絡協議会 17 人 11月26日 清瀬地区

13 警察大学校 65 人 1月6日 清瀬地区

14 警察大学校 65 人 1月7日 清瀬地区

15 ブータン王国 2 人 3月8日 清瀬地区

16 京都大学 1 人 3月8日 清瀬地区

17 韓国国民安全庁 3 人 3月24日 清瀬地区

18 韓国国民安全庁 3 人 3月25日 清瀬地区

19 （独）労働政策研究・研修機構　労働大学校 25 人 6月24日 登戸地区

20 東京都市大学付属中学校 10 人 8月7日 登戸地区

21 イラク政府　労働・社会福祉省 4 人 11月19日 登戸地区

478 人

施設見学等一覧

人数

合計

（注）　施設見学に加え研究所研究員による講義、意見交換等を行う場合もある。

添付資料５
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１　特許出願

発明の名称（出願番号） 発明者 備考

1 芳香族アミンの水溶液中での選択的誘導体化及び分析方法
井上直子、小野真理子、
菅野誠一郎

２　特許査定・登録

発明の名称（特許番号） 発明者 備考

安全装置（特許第5747019号） 大塚輝人，他機関1名

静電気放電検出装置と、これを用いた静電気放電検出シ
ステム （特許第5752732号） 崔光石，他機関2名

３　特許の実施

発明の名称（特許番号又は出願番号） 発明者 実施件数

1 人体落下衝撃吸収補助具（特許第3076334号） 深谷潔 1（継続中）

４　特許の実施料

発明の名称（特許番号又は出願番号）

1 人体落下衝撃吸収補助具（特許第3076334号）

実施料（千円）

459

特許出願、特許登録及び特許の実施状況

添付資料6
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１　災害調査

番号 件　名

1 トンネル建設工事中に発生した崩落に関する災害

2 クローラクレーンのジブの折損に関する災害

3 橋梁工事現場で発生した墜落災害

4 土砂運搬船で発生した火災災害

5 化学工場で発生した爆発災害

6 化学工場で発生した爆発災害

7 化学工場で発生した膀胱がんに関する災害

8 化学工場で発生した爆発災害

9 化学工場で発生した膀胱がんに関する災害

10 天井クレーンのワイヤーロープ切断災害

11 製鉄所で発生した爆発災害

12 治山工事で発生した土砂崩壊災害

２　刑事訴訟法に基づく鑑定等

番号 件　名

1 ホイールクレーンのワイヤーロープ切断災害

2 鋳鋼工場で発生した爆発災害

3 市道災害防除工事中に発生した土砂崩壊災害

4 鋳鋼工場で発生した爆発災害

5 ビル外装改修工事中に発生した足場倒壊災害

6 産廃処理施設で発生した中毒

7 高速道路内の塗装工事で発生した火災災害

8 製鉄工場で発生した爆発災害

9 橋梁塗装工事中に発生したつり足場倒壊災害

10 鋳鋼工場で発生した爆発災害

11 化学工場で発生した爆発災害

12 化学工場で発生した爆発災害

３　労災保険給付に係る鑑別、鑑定等

番号 件名

添付資料７

災害調査等の実施状況
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1 石綿繊維の検索依頼

2 石綿繊維の検索依頼

3 石綿繊維の検索依頼

4 石綿繊維の検索依頼

5 石綿繊維の検索依頼

6 石綿繊維の検索依頼

7 石綿繊維の検索依頼

8 石綿繊維の検索依頼
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EXPLOSIVE ATMOSPHERES – 
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7 m  

 IEC 60079-18:2009  

EXPLOSIVE ATMOSPHERES – 

Part 18: Equipment protection by encapsulation “m”

Ex
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8  “n” 

 IEC 60079-15:2010  

EXPLOSIVE ATMOSPHERES – 

 Part 15: Equipment protection by type of protection “n”
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9 t  

 IEC 60079-31:2008  

EXPLOSIVE ATMOSPHERES – 

Part 31: Equipment dust ignition protection by enclosure 

“t”

Ex
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10 i

10  “s” 

 IEC 60079-33:2012  

EXPLOSIVE ATMOSPHERES – 

Part 33: Equipment protection by special protection “s”
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番号 研究テーマ等 若手 所属機関

1 トンネル建設工事における労働災害の各種発生要因および安全対策に関する検討 1 名 ○ 東京都市大学

2 崖・斜面からの墜落防止に関する検討 1 名 ○
東京都市大学大
学院

3 建設機械の接地圧分散に関する研究 1 名 ○ 東京都市大学

4 消炎装置，爆発ガス捕集バッグの改良 2 名 ○ 名古屋大学

5 爆風による破壊の小規模実験 1 名 ○ 芝浦工業大学

6 双極性防爆構造除電器の開発 1 名 ○ 春日電機

7 クレーン用ワイヤロープの経年損傷に及ぼすD/dの効果 1 名 ○ 東京電機大学

8 漏洩磁束法によるクレーン用ワイ ヤーロープのの経年損傷評価 1 名 ○ 東京電機大学

9 CFペンダントロープの経年損傷評価 1 名 ○ 東京電機大学

10 建物に隣接する幅木を取り付けた足場の風力の検討 1 名 ○ ものつくり大学

11 足場等の円柱形部材の振動特性に関する検討 1 名 ○ 東京理科大学

12 ワイヤロープ素線のフレッティング疲労特性に関する研究 1 名 ○ 東京電機大学

13 IMSを対象とした支援的保護システムによるリスク低減方策 1 名 ○ 日本大学大学院

14 IMSを対象とした支援的保護システムによるリスク低減方策 1 名 ○ 日本大学

15 風荷重に対する足場等の安全性に関する研究 1 名 ○
東京理科大学大
学院

16 脚立上での作業姿勢安定性評価に関する研究， 1 名 ○
首都大学東京大
学院

17 超音波疲労試験を用いた超高サイクル領域の疲労寿命 2 名 ○ 立命館大学

18 発熱反応の評価手法に関わる分析 1 名 ○
横浜国立大学大
学院

19 建設業における外国人技能実習生の受入と就労に係る実態調査および現状分析 1 名 ○ 一橋大学大学院

19 化学プラントにおける静電気災害・障害の発生機構の解明と対策 3 名 春日電機

20 粉体の静電気帯電の測定技術及び防止技術の開発 2 名 春日電機

21 帯電防止バグフィルタの性能評価法に関する研究 1 名 アマノ

22 タワークレーンのマストの耐力に関する研究 1 名 小川製作所

23 水素漏洩時の作業安全に関する研究 3 名
産業技術総合研
究所

24 医学部社会医学実習「労働生理学・心理学」 9 名 ○ 順天堂大学

25 医学部社会医学実習「暑熱環境の人体影響」 9 名 ○ 順天堂大学

26 医学部公衆衛生学衛生学実習 7 名 ○ 東京大学

56 名

研究生・研修生等の受入れ

人数

合計

添付資料９
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###

番号 種類 課題名 代表研究者 配分額(円）
共同研究者

の有無

1 厚労
機械安全規制における世界戦略へ対応するための法規制等基盤整備に
関する調査研究

○ 1,300,000 有

2
厚労

（新規）
行政推進施策による労働災害防止運動の好事例調査とその効果に関する
研究

○ 12,600,000 無

3 厚労
事業場におけるメンタルヘルス対策を促進させるリスクアセスメント手法の研
究

400,000 有

4
厚労

（新規）
ストレスチェック制度による労働者のメンタルヘルス不調の予防と職場環境
改善効果に関する研究

750,000 有

5 学振
大型建設機械の転倒防止に関する地盤養生および簡易地盤調査法に関
する研究

○ 1,100,000 無

6 学振
静電気災害防止に向けた工業用材料の摩擦電気発生と放電緩和過程の
基礎的研究

○ 500,000 無

7 学振 木造建築物の余震による倒壊危険性予知に関する安全技術の研究 ○ 1,400,000 無

8 学振
化学プロセス産業における事故・災害防止のための変更管理支援システム
の開発

○ 1,200,000 有

9 学振 絶縁性コート表面で発生するブラシ・沿面放電のモード遷移と着火性評価 ○ 1,000,000 無

10 学振
（新規） チタンと硝酸との反応による爆発性物質の同定及び安全取扱技術の確立 ○ 1,600,000 有

11 学振
（新規） 風荷重に対する建物に隣接した墜落防護工法の安全技術に関する研究 ○ 1,200,000 無

12 学振 日内リズム判定のための簡便な調査票の開発 ○ 700,000 無

13 学振 仕事のパフォーマンスを向上させるセルフケアプログラムの開発と効果検証 ○ 500,000 有

14 学振
労働者１万人の多目的パネル追跡による職業性ストレスの健康影響の包括
的な解明

100,000 有

15 学振
（新規） 爪試料を利用した慢性的・蓄積的なコルチゾール分泌の評価法の確立 ○ 1,300,000 有

16 学振
（新規）
労働者の疲労は悪なのか？－疲労の多様性，多義性の検討とセルフケア
ツールの開発

○ 100,000 無

17 学振 塩素系有機溶剤の体内代謝と遺伝毒性発現の関係についての研究 ○ 1,400,000 有

18 学振 内分泌機能不全に起因するDOHaD学説の実験的検証の試み ○ 1,100,000 無

19 学振 単色X線ビームの光電効果を利用する新規制癌法の開発 ○ 1,500,000 無

20 学振 オフセット印刷工程の生体影響評価のための疫学調査研究 100,000 有

21 学振
（新規） 二酸化チタンナノ粒子が誘発する精巣機能障害の分子機構解明 ○ 6,100,000 無

22 学振
（新規）
二要素(取込み量＋毒性）同時解析による新規ナノマテリアルリスク評価法
の開発

○ 1,200,000 無

23 学振
（新規） 化学物質の多様性に応じた雄性生殖毒性試験法の開発 ○ 900,000 無

24 学振
（新規） 開発途上国における環境汚染の小児健康影響に関する国際共同研究 1,000,000 有

25 学振
電子顕微鏡による工業ナノマテリアル使用現場の計測： 一般環境エアロゾ
ル除去法の適用

○ 800,000 無

26 学振 低環境負荷プロセスによる米籾殻発電プラント灰の高機能性材料化 ○ 1,000,000 無

27 学振
夏季原発復旧除染作業・建設作業等の酷暑作業における暑熱負担軽減対
策手法の開発

○ 1,750,000 有

28 学振
車両振動伝達系における人の振動感受性の方向依存性を応用した乗り心
地快適性の向上

○ 1,300,000 無

29 学振 温熱的快適性の形成メカニズムの解析と衣服内環境評価への応用 150,000 有

外部研究資金の導入

添付資料１０
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30 学振 防護服着用時の動作性を評価できる標準テスト方法の提案 ○ 1,200,000 無

31 学振
（新規）
防護服・PPEのための新規機能・構造材料の創製および現場活動に即した
評価法の確立

850,000 有

32 学振
多施設ネットワークを活用した職業性感染症の新興課題解決のための
PDCA促進研究

○ 4,958,000 無

33 学振
筋由来の新規生理活性物質イリシンの活性化に着目した肥満改善運動プ
ログラムの確立

○ 85,000 無

34

公益財団法
人 磁気健

康科学研究
振興財団
(新規）

MR装置の静磁場を夜間利用した再生医療に有用な骨形成促進技術の開
発

0 有

51,143,000

　　

（2）受託研究 　　

番号
委託元
の区分

受託額(円）

1 政府 38,887,701

2 政府 7,900,000

3 政府 2,376,000

4 政府 5,400,000

5 政府 63,330,000

6 政府 3,432,642

7 民間 509,760

8 民間 189,216

9 民間 1,209,600

123,234,919

合計額　

(注）○印は、当研究所の研究員が当該研究課題の代表研究者であることを示す。

足場からの墜落災害の現状とその対策

合計

課題名

ロボット介護機器開発･導入促進に係る安全基準の策定

転倒による傷害耐性データに関する国際標準化

安全技術開発と安全な製造条件確立ならびに量産実証パイロットプラント設計

過労死等の実態解明と防止対策に関する総合的な労働安全衛生研究

水素拡散挙動調査のための温度場計測調査

ISO10819:2013に則った既存振動軽減作業手袋の防振性能の測定及びCE認証適合に
向けた製品改良に関する研究

暑さ対策製品の暑熱負担軽減効果に関する研究

消炎装置の改良
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